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　さあさあ、ギャンブルの時間だ。

　賭かけ事の時間が始まるぞ。

　ありとあらゆる手段を用いて、全力で金と時間を無む駄だにしようじゃないか。

　無駄は人生を楽しんでる証しよう拠こだよ、存ぞん分ぶんに人生を浪ろう費ひすべきだ。




　ルーレットで運を試すか？

　ポーカーで駆かけ引きと蹴け落おとし合いを楽しむか？

　ブラックジャックでストイックにディーラーと一いつ騎き討うちをするか？

　スロットで自分自じ身しんと向き合うか？

　シチーンロチーロでダイスに運命を託すか？

　チョウハン博打ばくちで東とう洋ようの神しん秘ぴに触れてみるか？

　ツコーイアンットプスでシンプルな世界の奥行きを覗のぞいてみるか？

　闘とう犬けんでエキサイティングしてみるか？

　太陽の下で競けい馬ばでも楽しむとしようか？

　なんだったら、この場で新しい賭かけごとを考えたっていい。

　みんなで一から考えるなら、ある意味では公こう平へいだろう？

　ギャンブル。

　そう、ギャンブルの時間だぞ！

　楽しまないでどうする！

　思う存ぞん分ぶん、喉のどの奥を、瞼まぶたの裏側をひりつかせ合おうじゃないか。

　正せい々せい堂どう々どう、騙だまし合うんだ。

　イカサマ合がつ戦せんをしようと言ってるわけじゃあない。

　ギャンブルは確かに運うん任まかせの一面もあるが、相手を煙けむに巻くのも仕事のうちだ。

　ポーカーフェイスもよし、確かく率りつの計算をするもよし、ディーラーの顔かお色いろを窺うかがうのもよし。

　思いついた手て練れん手て管くだは、全力を持って弄ろうするべきだ。

　ギャンブルは、遊びだが、遊びじゃない。

　運、胆たん力りよく、頭ず脳のう、人間としての格。

　カジノってのは、その全てを測る、一つの試験場じようのようなものなんだ。

　君らが測りたいのは、自分か、それとも別の誰だれかなのかな？

　まあ、せいぜい楽しもうじゃないか。

　何しろ、ここで奪うばい合うものは、基本的には金だ。

　あるいは、それ以上に価か値ちのある何かをチップに変えるわけだからな。

　場合によっては、人生最さい後ごのゲームになるかもしれない。

　もしかしたら、もう君らは自分の命をチップに変えているのかもしれないぞ。




　どうだい？

　そう考えると、なんだか楽しくなってきただろう？





──カジノ『ラーズランス』総そう支配人の言葉















余話３　研究成せい果かは表おもてに出ない







２００３年　世界のどこか




　セラード・クェーツの話を聞きたいのかい？

　……あんた、誰だれだ？

　俺おれがこんなナリで酒さか場ばにいるからって、からかいにでも来たのかと思ったよ。

　誰から俺の話を聞いた？

　……まあいいさ。俺を殺しに来たって面つらでも無さそうだ。




　改めて自己紹しよう介かいしておくよ。

　俺は、フィル・ニビル。

　昔はフェルトなんて名前だったし、性別も今と違ってた。

　背も、もうちょっと高かったかな。

　それで、セラード・クェーツの名前を出すって事は、あんたも『不ふ死し者しや』なのかい？

　……違う？　そうかい。それは良かったな。

　フィル『達』じゃなくて、ピンポイントで俺おれに来たって事は、それなりに誰だれかから事情を聞いてるんだろ。

　仮に『不死者になりたい』とかいうんだったら、俺に来るのは筋すじ違ちがいだぜ？

　……ロットヴァレンティーノ？

　いや、知らない町だな。ビルトの爺じいさんから聞いた事があるような気もするが……。

　ああ、そうか。

　マイザー達の故こ郷きようか。

　そうだそうだ、いつか行こうと思ってたよ。

　で、あんたはそのロットヴァレンティーノから来た旅人ってわけだ。

　ただの旅行者が、なんでセラードの事を知りたがる？

　いや、それ以前に、なんで不死者だのなんだのを知ってる？

　話せば長くなるって言われてもな。こっちの話も長くなるかもしれないぞ？

　ま、メシを奢おごってくれるなら、俺の知ってる限りの事は教えるよ。

　俺自じ身しんはそのセラードって奴やつに肩かた入いれする理由は無いし、隠かくし立てする事でもないからな。

　でも、だったらビルトの爺さんに聞いた方が早いんじゃないか？

　ビルト？

　ビルトはビルトさ。

　ビルト・クェーツ。

　セラード・クェーツの子し孫そんだよ。

　顔はそっくりらしいけど、何しろ孫まごのひ孫とかそのぐらい隔へだたりがあるらしいからな。本当はどこまで似てるのか良く解わからない。

　まあ、何なん代だいも続けりゃ、そのうち先せん祖ぞにそっくりなのも一人は出てくるだろうしね。

　俺みたいな生まれなら、みんな揃そろって良く似た面つらなんだろうが。

　おっと、悪いな。話が逸それた。

　それで、セラードの何が聞きたい？

　ビルトの爺さんの方が俺よりも詳くわしいとは思うが、答えられる事なら答えてやるよ。




　……セラード・クェーツが何をしたかったか？

　うーん……それは、どうだろうな。

　そのセラードって爺さんが、何を思って俺や他のフィル達みたいなのを作ったのか……。

　それは俺も聞きかじっちゃいるんだが、全体の目的は漠ばく然ぜんとしてたんじゃないかな。

　確実にそれを聞きたいなら、セラードの爺さんを『喰った』奴に聞くのが一番早いと思うぜ。

　あー……名前を教えると迷めい惑わくがかかるかもしれないからな。

　教えていいかどうか、今度聞きいておくよ。

　セラードに義ぎ理りはないけど、そのセラードを喰った『不ふ死し者しや』には恩おんがあるんだ。

　ただ、俺おれがビルトの爺じいさんに聞かされたのは、こうだ。

　ホムンクルス、って知ってるか？

　瓶びんの中の小こ人びととか呼ばれてる。

　映画や小説でもそこそこ出てくるんだろ？

　いや、俺はまだそんなに映画だの小説だの読めてないから、どれだけ頻ひん繁ぱんに出てくるのかは良く解わからないんだが……そういう俗ぞく物ぶつ的な事は、俺の知り合いが詳くわしくてね。

　フラスコの中の小人ホムンクルス。

　生まれたフラスコの中から出られない代わりに、宇う宙ちゆうの全てを知っている。

　御お伽とぎ噺ばなしに出てくる妖よう精せいの長ちよう老ろうみたいなもんか。

　宇宙そのものの意い志しを具ぐ現げん化かさせたなんていう、眉まゆ唾つばもんの説もある。

　ああ、そうさ。セラード・クェーツは、そんなものを作ろうとしてたんだ。

　さっき、『全体の目的は漠ばく然ぜんとしてる』とは言ったけどよ、漠然としてるならしてるなりに、なんとか言葉にするなら……そうだな、『全部』だ。

　セラード・クェーツっていう錬れん金きん術じゆつ師しは、それこそこの世の全てを手に入れたかったんだろうよ。

　不死の肉体を得たってのにな。

　いや、不ふ死じ身みになったからこそなのかもな。

　寿じゆ命みようが無くなった分、何かを求め続けなきゃ、生きる気にもなれなかったのかもしれない。

　まあ、とにもかくにも、セラードは全てを自分の手に収めたかったわけだ。

　金も。

　権けん力りよくも。

　食い物も。

　女も。

　自由も。

　知識も。

　何もかもだ。

　ああ、『他人からの尊そん敬けい』だけは欲しがってなかったのかもな。

　それさえ欲しがってりゃ、もうちょいマシな奴やつとして不死者の連れん中ちゆうの記き憶おくに残ってたろうよ。

　あるいは、権力と金さえ持ってれば、他人は勝かつ手てに尊敬するとでも思ってたのかね。そりゃ、世の中にはそれだけで無む条件に人を尊敬する奴もいるっちゃいるだろうが。

　おっと、話がそれた。

　とにかく、『俺おれの所』だけじゃないんだ。

　セラード・クェーツは、世界中に自分の手を広げていた。

　弟で子しだけで数え切れない程ほどいただろうし、所しよ有ゆうしてた研究施し設せつも、アメリカとヨーロッパだけで三十箇か所しよを超えてたんだとよ。ビルトの爺じいさんが知ってるだけでもな。

『不ふ死しの酒』についてだけは頑かたくなに秘ひ密みつを守ろうとしたらしいが、それ以外の研究は他ひ人と任まかせって事も多かったらしいぜ。

　ああ、だから、俺も全ては把は握あくできてない。

　多分、ビルトの爺さんもな。

　セラード本人も、全部は把握しきれてなかったのかもな。

　手を伸ばしすぎたんだよ。

　本人は喰われちまっても、その手て足あしは生き続けてたってケースもあるだろう。

　実際、セラードの記き憶おくを喰った例の『不死者』も、俺の存在は知らなかったわけだしな。

　伸ばして切り放されたタコの手足も、そう簡単に摑つかんだもんは離さないだろうさ。

　ま、もうセラード本ほん人にんは死んじまってるわけだが……。

　そのまま生き続けてたとしたら、意い外がいとその『手足』に出し抜かれちまう事もあったかもな。

　例えば、俺みたいな奴やつにな。




　……え？　ラブロはセラードに協力してたのかって？

　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクか。

　悪いな。俺も他の『手足』の先がどこに伸びて誰だれと繫つながってたのかまでは良く知らないんだ。

　ただ、俺も、そいつの名前だけは聞いた事があるな。

　他のフィルが、笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーからよく聞かされてたらしい。

　ああ、悪い。その笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーの話はまた今度な。




　ついでに話すには、ちょいとばかり長すぎる話さ。













十五章　思い通りには進まない







　マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議ぎ員いん。

　若わか手て政治家かの中でも実力派はと名な高だかい彼だが、人ひと前まえで笑う事は滅めつ多たに無い。

　愛あい想そという言葉とはひたすら無む縁えんであり、それは選挙活かつ動どうの最さい中ちゆう、有ゆう権けん者しや達たちに対しても同じ事であった。

　マネキン人形の方がまだ愛想がいい。

　そんな風ふう評ひようすら立つ彼が、何な故ぜ、選挙に勝ち抜き地ち位いと名めい声せいを得る事ができたのか。

　ひとえにそれは、彼が常に結果を示し続けてきたからに他ならない。

　元もと々もと事業家かであったベリアムは、多くの事業を地元で立ち上げ、桁けた違ちがいの雇こ用ようを生み出し、地ち域いき経済を潤うるおして来た。

　ベリアムの手で裕ゆう福ふくになった者達は、彼が政治家になると言いだした時は『転てん身しんするにはまだ若すぎるのではないか？』と思ったものの、彼がまた新しい富をもたらすのではないかという期待も込め、彼の選挙活動を後あと押おししたのである。

　１９１３年までは州しゆう議ぎ会かいによって選出されていた上じよう院いん議ぎ員いんだが、憲けん法ぽう改正により、民みん衆しゆうの手によって選ばれる形となった。

　それから10年と経たたずに民たみの手で上院議員に選出された彼は、様さま々ざまな政治活かつ動どうを行い、その全てで期待値ち以上の成果を上げる事となる。

　清せい濁だく併あわせ吞のみ、時にはマフィアとの繫つながりも噂うわさされる事があったが、基本的に彼は犯罪撲ぼく滅めつ、汚お職しよく廃はい滅めつ側がわの姿し勢せいを強くアピールしている。

　必要とあらば『ルノラータ・ファミリー』の幹かん部ぶであるバルトロと顔を合わせる事もあるが、決して尻尾しつぽを振る為ためではなく、寧むしろこちらからの要求を突きつけにいく立ち位置だ。

　そんな彼が、近年最もつとも力を入れているのは、ヒューイ・ラフォレットという名のテロリストが生み出した、彼に従う犯罪組そ織しきへの対応である。

　事件そのものは社会の表おもて側がわに殆ほとんど顔を出さない上に、１９３１年にヒューイが一度逮たい捕ほされてから、世せ間けんでの関心は下した火びになっていた。

　しかしながら、ヒューイ・ラフォレットが張り巡めぐらせた根は深い。




　その事実について、ベリアム議員は、完全に自分の失しつ態たいだと感じていた。





⇔






１９３５年　２月　ベリアム邸てい




「セラード・クェーツ」

　ベリアムの無ぶ愛あい想そな口くち許もとから、一つの人じん名めいが吐はき出される。

　豪ごう奢しやな飾りなどは少なく、家具や事じ務む用品が機き能のう的てきに纏まとめられたベリアム邸の書しよ斎さい。

　窓の傍そばに置かれた頑がん丈じような机の前に立ち、ベリアムは落ち着いた声で言葉を続けた。

「それが、最初にこの国に巣くった病びよう巣そうの名だ」

「はぁ、聞いたこと無い名前っすねぇ」

　上院議員の重々しい言葉に対し、軽い調子の声が返される。

　軽けい薄はくな声の主は、壁かべ際ぎわに並ぶ本ほん棚だなに寄りかかっている、レティクル模も様ようの布で目を覆おおっている男──スパイクだ。

「そうか、ヒューイ・ラフォレットの口から何か聞いているかと思ったがな」

「さぁて。もしかしたら、俺おれが覚えて無いだけかもしれませんぜ。なんせ、俺があの旦だん那なの所にいたのは３年も前の話っすからねえ」

　肩を竦すくめるスパイクに、ベリアムは特に感情を見せず、部屋の隅すみに居る別の男に声をかけた。

「君はどうだ？　セラード・クェーツという名に覚えはあるか？」

「……ニューヨークで仕事をしていた頃ころ、一度だけ耳にした事がある」

　その男は全身を黒い衣い服ふくで覆おおい、部屋の暗がりの中に同化しているかのように感じられる。

　黒いコートに黒い靴くつ、喪も服ふくのような漆しつ黒こくのスーツを上下に纏まとう金きん髪ぱつの男。

　ハンティング帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっており、鼻よりも上の顔は影に隠かくれてよく見えない。

　男は窓から漏もれる日ひ差ざしから隠れるように、影の中に全身を置いたまま言葉を続けた。

「裏で色々とコネクションを広げていたようだ。警察の幹かん部ぶや代だい議ぎ士しにも子こ飼がいの人間が居たらしいが」

「恥はずべき事に、事実だ」

　ベリアムは、僅わずかに忌いま々いましげな感情を声に籠こめる。

「私が『不ふ死し者しや』どもの存在に気付いたのは、そのセラードという男と、捜そう査さ局きよくにいる別の不死者との確かく執しつに関わるハメになったからだ。最も、そちらに目を向けている間に、ヒューイ・ラフォレットが更さらに深い根をこの国に広げていたのだがな」

「ヒッヒ、まあ、俺おれら『幽霊レムレース』も、他の組織がどこにどんだけあんのか把は握あくしちゃいませんでしたからねぇ」

　スパイクが、ベリアムの言葉に対してねっとりと笑う。

「グースの野や郎ろうだって、どこまで把握してたか怪あやしいもんです。まあ、ヒューイにとっちゃ、俺らなんて木こっ端ぱの一つに過ぎなかったんじゃないっすか？」

「……実の娘むすめを、そんな捨すて駒ごま的てきな組織に置いたというのかね？」

「ヒューイにとっちゃ、自分の娘も、俺らも、その辺へん歩いてる酔よっ払ぱらいも全部一いつ緒しよだったんじゃねえっすかねえ。あの野郎にとっちゃ、俺らは単なる実験台だいだ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮かべるスパイクに、ベリアムは言った。

「奴やつは、この世界を己おのれの実験室しつと勘かん違ちがいをしている。生きとし生けるものを……いや、死者やこれから生まれる者すら自分の実験台と考えているのだろう。自分自じ身しんを含めてな」

　そして、上じよう院いん議ぎ員いんは顔から完全に感情を消し去り、淡たん々たんとした調子で呟つぶやいた。

「許されざる罪だ。断だん罪ざいしなければならない」

「……」

「……」

　スパイクも黒くろ尽ずくめの男も、ベリアムの声に答えない。

　言葉の裏側に、有う無むを言わせぬ圧力を感じ取ったからだ。

「この国は、決して不死者などという化ばけ物もの達の物ではない。人間が、人間の為ために築き上げた法に基づく国家だ」

　コツリ、と、ベリアムは書しよ斎さい机づくえを一度だけ人ひと差さし指ゆびで叩たたき、言い放つ。

「闇やみに紛まぎれ、人と同じように暮らすのならば、存在する事は認めよう。だが、決して人間が奴やつらに弄もてあそばれる事などあってはならない」

「……」

　無む言ごんを貫つらぬく黒くろ尽ずくめとは対たい照しよう的に、スパイクはヘラリと笑って口を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、ベリアムの旦だん那なには、化ばけ物ものどもを排はい除じよする力がある。ヒューイの野や郎ろうの思し想そうだの不ふ老ろう不ふ死しだのの話より、とにかく金で報ほう酬しゆう支払ってくれるっつーのが解わかりやすくていいっすわ」

「調子のいい男だ。だが、仕事をするならそれに見合った報酬は約束しよう」

「そいつぁどうも」

「実際に仕事をしているのは、君ではなく君の助手だがな」

　ベリアムの言葉に、スパイクは慌あわてて口を挟はさんだ。

「待った待った、だからって、俺おれをお役やく御ご免めんにしてあのガキだけ今後も使うってのは勘かん弁べんして下さいよ？　言っちゃなんだが、俺の指し示じがなきゃ、あの小こ娘むすめは何もできやしねえんすから」

　すると、それまで黙だまっていた黒尽くめの男が、スパイクに向かって口を開く。

「……まだ、成人もしていない年とし頃ごろの娘だろう。よくもまあ、自分の代わりに引き金に指をかけさせる気になるものだ」

「おっと、元フェリックスの旦那ぁ、俺に罪ざい悪あく感かんを求めてんなら、そいつぁ筋すじ違ちがいだぜ？」

　元フェリックスと呼んだ男に対し、スパイクは口元をニイ、と歪ゆがめて答えた。

「あのソーニャって小娘をああいう風にしたのは、俺じゃあねえ。一いつ緒しよにくっついてきた女二人でもねえ。聞いた話じゃ、あいつの両親がぶっちぎりに頭のネジが飛んでたって話さ」

「……」

「あの小娘は、銃じゆうの申もうし子ごとか天てん才さいとか、そういう話じゃねえ。銃そのものだ。親父おやじとお袋ふくろが銃を盲もう信しんするあまり、銃そのものになっちまったようなもんなのさ。狙そ撃げき手しゆの俺すらドン引きする話だよ、全く」

　ケラケラと軽い笑いを吐はき出した後、口くち許もとを粘ねばついた笑えみに歪め、言った。

「だったら、誰だれかが引き金を引いてやらなきゃ駄だ目めだろ？　なぁ？」

「……」

　やはり沈ちん黙もくで答える黒尽くめの男。

　そんな二人のやり取りを見て、ベリアムが口を開く。

「なんでも構わんさ」




「目的を達たつ成せいするにあたって誰が何をしようと、結果が全てだ。しくじった所で私に君らを断だん罪ざいする権けん利りはないが、報酬を渡さない権利はある、という事は忘れないでもらいたいものだ」
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「カカッ、結果が全て、だとよ。俺おれらの御ご主人様さまは言う事がシンプルでいいねぇ」

「……」

　部屋から廊下に出た後、スパイクが歩きながら黒くろ尽ずくめの男に言った。

　黒尽くめの男は、隣となりを歩みながらもやはり沈ちん黙もくしている為ため、傍はた目めにはスパイクが独ひとり言ごとを話しているようにも見える。

「まあ、実際、雇やとわれの身だからな。結果を出さない事にゃしゃあねえよなぁ」

「……」

「さてさて、例のカジノ開きの当日、俺は誰だれを撃うつ事になるのかねぇ」

「お前が撃つわけではないだろう」

　そこでようやく口を開き、黒尽くめの男はスパイクを窘たしなめる言葉を吐はき出す。

「おっとっと、またその話かよ？　だから、あのガキは銃じゆうみたいなもんさ。何も見えなくなっちまった俺の代わりに、ターゲットを撃ってくれるってだけの事だからな」

「狙そ撃げきの天てん才さい、というわけか」

「天才？　いやぁ、そいつはちょいと違うな。良く似てるが、違う」

「ほう」

　スパイクの語る『助手』の能力に興きよう味みを持ったのか、黒尽くめの男はまともな相あい槌づちを打った。

「道具をずっと使ってるとよ、それが自分の身体からだの一部みたいに感じるっつー事があるらしい。東とう洋よう人じんがメシを喰う時に使う棒ぼうキレ二本みたいによ。俺も、愛銃マイガンを構えてる時はそれが自分の腕の一部みたいな気がしたもんだ」

「……」

「だけどな、あのガキはそこから更さらに進んでる。腕の一部どころじゃねえ。身体の半分を銃に預けてるような……いや、もう銃とあいつ、どっちが本ほん体たいかあやふやになるぐらい、あいつは銃を自分のものにしちまってるのさ。だが、それは経験の積み重ねだ。才さい能のうや技術とはまた別の話になるってわけだ」

　銃に関する事だからか、スパイクの言葉には普ふ段だんと比べて若じやつ干かん熱が籠こもっている。

「ま、あいつはそういう意味でも『銃』そのものなのさ。だからよ、旦だん那なも気にする必要はねえよ。いちいち銃に同どう情じようなんかしちゃ身が持たねえぜ？」

「そのソーニャという娘むすめは、それで納なつ得とくしているのか？」

「ん？　ああ、あのガキは何も考えちゃいねえよ。思いつめてヒューイしか見えなくなってるシャーネとは逆のタイプの『道具』さ。のほほんとして、世界って奴やつを微み塵じんも疑ってねぇ。俺みたいな胡う散さん臭くさい奴も含めてなぁ」

　純じゆん粋すいな少女の事を思い出し、なんとも滑こつ稽けいだと思ったスパイクは鼻から笑いの息を漏もらし続けた。

　だが、その笑いを不ふ意いに止め、横でつまらなそうな表情をしている黒くろ尽ずくめの男に言う。

「そういや、あのガキの幼おさな馴な染じみとやらが、俺おれの知ってる奴やつと同じ名前みたいでよ」

「……？」

「いやな、あのガキ、笑いながら言うんだよ。『私はいいこととか悪いこととか良く解わからないけど、大だい丈じよう夫ぶだよ？　だって、もし私が間違った事をしたら、ヒーローになったネイダーが私を止めに来てくれるもん』……だとよ！　いや、それがおかしくておかしくてよぉ！」

「何がそんなにおかしい？」

　首を傾かしげる黒尽くめの男に、スパイクは今日きようの中で一番楽たのしそうな笑えみを口くち許もとに貼はり付けながら答えた。

「いやな、俺の知ってるネイダーって名前の野や郎ろうは、ヒーローとは正せい反対の小こ悪あく党とうでよ、シャーネに右手をぶった切られて、俺にトドメを刺されたようなアホだからよぉ！　もしもそのガキの言ってるネイダーが、俺の知ってるネイダーと同どう一いつ人物だったとしたら、あのガキがどんな声で泣くのか聞いてみたくってよぉ！」

「……」

「まあ、んなこたぁありえねえだろうがな！　どっちにしろ、あのガキの幼馴染みのネイダーとやらも、きっとろくな奴じゃねえって話よ！　英えい雄ゆうなんざ現実にいるわきゃねえんだしよ！」




「……」

　心しん底そこ呆あきれたような目をしてスパイクを見るが、黒尽くめの男は何も言わなかった。

　彼は、知っていたからだ。

　このスパイクという男もゲスだが、過去に殺し屋として手を汚よごし、現在も似たような仕事を続ける自分も同どう類るいだという事を。

　そして、自分の今の雇やとい主ぬしもまた、決して聖せい人じんでは無いという事も理解していた。

　マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議ぎ員いん。

　彼の言葉に噓うそはないだろう。

　心の底から、アメリカという国を『浄じよう化か』しようとしている事に間違いはない。

　ただ、その方法に手段を選ぶつもりもないという事を知っている。

　彼は、社会から異い物ぶつを浄化する為ためならば、その過か程ていで市民を犠ぎ牲せいにする事を厭いとわないだろう。

　もちろん最さい低てい限げんにはするだろうが、その『最小の犠牲』を切り捨てる事に躊躇ためらいを覚える事はない。

　ヒューイ・ラフォレットがこの世の全てを実験体たいだと思っているのならば、マンフレッド・ベリアムは、この世の全てを『社会を動かす為の生いけ贄にえの羊ひつじ』だとでも思っているのだろう。

　何よりも、彼かれ自身が、自分の人生を社会システムの生いけ贄にえで良いと割り切っている。

　だからこそ、彼は躊躇ためらいなく手を汚よごす事ができ、躊躇いなく自分や自分の家族をも犠ぎ牲せいにする事ができるのだろう。

　それはある意味清せい廉れんな生き方なのかもしれない。

　かつて『フェリックス・ウォーケン』と名乗っていた黒くろ尽ずくめの男はそんな事を考えたが、やはり、ベリアムは聖せい人じんではないという気がしてならなかった。

　少なくとも、彼の行動が宗しゆう教きよう的てきな道どう徳とく心しんからくるものではないと知っていたからだ。

　そんな彼の言うままに動く自分も、永遠に聖人にはなれないだろうと理解し──彼は改めて、目の前に置かれた仕事だけを粛しゆく々しゆくとこなし続けようと決意する。

　そこから先の未来など、考えるだけ無む駄だだと知っていたからだ。
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ベリアム邸てい近きん郊こう　射しや撃げき場じよう




　轟ごう音おんと共に、鈍い衝しよう撃げきが周囲の空気を震わせる。

　落らく雷らいのような音をベリアムの私有地に作られた射撃場に響ひびかせたのは、まだ幼さの残る少女に握られた、一いつ丁ちようの大型ライフルだった。

　伏せ撃うちの状態から放たれた弾だん丸がんは、射撃場の中で最も奥にある的まとの中心に穴を穿うがつ。

　耳を塞ふさぎながらその様よう子すを見ていた二人の女が、まだ鼓こ膜まくをキンキンと鳴らしたまま、銃じゆうを持つ少女に語りかけた。

「ソーニャ、ソーニャ！　聞こえてる？」

　眼鏡めがねをかけた二は十た歳ち前後と思おぼしき女の言葉を聞き、横にいた同どう年代の娘むすめが窘たしなめる。

「耳みみ栓せんしてるから無む駄だよ」

「そんなの解わからないじゃない！　私の声が銃じゆう声せいより大きかったらどうするのよ！」

「殴なぐって黙だまらせるわ」

「酷ひどい!?」

　そんな喧けん噪そうの中、当の銃を持った少女は、最初は二人の声に気付いていなかったのだが──二人の気け配はいを察したのか、ゆっくりと立ち上がりつつ耳栓を取った。

「あれえ、ラナ、パメラ、どうしたの？　もう御ご飯はんの時間？」

　頭に被かぶったぶかぶかのヘルメットを直しながら口を開く少女は、手にした武ぶ器きとは裏うら腹はらに、実にのんびりとした空気を身に纏まとっている。

　彼女の名は、ソーニャ・ベイク。

　両親の死を切っ掛けとして、遺い産さんを荷に馬ば車しやで運びながら旅をしていた少女だ。

　まだ幼さの残る少女が荒こう野やで一人旅たびなど、危険極きわまりない行為ではあったのだが、その遺い産さんと彼女自じ身しんの特とく異い性せいが上う手まい具合に働き、怪け我がを負う事もなくアメリカ大たい陸りくを彷徨さまよい続けていたのである。

　そんな時、彼女は同じように旅をしていた二人の女性と出会う。

　ラナとパメラ。

　短たん絡らく的な性格をしたラナと、何事も慎しん重ちように取り組むパメラ。

　正せい反対の二人に巻き込まれる形となって、ソーニャは新しい人生を歩む結果となった。

　家族の遺産──

　古こ今こん東とう西ざいから集められた、百ひやく丁ちようを超える大量の銃じゆう器きと共に。




「しかしねぇソーニャ、あんたも毎まい日にち毎日よく飽あきないわよね」

　ラナの言葉に、ソーニャは小首を傾かしげる。

「飽きるって、何が？」

「銃よ、銃。あんたと会ってから３年以上経たつけど、朝から晩まで毎日毎日ずーっと銃を触りっぱなしじゃない。その上、ヒマさえあればそうやって撃うってるんだから、いい加か減げん飽きてくるんじゃないの？」

「んー」

　仲間の指し摘てきに、ソーニャは暫しばし考え込んだ。

　そんな彼女をフォローすべく、パメラが口を挟はさむ。

「当たり前でしょ？　こういう銃ってのは、一日触らないと腕が落ちるって言うし。一日撃うたない事で落ちた腕を取り戻すのに３日は掛かるっていうわ」

「そ、そんなの知ってるわよ！　今のはパメラ、貴女あなたを試したのよ！」

　あからさまな強がりを見せるラナの横で、ソーニャが感心した声をあげた。

「へー、そうなんだぁ」

「……」

　フォローが全くフォローにならなかった事について、パメラは静かに目を逸そらし、ラナは少し考えた後、顔を真まっ赤かにしてパメラに喰ってかかる。

「違うじゃないのよ！　何を企たくらんでるの!?　私の何を試そうっていうのよ!?」

「あー、まあ、ごめん。色々試したけど、ラナは合格だったよ。おめでとうおめでとう」

　ラナの相手が面めん倒ど臭くさくなったのか、パメラは適当な事を言いつつ祝福の言葉を述べた。

「そうなの？　まあ、解わかればいいのよ、解れば」

　感情の全く籠こもらない声で『おめでとう』と言われただけで上じよう機き嫌げんとなるラナを前に、パメラは疲れたように溜ため息いきをつく。

　そんな二人のやり取りの横で、更さらに考え込んでいたソーニャが声を上げた。

「あー、そうそう、そうだよ。私が銃じゆうを撃うつのはね、お祈りだからだよ？」

「お祈り？」

「うん。お父とうさんもお母かあさんも言ってたの。銃は、かみさまなんだって」

「……随ずい分ぶん大だい胆たんな宗しゆう教きよう観かんね」

　目を細めるパメラに、ソーニャは笑顔で力強く頷うなずき、続ける。

「あのね、銃さえ撃てれば、人生は安心なんだって。悪い人に撃たれても撃ち返せるし、苦しい時は自殺だってできるんだよって、お父さんが言ってた。大だい事じなのは、足たし算ざんでも引き算でも歴史でも科学でも聖せい書しよでも法律でもなくって、銃なんだよって、お母さんもそう言ってた。銃だけを信じていれば、私の一生は幸せなんだよって！　毎日ずっと、そう教えてくれたよ！」

　無む邪じや気きな言葉で語られるソーニャの家族の『信しん条じよう』を聞き、寒さむ気けを覚えるパメラ。

　３年目になって初めて聞いた話だが、出会った時に聞いていたら、彼女と共に旅をしている事はなかったかもしれない。

　そう考える程ほどに不ぶ気き味みな言葉だったが、３年も付き合って来た今となっては、その程てい度どの事で彼女を拒きよ絶ぜつする理由にはならなかった。

「だから、銃を撃つ事は、銃かみさまへのお祈りなの！　だから、飽あきないのかなあ」

　どちらかと言うと、『食事や呼吸や睡すい眠みんを飽きる事はない』のと同じ感覚なのではないか。

　パメラはそう思ったが、ややこしくなるので口にするのはやめておいた。

　すると、ソーニャの話を聞いて逆に首を傾かしげていたラナが口を開く。

「えーと、つまり、銃は凄すごいって事よね！　解わかる、解るわ！」

　ウンウンと自分を納なつ得とくさせるように頷くラナを見て、パメラは彼女がソーニャの異い常じよう性せいすら理解していないと確かく信しんし、力無なく首を左右に振った。

「私もラナほど馬ば鹿かだったら良かった……」

「馬鹿って何よ!?　ば、馬鹿って言う方が馬鹿なんだからね！」

「喧けん嘩かはやめなよう」

　ソーニャはやんわりと二人の諍いさかいを止めた後、自分の身長ほどもある銃をヒョイと抱え上げながら微笑ほほえんだ。

「銃が御ご飯はんを作ってくれるわけじゃないけど、銃がかみさまだとしたら、自分の身体からだを使わせてくれてるって事だよね」

「？　ええ、そりゃそうだけど……」

「私が引き金を引くだけで、代わりに弾たまを撃ってくれるんだよ？　私がどんなに頑がん張ばっても、あんなに速く弾だん丸がんを投げたりできないのに」

「？」

　何が言いたいのか解らず戸と惑まどうパメラ達に、ソーニャは誇らしげに胸を張る。

「それって、凄いよね！　人には真ま似ねできないから、きっと奇き跡せきって奴やつだよ？」

　まるで、それが『銃じゆうが神である』事の証しよう明めいだと言わんばかりのソーニャに、パメラはなんと答えていいのか解わからず、黙だまり込んだ。

　代わりに、ラナが頷うなずきながら口を開く。

「確かに、一いち理りあるわね……」

「でしょー？」

「でも、銃が神だとして、毎日お祈りをしてるんなら、もうちょっと御ご利り益やくがあってもいいんじゃないかしら。私達の状況、あんまり恵まれてるようにも思えないし……」

「そうかなあ？」

　どこか不満げなラナに、ソーニャが再び首を傾かしげた。

「そうよ。あんたの『銃の先生』を拾ってから、ここでこうして仕事にありつけたのはいいけど、代わりに自由を失った籠かごの鳥って奴やつよ。ねえパメラ」

「どっちがマシかって言われても、the pot calls theどんぐりのkettle black背比べだと思うけど……」

　ラナの言葉に、パメラは改めて自分達たちの状況について考える。

　そもそも、自分達三人は、こんな上じよう院いん議ぎ員いんの私し有ゆう地ちの射しや撃げき場じようでのんびり語らうような身み分ぶんではない。

　何しろ、ほんの数年前までは、ケチな強ごう盗とう団だんに過ぎなかったのだから。




　強盗団『バニッシュバニー消え失せウサギ』。

　それが、数年前までの彼女達の生なり業わいだった。

　元もと々もと名前など無い三人組ぐみの強盗だったのだが、いつの間にかラナが勝かつ手てにそう名乗り始めていたのである。もっとも、他人に名乗ろうとする前にパメラが殴なぐってでも止めるので、その名が世せ間けんに知られているという事もないのだが。

　元はケチな置き引きなどをしていたラナだったが、一度性た質ちの悪い男達に捕つかまって殺されかけた際、パメラに助けられたのがきっかけで組むようになった。

　パメラはパメラで、地下カジノから金を盗ぬすんだりイカサマ行為を繰り返すという悪あく事じに手を染めており、ルッソ・ファミリーから賞金を懸かけられている状況だった。

　その後、二人で地下カジノや馬ば券けん場じよう相手のコソドロ行為を繰り返しながら地方を渡り歩き、その道どう中ちゆうで、両親の形かた見みだと言って大量の銃を持ち運ぶ奇き妙みような少女──ソーニャと出会う。

　様さま々ざまな事件を経て、彼女達は結果的に三人組の強盗団として活動を開始した。

　もっとも、強盗らしい強盗が成功する事もなく、生活費の殆ほとんどをパメラがカジノで行うイカサマに頼っていたような状況だ。

　そして、ソーニャの銃をいざという時の武ぶ力りよくとして行こう使しし、その隙すきに逃とう走そうする。

　ソーニャ本ほん人にんはラナ達が何をしているのかもよく理解していない様よう子すだったが、罪ざい悪あく感かんの無いまま簡単に銃を撃うつ事ができる彼女は、それだけで一つの脅きよう威いであるとも言えた。

　斯か様ように、小こ悪あく党とう丸まる出だしのやり口で旅を続けていた彼女達たちだったが──




　とある事件に巻き込まれた直後。

　その事件の現げん場ばから逃とう走そうする際、線せん路ろ沿ぞいに倒れている男を助けた事で、彼女達の運命が歪いびつにねじ曲がる。

　その男は全身に大おお怪け我がを負っており、特に頭部が酷ひどい状況だった。

　黒い高級スーツという身なりから、命を助ければ謝しや礼れい金きんがふんだくれるのではないかというラナの提てい案あんに乗り、パメラは男を近ちか場ばの医い者しやに連れ込んだのである。

　医者の話では、男は眼がん球きゆうの損そん傷しようが激しく、視し力りよくは完全に失われているだろうという。

　想そう像ぞう以上に重い状況に巻き込まれてしまったと思いつつも、乗りかかった船だと、彼女達はその男が意い識しきを取り戻す現場に立ち会った。

　男は自分の視力が無くなった事にある程てい度どショックを受けていたが、その混乱が落ち着いた後に、ラナ達に一つ提案を持ちかけた。

　──「よお、助けてくれたついでに、連れて行って欲しい場所があるんだけどよ」

　──「上う手まくいきゃ、たんまり金が手に入る筈はずなんだが……」

　そんな口くち車ぐるまに乗せられ、ラナが勝かつ手てに話を進めてしまう。

　パメラは止めたのだが、相手は怪我人にんという事もあり、とりあえずその場所にまでは連れて行く事にした。

　だが、道どう中ちゆうで予想外がいの出来事が起こる。

　いつも通り、日につ課かの銃じゆう撃うちを終えて戻って来たソーニャに、スパイクと名乗った件くだんの男が声をかけてきた。

　──「今の音、ビラール・ペロサかぁ？　随ずい分ぶん尖とがったもん使ってるな、嬢じようちゃん」

　ビラール・ペロサＭＯＤ１９１５。

　この時にソーニャが使用していたのは、確かにそうした名めい称しようの小型機き関かん銃じゆうであった。

　彼は音を聞いただけで、ソーニャがその日なんの銃を使用したかを当ててみせたのである。

　ラナやパメラは銃には疎うとく、ソーニャの持っている銃の名前を何一つ知らない状態だった。

　だからこそ、ソーニャは自分の大事な銃について語れる者が現れた事を喜んだ。銃について詳くわしく語り合える相手は、父親と母親以い来らい初めてだったので、当然と言えば当然だろう。

　それだけではない。

　ソーニャは銃を誰だれよりも撃ち慣れていたが、元々狙そ撃げき手しゆとして育てられたというわけではなかった。

　彼女の両親も銃を神として崇あがめていたが、だからといって、狙撃の技術が天てん才さい的だったというわけではなく、ソーニャに技術を教え込むのにも限界があったのである。

　スパイクという男は、まさにその欠けたピースを埋うめる存在だったのだ。

　目が見えないまま、音や狙そ撃げき結果を頼りに、ソーニャの癖くせなどを見み抜ぬき、的てき確かくな指し導どうを続けるスパイク。

　彼にとっても、最初は視し力りよくを失ったというショックを和やわらげる為ための遊びのような感覚だったのだろうが、次し第だいに彼女に自分の狙撃技術を仕込む事に本ほん気きになっていったようだ。

　やがて、彼を運んだ先、マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議ぎ員いんの住む町でいくつかの事件に巻き込まれ──

　気が付いたら、彼女達もこの町に留とどまる事となってしまっていた。




「まったく、ラナに押し切られた私が馬ば鹿かだったわ。何が『上院議員だから金の匂においがする』よ。３年この屋や敷しきの掃そう除じ婦ふとして働いたけど、金かね儲もうけのカの字も出てこないじゃない」

「フフ、甘いわね、パメラ。私がただ掃除だけして過ごしてたとでも思ってるの？」

「その仕事すらサボりがちだった気がするけど……」

　パメラのジト目を受け流しつつ、ラナは更さらに言葉を続ける。

「うるさいわね。ベリアムさんの奧さんとか娘むすめさんとかと仲良くなって色々と情報を引き出すのに忙いそがしかったのよ。とにかく、そんな私の努力が実って、凄すごい情報を手に入れたの」

「凄い情報って？」

「今度、ニューヨークの方に新しいホテルができるらしいわ」

「この不ふ景けい気きに？」

　ラナの持ち込んだ情報に、パメラは露ろ骨こつに疑いの目を向ける。

　この時じ世せいに新しいビルを建てる豪ごう気きな企き業ぎようなどあるのだろうか？

　そもそも、ラナが持ち込んだという時点で怪あやしい話なのだ。

　パメラは、半分ガセネタだろうと考えながら話を聞く事にした。

　すると、そんなパメラの心持ちに気付かぬまま、ラナが自信に満ちた表情で頷うなずいてみせる。

「そのホテルの地下に、大きなレストランができるらしいんだけど……それは仮の姿すがたって奴やつで、実はカジノらしいのよ！　それも、大手のマフィアが経営するね！」

「……はぁ？　そんな情報、奧さんとメリーさん、どっちから聞いたの？」

「出入りしてるベリアムさんの部ぶ下かが話してるのを立ち聞きしたの」

「さっきの前まえ振ふり関係なかったじゃない！」

　コメカミを引きつらせながら怒ど鳴なりつけるパメラの言葉を、ラナは鼻はな唄うた混まじりに聞き流した。

「前振りなんてどうでもいいじゃない。それより、そのカジノのオープンに合わせて、アメリカ東部の金持ちやマフィアを集めたイベントがあるらしいのよ！　そこを狙ねらって、パメラがイカサマで荒あら稼かせぎする！　そして私は売上金きんを盗ぬすんで逃げる！　一いつ石せき二に鳥ちようの完かん璧ぺきな計画よ」

「……」

　どこがどう完璧なのか何一つ理解できなかったが、パメラは敢あえて口に出さない。

　ラナが『完かん璧ぺき』の意味をそもそも理解していないようだという事を、パメラは良く知っていた。その事を一いち々いち突っ込んだ所で無む駄だだろうと、別の方面から彼女の考えを否定する事にした。

「……あのね、ラナ。ベリアムさんの部ぶ下かがそんな話をしてたって事は、その会合を取り締まる準備をしてるって事に決まってるでしょう？　そんな所にノコノコ顔を出したら、私達も纏まとめて警察の御ご用ようになって一巻の終わりよ？」

「えっ!?　そうなの!?」

「あのねぇ、ベリアムさんがマフィア嫌ぎらいで潔けつ癖ぺき症しようなのは良く知ってるでしょう？　万まんが一いち、そんな誘さそいが来たとしたら、自分から警察に指し示じして、集まったマフィア達を一いち網もう打だ尽じんにすると思わない？」

　正直な話、ラナの話が本当だとしても、３年前のようなカジノ荒らしに戻るつもりはない。

　焦こげ臭くさい所があるとは言え、ベリアム邸ていの使用人にんとして安定した職を得たパメラは、そう考えていた。

　寧むしろ、まだ一いつ攫かく千せん金きんを夢見ていたラナに呆あきれた程ほどである。

「まあ、そもそも、そんなホテルの地下を全部使つかった馬ば鹿かげた規き模ぼのカジノだの、マフィアが集まるイベントだの、その時点で眉まゆ唾つばものだけどね」

「うう……それは本当なんだってば！　ラーズランスとか呼ばれてる新しいホテルに、とんでもない量の札さつ束たばが集まるのよ!?　ここで私達がカジノ荒らしをしないで、誰だれがするのよ！」

「誰もしなきゃいいでしょ……」

　必ひつ死しに食い下がるラナに、溜ため息いきを交まじえながらこめかみを押さえるパメラだったが──

　ソーニャが口を挟はさんで来た事で、事じ態たいが急きゆう転てんする結果となった。

「ラーズランス？　知ってるよー？」

「えっ？」

「今度ね、そこでお仕事するかもしれないんだって。先生が言ってたよ？」

「……」

　ソーニャの言う『先生』とはスパイクの事である。

　狙そ撃げきの技術を教えてくれる為ため、ソーニャは先生と言って無む邪じや気きにスパイクを慕したっていたが、パメラはどうも彼の事が好きになれなかった。

　彼が真まっ当とうな職業ではないというのは解わかる。

　恐らく、何らかの組織の狙撃手しゆ、更さらに言うならば暗あん殺さつ者しやか何かだったのだろう。

　そんな人間と関わり続ける事も避さけたかったのだが、それを実感した時には既すでに深く関わりすぎていた。

　更に言うならば、彼やベリアムはソーニャを時々どこかに連れて行って『仕事』をさせている事も知っている。

　最初は何かいかがわしい事でもさせているのではないかと焦あせったが、どうやらそういった類たぐいの事ではないらしかった。

　だが、ソーニャから『今日きようはビルの上から銃じゆうを撃うたせて貰もらったよー』と爛らん漫まんな笑えみを向けられ、別の意味で危険な仕事をさせられているのだと気付く。

　ベリアムに問い詰めた事もあるが、『安心したまえ。国家の為ためになる仕事だ。それに、殺しのような真ま似ねはさせていない』と言われ、その威い圧あつ感かんを前にしてそれ以上何も問い詰める事ができなかった。

　だが、ベリアムのその冷たい目を見て、パメラは確かく信しんしている。

　今はまだ、殺しのような真似をさせていないだけなのだろうと。

　長い時間をかけて、ソーニャを殺人機き械かいに仕立て上げようとしているのではないだろうか。

　まだ幼おさなさを残す少女ならば、様さま々ざまな所に怪あやしまれず入り込める。

　直接目もく撃げきされなければ、まさか狙そ撃げきの犯人だと警察に疑われる事もないだろう。

　そんな便利な暗あん殺さつ者しやを作り上げる気なのではないかと不安になり、パメラはソーニャの事を何かと気に懸かけていたのだが、まさかラナの与よ太た話ばなしと彼女の『仕事』とやらが繫つながるとは想そう像ぞうしていなかった。

「そこで、どんな仕事をするの？」

「んー、まだ解わかんないんだって。りんきおうへんだって言ってたよー？」

　銃を撃つ事だけが生きがいである少女は、次の銃に弾たまを籠こめる作業をしながら答える。

「いつ、何を撃つかは、その日に先生が指し示じしてくれるんだって」

「……」

　まさか、こんな少女に当とう日じつ集まる資し産さん家かやマフィアの頭を狙撃させる筈はずはないだろう。

　そんな事をするぐらいなら、ベリアム程ほどの資産があれば普通の狙撃手しゆを雇やとえばいいだけの話ではないか。

　パメラはそう考えるが、完全には否定できない。

　その『まさか』の事じ態たいが起こりうるというのは、これまでの人生で何度も実感してきた。

　つい３年前も、とある大おお物ものマフィアの孫まごを誘ゆう拐かいしてしまうという事じ態たいに陥おちいり、更さらにはテロリストや巨きよ大だい熊ぐまにまで遭そう遇ぐうするという異常事態を経験したばかりである。

　もしかしたら、この世界に、ありえない事などないのかもしれない。

　ただし、悪い方向に限り。

　そんな錯さつ覚かくを抱く程に、パメラの心を『嫌いやな予よ感かん』が支配した。

　弾を込め終え、再び射しや撃げき位置に銃を運ぶソーニャの背に、パメラは慌あわてて声を掛ける。

「その仕事、断れないの？」

「えー、どうして？」

「……もし、もしもだよ？　人を撃て、って言われたら、撃てるの？」

「撃てるよー？　それができなかったら、銃じゃないもん」

　あまりにもあっさりと答えた少女に、パメラは首を振りながら言った。

「違う、そうじゃなくて……銃じゆうじゃなくて……ソーニャ、貴女あなたはどうなの？　人を殺せって言われて、なんとも思わないの？」

　すると、背後からラナが余よ計けいな口を出してくる。

「何言ってるのよ、パメラ。私達もマフィアから逃げる時に、散さん々ざんソーニャの銃に助けられたじゃない」

「……っ！　そうだけど！　ああいうのは正当防ぼう衛えいっていうか……」

　そもそも、ソーニャに銃を撃うたせたのはあくまで逃とう亡ぼうの際の威い嚇かく射しや撃げきとしてであり、ソーニャの弾だん丸がんが明確に誰だれかを射しや殺さつした事はない筈はずだ。

　パメラはそう確かく信しんしていたが、もしかしたら自分の知らない所で、一人か二人撃ち殺してるのではないだろうか？

　なまじソーニャの事を知ってるだけに、『そんな筈はない、ソーニャは人殺しなんかできる子じゃない』とは言い切れない。

　だからこそ、ソーニャが迷いながら、

「んー。人が死んじゃうのはちょっと嫌いやかなぁ。お父とうさんとお母かあさんが死んだ時、やっぱりすっごく嫌だったし」

　と答えた時、パメラは『……ちょっとなんだ』と思いつつも、取りあえず安あん堵どした。

　しかし、それで問題が解決したわけではない。

「でも、無む理り矢や理り撃うてって言われるかもしれないのよ？」

「そうなの？」

「ええ、最悪、罪を全部なすりつけられるかも……」

　──いえ、本当に最悪なのは、そのまま口封じに消される事ね。

　──……ベリアムが何を考えてるのかはイマイチ解わからないけど……スパイクなら、やりかねない。

　この屋や敷しきからラナとソーニャを連れて逃げる事も考えるべきだろうか。

　そんなプランも考え始めるパメラ。

　だが、悩む彼女を余よ所そに、ヘルメットを被かぶった少女は、耳みみ栓せんをし直して銃じゆうを構える。

　次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが周囲を包み込んだ。

「……っ！」

「～～～っ！」

　パメラとラナは、耳を塞ふさぐのが遅れた為ために耳が残ざん響きように支配される。

　そのまま耳を押さえて黙だまり込んだ二人だが、彼女達たちの聴ちよう力りよくが回復しかけた頃ころ、小さくソーニャの声が聞こえてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよー」

　射しや撃げきの的まとに目を向けたまま、ソーニャは純じゆん粋すいな笑えみを浮かべ、独ひとり言ごとのような呟つぶやきを漏もらす。

「その時は、きっとネイダーが助けに来てくれるもん」




　幼おさな馴な染じみが助けに来てくれる。

　それは、一いつ見けんすると荒こう唐とう無む稽けいな逃とう避ひの言葉にも聞こえる。

　希望を言い訳わけとして、選択から目を背そむけている、初めてそれを聞いた者ならば、そう感じるかもしれない。

　だが、少なくともパメラ達は、その言葉をもう何度も聞いている。

　マフィアに追われた時も、警察に追われた時も、ソーニャはいつもそう言って笑っていた。

　当然ながら、そのネイダーとやらが助けに来た事は一度もない。

　大たい抵ていは、ソーニャが銃の力で自分でなんとかしてしまっていた。

　それでも彼女は、自分と銃が持つ力よりも、その幼馴染みの事を信じ続けている。

　ネイダーという男は、なんと罪つみ作つくりなのだろう。

　パメラは会った事も無いソーニャの幼馴染みに複雑な感情を覚えつつ、自分もまた、ある種の覚かく悟ごを決める事にした。

「……逃げるにしろ、関わるにしろ、もっと情報が必要みたいね」

「どういう事？」

　尋たずねるラナに、パメラは半分諦あきらめたように微笑ほほえんだ。

「３年も燻くすぶった事だし、そろそろ、『バニッシュバニー消え失せウサギ』の復ふつ活かつかな、って言ってるのよ」

　しかし、ラナは眉まゆを顰ひそめて、不ふ思し議ぎそうに問いかける。

「……バニッシュバニーって、なに？」

「あんたがつけた強盗団私達の名前でしょうが！」

「そ、そうだっけ!?　い、今のは貴女あなたを試したたたたたたごぼぼ」

　殺さつ意いの籠こもった目つきでラナの首をガシリと摑つかむパメラと、涙なみだ目めのまま強がろうとするラナ。

　そんな彼女達たちを見て、ソーニャが困った顔でいつも通りの言葉を口にする。

「喧けん嘩かはやめなよう」




　こうして、彼女達もまた、大きな運うん命めいの渦うずに身を投じていった。

　聖せい人じんや英えい雄ゆうなどといったものとは縁えんの無い、欲望と悪あく意いの渦うず巻まく鉄てつ火か場ばの中へと、ギャンブルのような『奪うばい合い』に加わる為ために。

　高いとも安いとも判はん断だんできない、自分達の人生をチップとして。













十六章　英雄は現れない







　ネイダー・シャズクールという男がいた。

　彼はもともと詐さ欺ぎを生なり業わいとする男であり、どうしようもない小こ悪あく党とうでもある。

　あらゆる組織に入り込み、その居い場所を踏ふみ台にして、より大きな組織に潜もぐり込む。

　かつての仲間達を生いけ贄にえに捧ささげ、ほんの僅わずかに力を蓄たくわえ続けるという、傍はた目めに見れば、いつ、誰だれに殺されてもおかしくないような男だった。

　そんな彼にも、当然ながら子こ供ども時代は存在する。

　果たして、彼を悪党にするような歪ゆがんだ過去があったのかと問われれば、その答えは否いなだ。

　子供の頃ころはどこにでもいるような普通の少年であり、親に虐ぎやく待たいされたりといったトラウマを抱える事もないまま、成長と共に自然と悪党になっていた。それがネイダーという男だ。

　彼がまだ悪あく事じを覚える前。

　決して純じゆん粋すいとは言えないが、それほどヒネていなかった子供の頃、彼は一度だけ『夢』を他人に語った事がある。




　英えい雄ゆうになる。

　それは、実に子供らしく、単純な夢だった。

　幼おさな馴な染じみである年下の少女を前にして放たれた、少年の夢。

「ヒーローになる」と宣せん言げんしたのは、ほんの些さ細さいな事が切っ掛けだった。

　隣りん家かに住む少女が珍めずらしく落ち込んでいたのを見た少年が、彼女を元気づけようとして口から出で任まかせを言う。

　ただ、それだけの事だった。

　しかし、少女があまりにも大おお仰ぎように喜び、『ネイダーならきっとできる』と満まん面めんの笑えみで言うものだから、少年はいよいよ後に引けなくなり──

　熱く語るうちに、いつしか出任せは本当の夢になった。

　英雄になり、幼馴染みの少女の笑顔を護まもる。

　単純にして、純じゆん粋すいな夢だ。

　それ故ゆえに、成長した少年は、やがてその夢を忘れてしまう。

　ただ、ネイダーがひたすらに『力』を求め続けていたのは、その夢の名残なごりなのかもしれない。

　力が無ければ、英雄にはなれない。

　子供の頃ころから、ネイダーはそう理解し続けていたからだ。




　そして現在──

　彼に英雄と呼ばれるだけの力はない。

　弱さを覆くつがえす勇気も無ければ、人ひと並なみの優しさもない。

　ただの敗はい者しやと化した今。

　悪あく党とうとしても力を得る事ができないと悟さとってしまった今になって、ネイダーの心にその時に語った夢が蘇よみがえる。

　現実からも過去からも縛しばられ続けた男は、未いまだ知らずにいた。

　自分がその幼馴染みから、どれほど頼りにされているかという事も。

　彼女もまた、自分と同じ運うん命めいの渦うずに巻き込まれつつあったという事も。




　更さらには、自分の過去の過ちが──理り不ふ尽じんな殺さつ意いとして、自分に向かいつつあるという事も。





⇔






深夜　マンハッタン　某ぼう宿しゆく泊はく施し設せつ




「なんで、こんな事になっちまったんだ……」

　イブ・ジェノアードと『契けい約やく』を結んで戻って来たネイダーは、そのまま宿しゆく泊はく施し設せつの食堂に入るなり、手て近ぢかなテーブルに突っ伏した。

「お、どうした。その様よう子すだと、駄だ目めだったのか？」

　宿泊施設の世せ話わ人にんであるロイ・マードックが、ネイダーの姿すがたを見かけて声をかけてくる。

「いや……契約は結べたよ。俺おれもギャンブラーの一人として、例のカジノパーティーに参加する事になっちまった……」

「良かったじゃねえか」

「良くねえ！　糞くそ……普通、こんな俺なんかをあっさりと信用するか……？」

　様さま々ざまな事件に巻き込まれ、自分の命すらままならなくなっているネイダー。

　彼は、運命と闘たたかうべきか、それとも逃げ続けるべきか、それすら解わからずにいた。

　それでも、運命の渦うずは彼を大きな『何か』の中心へと引き寄せようとする。

　だからこそ、ネイダーは決めた。

　もう一つ何かの後あと押おしがあれば、ネイダーは『運命の流れ』というものを信じて、自分からそこに足を踏ふみ入れようと。

　ヒルトンを初めとする、ヒューイ・ラフォレットの一いつ派ぱに真まっ向こうから抗あらがおうと。

　──『もしも招しよう待たい状じようを持っている金持ちを騙だましてルノラータのカジノパーティーに潜もぐり込めたら、命を懸かける事になっても最後まで突っ走る』と。

　実際、そんな事はありえないだろう。

　ネイダーとしては寧むしろ、『逃げる理由』としてその条件を設定したつもりだった。

　第一、金持ちに接せつ触しよくする事すら不ふ可か能のうだろう。

　そんな折、偶ぐう然ぜんが重なって紹しよう介かいされた資し産さん家かが、イブ・ジェノアードだった。

　ただ親の遺い産さんを継いだだけの娘むすめなら、マフィアのパーティーになど参加する筈はずがないだろう。

　自分の足あ搔がきはここで終わるという、どこか希望にも似た確かく信しんを抱いていたネイダー。

　──「……解わかりました、条件があります」

　──「お金は要いりません。その代わり、私の兄にいさんを説得して連れ戻すのを手伝って欲しいんです」

　まさか、別のトラブルまで背負う事になるとは想そう像ぞうもしていなかったネイダーは、ますます泥どろ沼ぬまに嵌はまる結果となった。

「大体……なんで俺みたいな初しよ対たい面めんのチンピラを信用できるんだよ……」

　彼女の兄が自分を遥はるかに上回るゲスなチンピラだという事を知らないネイダーは、イブという女が分からずに混乱してしまう。

「そういう嬢じようちゃんなんだよ。いい子なんだけど、苦労しそうだよなあ」

　他ひ人と事ごとのように言うロイに文もん句くの一つも言いたくなったが、実じつ際さい他人事なのだという事を思い出し、ネイダーはそのままテーブルに顔を伏せ続けた。

「これで、俺おれはもう腹をくくるしかなくなった。腹どころか首を括くくるようなもんだけどな」

「ネガティブに考えるなよ。俺も昔命いのちがけで馬ば鹿かやった事があるが、奇き跡せき的てきに上う手まくいったよ。自分でも何したのかよく覚えちゃいないんだがな」

　ロイは、そう言いながら自分の手て首くびに視線を落とす。

　顔を僅わずかに上げたネイダーは、ロイの手首に大きな傷きず痕あとがあるのを見つけた。

　自殺の為ために手首を切ったとしか思えない傷痕であり、何が起こったのかは良く解わからないが、彼も過去に色々な事があったのだと理解する。

「……命がけ、か」

　自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべるネイダーは、卓たく上じように置いた両腕うでの上に再び顔を伏せた。

　右手の義ぎ手しゆ部分が当たり、ひんやりとした感かん触しよくが目の上あたりに伝わってくる。

「駄だ目めだよ、俺は駄目だ」

　そして、テーブルと顔の隙すき間まからすきま風のような声を吹き漏もらし始めた。

「ここまで事が上う手まく運んだら命を懸かけるって決めてたのによぉ、実際そうなって見ても、怖こわくて怖くてしかたねえんだ。糞くそ、なんなんだよ」

　自分への愚ぐ痴ちを零こぼし続けるネイダーに、ロイは頭を搔かきながら言葉をかける。

「まあ、その気持ちは、解らねえ事もねぇけどな。……俺は薬に逃げちまったが、そのままドツボに嵌はまっただけだったよ」

「薬なんかやらなくても、俺はもうドツボだよ、畜ちく生しよう。やっぱり、俺なんかが英えい雄ゆうになれる筈はずぁなかったんだ」

「英雄ねぇ」

　少し離れた場所の椅い子すに座り、ロイはネイダーに問いかけた。

「大体お前、一ひと口くちに英雄っつっても、色々いるだろうがよ。どんな奴やつになりたいとか、そういうイメージでもあったのか？」

「あぁ？」

「英雄だなんだっつっても色々いるからなぁ。泣き言ばっか口にして逃げ回ってる奴でも、最後に運良く結果だして、美お味いしいとこだけもってきゃ英雄になるんじゃねえの？　お前が最終的に何を目め指ざしてるのか知らねえと、こっちもアドバイスしようがねえよ」

「……なんで、他人のあんたがアドバイスなんざすんだよ」

　当然と言えば当然の疑問に、ロイが答える。

「一応、俺はここの世せ話わ人にんみたいなもんだしなぁ……。それに、医い者しや先生から、お前の事をよろしく頼むって言われてんだよ。だからよ、易やす々やすと死なれても寝ね覚ざめが悪いってわけだ」

「……どいつもこいつも、なんで俺なんかに構うんだよ……」

　顔を伏せたまま、自虐的な言葉を吐はき出し続けるネイダー。

「違う、違うんだよ……。俺おれは、そんな人に優しくされていいような奴やつじゃねえんだ……。お前だって、アパムの野や郎ろうから聞いて知ってるだろうがよ……。俺が、どんなゲス野郎かって事をよ……」

「……」

　これはもう、何を言ってもネガティブな事しか返ってこないのではないか。

　そう考えたロイは、そのまま暫しばらく黙だまっておこうかと思ったのだが──

「……一人、居たんだ」

　と、少しだけ調子を変え、ネイダーが呟つぶやいた。

「えっ？」

　思わず聞き返すが、ネイダーは顔を伏せたままで、その表情は解わからない。

「英えい雄ゆうも英雄って感じの野郎がよ。歴れき戦せんの兵へい士しとかじゃねえ。ただ、たまたま通りすがりに会っただけの、彼女連づれのスカした野郎だ」

「何の話だ？」

「大した話じゃねえさ。俺がトラブルに巻き込まれて、ルッソ・ファミリーの連れん中ちゆうに追われてた時によ……。そいつは、通りすがりの俺なんかを助けてくれたんだよ」

　ネイダーは、消え入りそうな声で、半分独ひとり言ごとのよう話を続けた。

「なんの関係もないのに、銃じゆう撃げき戦せんに割り込んで来やがって、俺なんかを命がけで助けやがってよ。本当に、なんの見返りも求めて来やがらねぇ」

「……そりゃ確かに、このご時じ世せいに奇き特とくな奴だな」

「正直、会ったばかりの奴に憧あこがれちまったよ。泣いちまってたかもしれねぇ」

　過去を思い出し、小さく笑う。

　そして、すぐにその笑いを消して自分自じ身しんを蔑さげすみ始めた。

「ああ、あの時、俺は確かに感動したんだ。ヒーローだのなんだのは、御お伽とぎ噺ばなしなんかじゃねえ。そこらへんの通りすがりの兄あんちゃんでも、やろうと思えばなれるもんなんだってな」

　突つっ伏ぷしたまま左手を強く握り締しめ、ネイダーは軽くテーブルを叩たたく。

「それなのに！　俺は！　何にもなれねえ！」

「おいおい、落ち着けよ」

「なんで……なんで俺って奴ぁこうなんだよ！　どうして俺は、あんな風ふうになれねえんだよ！　畜ちく生しよう！」

「んー……まあなあ。凄すごいよなぁ、そういう連れん中ちゆうってのは」

　嗚お咽えつにも似たか細い叫びを繰くり返すネイダーに、ロイは困ったように天てん井じようを仰あおぎ見た後、敢あえて気休めを混ぜずに自分の言葉を口にした。

「まあ、そうそう簡単になれるもんじゃねえよ。ヒーローなんてもんはよ。勇気だなんだ言って早はや死じにしたらタダの馬ば鹿かだしな。意い外がいと、運良く生き残った馬鹿だけが英雄なんて呼ばれてるもんなのかもなぁ」

「……」

　そして、ネイダーの想いを根こん本ぽんから否定する。

「つーかさ、なる必要なんかあるか？　英えい雄ゆうって奴やつによ」

「……なんだと？」

「お前は、世せ間けんに褒ほめられたくて、英雄って奴になりたいのか？」

「馬ば鹿かにしてんのか？」

　僅わずかに顔を上げ、ネイダーは染そめた髪かみの毛の隙すき間まからロイを睨にらみつけた。

　だが、ロイは真ま面じ目めな顔をしたまま、自分でも考えこみながら話し続ける。

「違うだろ？　なんつーか、大だい事じなのは、英雄になることそのものじゃなくってよ、誰にとっての英雄になるかなんじゃねえかな」

「……」

「護まもってやりたい相手がいないってんなら、自分の為ためにみっともなく生き足あ搔がいたっていいと思うぜ？　いつか、そんな相手ができてからかっこつけりゃいいじゃねえか」

　言いながら、ロイは自じ虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべた。

「まあ、大事な女がすぐ傍そばにいたのに、いつまで経たってもかっこつけられなかった俺おれが言えた台詞せりふじゃねえけどな」

　その言葉を聞いて、ネイダーは暫しばらく沈ちん黙もくする。

　下へ手たに「やればできる」と慰なぐさめられるよりは、今のネイダーにとっては遥はるかにありがたく感じる言葉であり、だからこそ、彼の心に罪ざい悪あく感かんを抱かせた。

　自分は、そんな事すらできないのだと。

「……ありがとよ。あんたの気持ちはありがたく受け取っとくぜ」

　落ち着きを取り戻したネイダーは、それでも気が晴れたわけではなく、やはり暗い顔のままで独ひとりごちる。

「だが、生き足搔くのも、デイヴィッド・クロケットみたいな英雄じゃなきゃ無む理りだろうよ」

　アラモ砦とりでで有名な英雄の名を上げたネイダーに、ロイは余よ計けいな一ひと言ことを付け加えた。

「まあ、クロケットも最後は普通に玉ぎよく砕さいしたけどな」

「……」

「おっと、悪ぃ悪ぃ。だけどな、アラモ砦ぐらい酷ひどい状況ってわけじゃねえだろ？　流石さすがに千五百人のメキシコ兵に囲まれてるようにゃ見えないぜ」

　かつて、メキシコ領りようだったテキサスの地で起こった独立を求める革かく命めい戦争の際、激げき戦せんの地として有名だったアラモ砦。

　三百名足たらずのアラモ守しゆ備び隊たいが、千五百人を超すメキシコ側の兵へい士し達たちによって殲せん滅めつされたという、歴史に残る苛か酷こくな戦せん場じようだ。

　守しゆ備び隊たいは最後の抵てい抗こうで自じ軍ぐんの総そう数すうを超える凄すさまじい損害を相手に与え、後に数多くの小説や映画の題だい材ざいとなる戦いである。

　結果として、守備隊は文字通り皆みな殺ごろしとなった。

　流石さすがにそれに比べれば、ネイダーの生き残る目は大きいのだろう。

　それは、ネイダー自身も解わかっていた。

　しかし、だからといって自分が生き残れるビジョンが思い浮かばない。

「……どんな気分だったんだろうな。数千人の兵へい隊たいに囲まれるのってよ」

「意い外がいと勝つ気満まん々まんだったんじゃねえかなぁ。わかんねぇけど」

　肩を竦すくめながら言うロイは、更さらに続けた。

「本当に御お伽とぎ噺ばなしみてえな英えい雄ゆうなら、そんな状況で本当に勝っちまうんだろうけどよ。俺おれやあんたに、そんな力はない。そこは受け入れるしかねえさ」

「本当の事とは言え、他人から言われるとぐさっとくるな」

「俺も含めてるんだからそこは勘かん弁べんしろよ。まあ、力が無いなら無いなりに、なんとか折り合いを付けて生きてくしかねえのさ。あんたみたいにテロリストに命を狙ねらわれてなくても、飢うえ死じにや凍とう死しする奴が出るご時じ世せいなんだしよ」

　ロイは笑いながら、ネイダーに事実をつきつける。

「英雄ってのがいるんだったら、先にそういう連れん中ちゆうを助けてる筈はずさ」

　自分自じ身しんはとっくに理解している、残ざん酷こくな事実を。

「少なくとも、俺達なんかを救ってるヒマなんざないだろうよ」

「……」

「せいぜい、生き足あ搔がこうぜ。俺らに何ができるかは、とりあえずその先の話だ」




　そして、全ては収しゆう束そくを始める。

　万ばん人にんを救う英雄など、現れるヒマもないままに。













十七章　貴き族ぞくの栄えい華がは終わらない







　ドルメンテル家は、確かに凋ちよう落らくした。

　ただし、それは全ぜん盛せい期きに比べて、という意味だ。




　１７００年前ぜん後ごに最も栄えたと言われる欧おう州しゆうの有力貴族、ドルメンテル家。

　スペインやイタリア半はん島とうに強い権けん力りよくを持ち、メディチ家には及ばぬものの、かなりの栄華を誇ほこっていた貴族だ。

　貴族の時代が終わった現在でも、彼らは上う手まく産業の波に乗り、新しい形で経済を回す事で一いち族ぞくの力を失う事を免まぬかれたのである。

　しかし、決して世界を牛ぎゆう耳じろうとする欲望などは表おもてに見せず、ひっそりと、しかし確実に世せ界かい経済の中にその腕を伸ばし続けた。

　あらゆる事じ象しようを搦からめ捕とり、自分の元に引きずり込もうとしているかのように。




　そして現在──

『ドルメンテル』の家か名めいを持つ男が一人、アメリカという場所で、強く長い権けん力りよくの腕を伸ばそうとしていた。

　決してドルメンテル家の為ためなどではなく、ただ、自分のささやかな欲望と復ふく讐しゆうの為に。
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東ひがし海岸某ぼう所しよ




　港から程ほど近いビルの一室。

　捜そう査さ局きよくの拠きよ点てんの一つとなっているその部屋の中には、とある男の苛いら立だちが充じゆう満まんしていた。

「くそ！　くそ！　畜ちく生しよう！　何がどうなってやがる！」

　こめかみを引きつらせながら、ヴィクター・タルボットが怒ど号ごうを飛ばす。

「なんでここで、ドルメンテルの連れん中ちゆうが絡からんでくる!?」

　ヴィクターはそう叫びながら、昼間見みた光こう景けいを思い出した。

　複数の水すい上じよう機きによるマンハッタン襲しゆう撃げき事件を追っていたヴィクターは、怪あやしい船せん舶ぱくとしてあげられた船にドルメンテル家の家か紋もんが掲かかげられているのを目にしたのである。

　ドルメンテル家は、不ふ死し者しやになる前、ヴィクターを専せん属ぞくの錬れん金きん術じゆつ師しとして雇やとっていた貴き族ぞくだ。

　ヴィクターが『不死の酒』を飲むきっかけとなった、１７１１年のとある騒そう動どう。

　ロットヴァレンティーノという地ち方ほう都市全ぜん域いきを巻き込んだ騒さわぎの裏には、ドルメンテル家が大きく関わっていた。

　ある意味では、ドルメンテル家は『不死者』に関する一いち連れんの事件の源げん流りゆうの一つであると言っても差さし支つかえ無いだろう。

　そんなドルメンテル家の所しよ有ゆうする船が、当時と同じ砂すな時計をモチーフとした家紋を付けたままＮＹに現れた。

　これはヴィクターにとって全く想そう定ていの範はん囲い外であり、これまでの推すい測そくを全て覆くつがえしかねない程ほどに重要な事実でもある。

「下へ手たすりゃ、これまで捜査局俺らが並べてきた推測は全部無む意い味みになるぞ……。あいつらが絡んでるとなると、話はこの国の中だけじゃ済まなくなる」

　怒ど鳴なり声から呻うめくような調子に変わったところで、別の男の声が部屋の中に響ひびいた。

「あー……まだ、一連の事件との関かん与よが確かく定ていしたわけでは……」

　部ぶ下かであるビル・サリバンはそう口にするが、彼かれ自身もドルメンテル家の関与はほぼ間違いないだろうと見ている。

　しかし、まずはヴィクターを落ち着かせなければ話にならないと、そんな気休めに近い言葉を口にしたのだが──

「偶ぐう然ぜんなわけがねえ！　もしも本当に無む関係だとしたら、そっちの方が地じ獄ごくだぞ！」

「んー……と、おっしゃいますと？」

「いいか、あいつらがあの砂すな時計マークをこれ見よがしに掲かかげる時はな、大たい抵ていなにかデカい事をやらかす時だ！　デカい上に、ろくでもない事をな！」

　ヴィクターは部ぶ下かにそう断だん言げんし、頭を抱え込んだ。

「これで不ふ死し者しやと無関係だったら、厄やつ介かい事ごとが倍に増えるって事だ！　そうなったら、俺おれ達たちの部ぶ署しよだけじゃ追いきれねぇ！　糞くそ……衰すい退たいしてたって聞いてたのによ、なんで今さら、こっちを馬ば鹿かにしてるみてえなタイミングで……」

　そこまで言ってから、ヴィクターはふと真ま顔がおになり、声の調子を抑えながら独ひとりごちる。

「……実際、馬鹿にしてるのかもな。ドルメンテルの連れん中ちゆうならありえる」

「あー……具体的に、どなたかの顔が浮かんでそうですねぇ」

「俺の過去まで詮せん索さくするな」

　ビルの言葉に眉まゆを顰ひそめていた所で、部屋の扉とびらが開かれる。

　やはりヴィクターの部下である、ドナルド・ブラウンだ。

「副ふく室長、我々の部署絡がらみで、一人ひとり名前が出ました。ドルメンテルの姓せいを持つ男がいます」

「やっぱりか！　どこの組織だ!?」

「ルノラータ・ファミリーです。ヒューイの組織とも関わりがあるかもしれません」

「なッ……」

　報告を聞き、ヴィクターは絶ぜつ句くする。

　昔の縁えんによるヒューイ・ラフォレットの組織か、あるいはセラードの残ざん党とうや、ロットヴァレンティーノの町でドルメンテルと深く関わったマイザー辺りではないか。ヴィクターはそう推すい測そくしていた。

　寧むしろ、そうであって欲しいという希望すら抱いていたのである。

　だが、結果はルノラータ・ファミリーまで絡むという最さい悪あくのものだった。

　ルノラータ・ファミリーは、血ち筋すじはともあれ、現在ではアメリカに根を下ろした組織である。

　バルトロの祖そ先せんを辿たどっても、ドルメンテルやロットヴァレンティーノ周りと繫つながりがあったような形けい跡せきはない。

　そんな、アメリカの裏うら社会の中で独立した巨きよ大だい組織であるルノラータ・ファミリーと、衰退したとはいえ欧おう州しゆうの有力貴き族ぞくであるドルメンテル家の組み合わせは、ヴィクターにとっては悪あく夢むでしかなかった。

　不死者の話を抜きにしてたとしても、国内でも指ゆび折おりのマフィア組織が、ドルメンテル家を通して欧州とパイプで繫がる事になる。

　ろくな事にならないのは目に見えており、ヴィクターは最悪の想そう像ぞうを頭に浮かべた。

「おい……まさか、ルノラータ以外のマフィアとも……それこそ、コーサ・ノストラと接せつ触しよくしてるなんて事ぁねえだろうな……？」

　コーサ・ノストラ。

『我々のもの』という意味のイタリア語を語ご源げんとする巨きよ大だい組織であり、イタリアとアメリカにそれぞれ別の系けい譜ふで存在している。

　アル・カポネがギャングスターとして全米に名をとどろかせていたのとは逆に、ラッキー・ルチアーノを中心とした組織、コーサ・ノストラは、己おのれの身をひっそりと地下に潜もぐらせた。

　影の中で、目立たぬようにしたまま、様さま々ざまな手て練れん手て管くだを用いて強きよう固こな組織を作り上げていったのである。

　それ故ゆえに、捜そう査さ局きよくも中々手を出せずにいたのだが、そちらにまで関わりが生まれるとなると、ヴィクターの所しよ属ぞくする部ぶ署しよだけでは手が足りなくなるのは明めい白はくだった。

　だが、ドナルドはそんな最さい大おお手て組織との関わりに関して首を振った。

「調査中ちゆうですが、今の所、ドルメンテルの名を持つ人間が確かく認にんできるのは、ルノラータ・ファミリーだけです」

「どうして今まで気付かなかった!?　どういう関係だ！」

　やや安あん堵どしたのか、ヴィクターは改めて語ご気きを強めていく。

「最近接触してきたばかりの男のようで、組織内ないでも、殆ほとんど知られていないそうです」

　言いながら、ドナルドは捜査資し料りようを差し出した。

　それに目を通すと、不ふ意いにヴィクターの目が細められる。

「メルヴィ・ドルメンテル……ディーラーだと？」

「はい、最近雇やとわれたそうで、例の『カジノパーティー』でルノラータ・ファミリーのメインディーラーを務めるとの事です」

「俺おれはてっきり、カルロッタがメインを張るもんだと思ってたが」

「あー……ルノラータの地じ元もとの地下カジノの美人ディーラーでしたっけ？」

「おお、一度潜せん入にゆう捜査した時に、あっさり見み破やぶられて叩たたき出された。中々の凄すご腕うでだ」

　真剣な表情で紡つむがれたヴィクターの言葉に、ビルとドナルドは互いに顔を見合わせた。

　そして、申もうし訳わけ無さそうに口を開く。

「えー……それは彼女が凄腕というより、副ふく室長が全く潜入捜査に向いていないというだけなのでは」

「……他の部署から、管かん轄かつ違ちがいだろうとかなりの苦く情じようが来ましたが……」

「うるせえ！　ルノラータとヒューイの組織がカジノで会合するなんて情報がありゃ、そりゃ十分にうちの管轄だろうが！　……結局あの時はガセネタだったが、今回はマジってわけか」

　部下からの指し摘てきに歯は軋ぎしりをしながら、ヴィクターは手て近ぢかな机の上に資料を叩たたきつけた。

「とにかく、このメルヴィ・ドルメンテルって野や郎ろうについて徹てつ底てい的に調べろ。初はつ恋こいの思い出から、今いま使ってる枕まくらの堅かたさまで徹てつ底てい的てきにだ！」




　指し示じを出し終え、部ぶ下か達たちが部屋を去って行った後、ヴィクターは改めて報告書しよを見る。

「メルヴィ・ドルメンテルか……。直ちよつ系けいなのか？」

　ヴィクターは、かつての想おもい人であるドルメンテル家の女の事を思い出し、慌あわてて首を左右に振った。

「糞くそッ、私し情じようは禁きん物もつだ。んなこた解わかってる」

　己おのれの顔を両手でピシャリと叩たたきながら、独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「しかし……ラーズランスのカジノパーティーか……」

　そのパーティーの情報は、少し前から摑つかんでいた。

　本来ならば警官隊たいを現げん場ばに乗り込ませて名だたるギャング達を一いつ斉せいにお縄なわにする所だが、そうもいかない事情がある。

　捜そう査さ局きよく側がわとしても、不ふ死し者しや絡がらみの繫つながりを把は握あくするチャンスという事があり、できる事ならばそのパーティーで情報を収しゆう集しゆうしたいという思いもあったのだが──それ以前に、様さま々ざまな方面から、『ルノラータを泳がせるように』という圧力があったのだ。

　この不ふ景けい気きでもなお力を持ち続ける資し産さん家か達が多く参加する事もあり、政治家かや警察周まわりにも様々なしがらみがあるのだろう。

　ヴィクターは、そんな圧力を苛いら立だたしく思いつつも、組織としての活動を優ゆう先せんしてとりあえずは受け入れるつもりでいたのだが──

「ドルメンテルまで絡んでくるなら、話は別だ」

　ラーズランスのカジノパーティーで、不死者絡みの何かが起こる。

　もはや推すい測そくではなく、明確な事実としてヴィクターはその状況を受け入れた。

　ドルメンテルに偶ぐう然ぜんはない。

　確実に、なんらかの意い図とを持ってルノラータ・ファミリーにディーラーを送り込んだ筈はずだ。

「しがらみなんざ知った事か。ヒューイも、マフィアも、カモッラも、ドルメンテル家も関係ねえ」




「秩ちつ序じよを乱すってのがどういう事か、じっくりと教えてやる」





⇔






ニューヨーク某ぼう所しよ　倉そう庫こ地ち下か




　その場所は、数年前までは重要な意味を持つ場所だった。

　ニューヨークの郊こう外がい。

　とある倉そう庫この地下に、密みつ造ぞう酒しゆの倉庫として作られた空間だ。

　禁きん酒しゆ法ほう時代の後期には、倉庫の半分を闇やみ酒さか場ばとしても利用していたようで、小さなテーブルが三つほど置かれている。

　酒場というにはあまりに殺さつ風ぷう景けいな空間であり、長身の者ならば頭を擦こすりそうな高さだ。

　形だけの販はん売ばいカウンターが設置され、裸はだか電球が数すう個こ取り付けられただけの地下室しつ。

　禁酒法が廃はい止しされた現在、壁かべ際ぎわには空からとなった樽たるが積み上げられ、天てん井じようの隅すみには、既すでに主あるじの居なくなった蜘く蛛もの巣が張られたままとなっていた。

　当の倉庫は不ふ況きようの煽あおりで親おや会社が潰つぶれてしまっており、埃ほこりだらけの穴あな蔵ぐらは、このまま景けい気きの回復まで忘れ去られる筈はずだったのだが──

　半なかば廃はい墟きよと化した地下室に、現在はうっすらと明かりが灯ともっている。

　時とき折おり明めい滅めつする電球の真ま下したにいるのは、黒いスーツを纏まとった若い女の姿すがただった。

　フィーロ・プロシェンツォの同どう居きよ人にんであり、セラード・クェーツによって生み出されたホムンクルス、エニスである。

　彼女は椅い子すに座らされており、背もたれの後ろ側に両手を回され、手て錠じようで拘こう束そくされていた。

　両足は黒いスラックスの上から有ゆう刺し鉄てつ線せんが巻き付けられており、下へ手たに藻も搔がく事もできない状態になっている。

　布ぬの地じの上から有刺鉄線の棘とげが食い込み、肉に突き刺さっているが、彼女の持つ『不ふ死し』の特とく性せいゆえ、周囲の床が血に塗まみれているという事はなかった。

　ただ、彼女の肉体は無む傷きずなものの、衣服の所々が破は損そんし、広こう範はん囲いに焦こげ痕あとが残っている。

　意い識しきはハッキリしているらしく、彼女は椅子に縛しばり付けられたまま、目の前に立つ一人の若い男の顔を見上げ、睨にらみ付けた。

　その瞳ひとみには、憎にくしみや軽けい蔑べつというよりも警けい戒かいの色が強く浮かべられている。

　すると、若い男は、嘲あざけりの笑えみを浮かべて口を開いた。

「怖こわいな。そんな目で睨にらまないで下さいよ」

　地下室は現在、エニスと若い男の二人だけが存在している。

　男が来るまでは、屈くつ強きような見み張はりが数人がかりでエニスを見張っていた。

　だが、つい先せん刻こくやってきた彼が人ひと払ばらいを行い、現げん在ざい見張り達は地上の倉庫部ぶ分ぶんで待たい機きしている状態である。

　どのみち出入り口は一つしかなく、人払いをした理由は、この若い男が『他人に聞かれては不ま味ずい話』をする為ための準備だと窺うかがえた。

　そう判はん断だんしたエニスは、目の前にいる男に尋たずねかける。

「……貴方あなたは、何者なんですか？」

　初しよ対たい面めん、というわけではない。

　同じ場所にいたという意味では、フィーロのカジノで一度顔かおを合わせている。

　だが、こうして言葉を交わすのはこれが初めてだ。

「フィーロ・プロシェンツォのカジノで自己紹しよう介かいした筈はずですよ？　私の名前はメルヴィ。ルノラータ・ファミリーに雇やとわれているカジノディーラーだとね」

　肩を竦すくめるメルヴィに、エニスは言う。

「貴方あなたがその肩かた書がき通りの人というなら、私を拉ら致ちする理由に説明がつけられません」

「そうですか？　意い外がいと説明はつけられると思いますよ？　例えば、ルノラータ・ファミリーがマルティージョ・ファミリーを潰つぶす為ために、幹かん部ぶの家族を人ひと質じちにしたとかね」

「ルノラータ・ファミリーは巨きよ大だいな組織だと記き憶おくしています。そのような回りくどい真ま似ねをする必要性を感じません」

　そもそも、エニスは自分の誘ゆう拐かいが単なるマフィアの抗こう争そうだとは思えなかった。

　何しろ、フィーロのアパートを最初に襲しゆう撃げきしてきた時に、暴ぼう漢かん達たちはなんの躊躇ためらいもなく爆ばく発はつ物ぶつを使用したのである。

　爆ばく殺さつが目的ならば話は分かるが、最初から『誘拐』が目的なのだとすれば、襲撃者しや達は最初からエニスの不ふ死し性を理解していたという事に他ならない。

　だからこそ、彼女は最初から自分の置かれた状況が『不死者しや』に関わっていると疑っていたのだが──

　その疑ぎ念ねんに対する答えが、メルヴィの口から直接吐はき出された。

「記き憶おくしています、ねぇ。それは本当に君の記憶かな？　それとも、セラード・クェーツに与えられた記憶かな？」

「……！」

「ああ、もしかしたら、君が前に『喰った』誰だれかの記憶なのかな？」

「やはり……貴方は……！」

　口く調ちようがやや軽くなったメルヴィに対し、エニスが何か問い詰めようとする。

　しかし、それを遮さえぎる形で、メルヴィが先に口を開いた。

「俺おれの顔に、見み覚おぼえはあるか？」

　完全に慇いん懃ぎんさを消した言葉を受け止め、エニスは改めて相手の顔を見る。

　どこかで見たような気もするが、ハッキリとは思い出せない。

　映画か何かで見たのだろうか？　それとも、マルティージョの経営するレストランの上じよう客きやくか何かだろうか？

　真剣に悩み始めるエニスの様よう子すを見て、メルヴィはつまらなそうに舌した打うちをした。

「ちッ……君が喰った錬れん金きん術じゆつ師しは、他ひ人との事をろくに見てなかったらしいな」

「どういう、意味ですか？」

　錬金術師を喰った。

　それは、エニスの良心を抉えぐる罪ざい悪あく感かんを呼び起こす鍵かぎとなる記き憶おくである。

　逃のがれられる筈はずもなく、許されるつもりもなく、さりとて罰ばつすら与えられない。

　感情が無い道具に過ぎなかった頃ころに、セラードから命令されるがままに行った罪つみ。

　彼女に非はない、フィーロ達はそう言い続けた。

　だが、感情や知識を得たエニスにとって、忘れろというにはあまりにも重い事実である。

　それ故ゆえに、彼女は自分の過去をあまり語りたがらず、フィーロも敢あえて積極的に口に出す事はしていなかったのだが──

　目の前にいる男は、いともあっさりとその領りよう域いきに踏み込んだ。

「いやあ、単純な事さ。あの船に乗ってた錬れん金きん術じゆつ師しを喰ったんなら、その知識の中に俺おれの顔はあるはずなんだ。だが、まあ、普通にその錬金術師本ほん人にんも、俺の顔なんざ一々覚えちゃいなかったのかもな。たった数ヶ月の付き合いだったわけだしな」

「数ヶ月……？」

「もっとも、錬金術師どもが実際に見た『奴やつ』の面つらと、俺の面。どの程てい度どうり二つなのかは、俺自じ身しんも解わからないんだがな」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うメルヴィを見て、エニスはますます混乱する。

　──この人は、一体何なにを言っているんだろうか？

　──数百年前まえ……。

　──この人も、アドウェナ・アウィス号に乗っていた錬れん金きん術じゆつ師しの一人？

　──でも、何か様よう子すがおかしい。

　眉まゆを顰ひそめるエニスに、メルヴィは言った。

「まあ、誰だれの顔か思い出した所で、最近生うまれたホムンクルスのお前には関係の無い事だ」

「貴方あなたは一体……。セラードと、どういう関係なんですか？」

　すると、メルヴィは何の躊躇ためらいも無く、あっさりと答える。

「俺おれは、セラード・クェーツだ」

「……？」

　妙みような事を言い出すメルヴィに、エニスは口をポカンと開いた。

「おっと、正確には……俺は、セラード・クェーツになる筈はずだったのさ」

「どういう……意味ですか？」

「俺のフルネームは、メルヴィ・ドルメンテル。この家か名めいに聞き覚えはないか？」

「ドルメンテル家……！」

　エニスは思わず息を吞のむ。

　ドルメンテル家の名は、エニスの持つ知ち識しきの中にも存在していた。

　セラードからも、何度かその存在について聞かされていた記き憶おくがある。

　──「奴やつらは利用すべき踏み台に過ぎん。だが、決して油ゆ断だんはするな」

　──「この国を牛ぎゆう耳じった後に、存ぞん分ぶんに簒さん奪だつしてやるとしよう」

　アメリカを牛耳る。

　誇こ大だい妄もう想そうとも思える言葉だが、当時のエニスには、現実味みのある言葉として聞こえていた。

　セラードには、確かにその言葉を現実にするだけの力があったのである。

　出来損そこないではない、本ほん物ものの『不ふ死しの酒』の量りよう産さんに成功していれば、その野や望ぼうを実現する事ができた筈だ。

　少なくとも、エニスはそう考えており、そんな事にならずに本当に良かったとも考えている。

　ホムンクルスのエニスから見てもそう思える程ほど、セラードは危険な男だったのだ。

　だが、目の前の男は、そんな危険な野望を持つ男の名前を出し、『自分が、その男になる筈だった』などと口にしている。

「何を仰おつしやっているのか、理解しかねます」

　エニスは、椅い子すに拘こう束そくされたまま首を振った。

　だが、メルヴィはそんなエニスの顎あごに手を添え、顔を近づけながら問いかける。

「なあ、ホムンクルス。お前が喰った錬金術師は、お前の中で生きていると思うか？」

「……っ！　何を……」

「重要な話だ。お前は、その錬金術師の知識と記憶を丸ごと受け継いだわけだ。どんな時にどんな感情を抱くのか、誰だれを愛していたのか、誰に辱はずかしめを受けたのか、そんな記憶を、全て奪うばい尽くしたわけだ」

　淡たん々たんとした調子で語ろうとしているが、メルヴィは、言葉の端はし々ばしに感情の色が交じり、己おのれの心の昂たかぶりを隠かくし切れていなかった。

「どうだ？　お前は、喰う前の『お前』のままか？　胸を張って、同じ人じん格かくを……言い方はなんだが、『魂たましい』が残っていると言えるか？」

「……」

「……ああ、悪い悪い、今まで目を逸そらしてたんだろうから、すぐに答えろって言っても無む理りだろうな」

　メルヴィはそこで言葉の圧力を緩ゆるめ、代わりに嫌いやな笑えみを浮かべながら話を続けた。

「ゆっくりと考えてくれ。時間は何日もあるんだ」

「……」

「会話はキャッチボールだよ。君が質問に答えたら、俺おれも君の質問に答えよう」

　そして、地上への階段に向けて数歩だけ歩いた所で立ち止まり、感情の無い声で言う。

「俺は……セラードの『予よ備び』として生まれて来た」

「予備……？」

「ああ、予備さ。いや、新しい器うつわと言ってもいい」

　何を言っているのかやはり理解できず、エニスは更さらに何か尋たずねかけようとしたのだが──

　振り返ったメルヴィの目を見て、言葉を全て吞のみ込んだ。

　彼の瞳ひとみには先せん刻こくまでの軽さも高こう揚ようもなく、どこまでも暗く澱よどんでいる。

　まるで、この世の全てを恨うらんでいるようにも見えたが、その憎にくしみが向けられているのは、ただ一人の男だけだった。

「フィーロ・プロシェンツォ。あいつが、俺の未来を奪うばった。俺自じ身しんを殺したんだ」

「何を言っているんですか！　フィーロさんは、何も……」

「セラードを喰った。それが全てだ。マイザーだとばかり思っていたが、まさか、あいつの方とはな」

「どうしてそれを……」

　エニスの言葉に、メルヴィは淡たん々たんと応こたえる。

「お前をやたらと気に懸かけてるという事もあるが……根こん拠きよはいくらでもあるさ」

　メルヴィは再び声に感情を籠こめ、薄い笑みを浮かべながら続けた。

「何年かけて、お前達の事を調べたと思ってる？」

「え……？」

「お前らの溜たまり場、マルティージョ・ファミリーの『蜂の巣アルヴエアーレ』に、俺の仲間が何人、何日かけて客として潜もぐり込んだと思ってる？」

「そんな……！」

　想そう像ぞうしていなかった方向からの揺さぶりに、エニスは露ろ骨こつに顔を青ざめさせた。

　今まで単なる日常として暮らしていた筈はずの空間の思い出が、途と端たんに灰はい色いろにくすんでいくような錯さつ覚かくを覚えたからだ。

　そんなエニスの顔を見て、満足げに口くち元もとを歪ゆがめるメルヴィ。

「俺おれ達たちは、お前が想像しているよりも長い手を持ってる。ルノラータ程てい度どの力だと思ってるなら、まだ過か小しよう評ひよう価かだと言っておこう」

　メルヴィはそこで再び階段に向かって歩みながら、楽しそうに脅おどしの言葉を投げかけた。

「お前も不ふ死じ身みの身の上だ。だが、だからこそ、好きなだけ痛めつけてやる事もできる。それをしないのは、まだ俺が紳しん士しでいられるからだと言っておこう」

「待って下さい、話はまだ……」

「言っただろう。会話はキャッチボール。ギブアンドテイクだ。何か聞きたければ、じっくりと考える事だな。俺が優しくし続けてやれる答えを」

　そして、思い出したように付け加える。

「ああ、そうそう。明日あしたからは別の場所に移って貰もらうぞ。ここよりはマシな場所だ。トイレとシャワーの自由ぐらいはくれてやるさ」

「……？」

　彼の言葉を聞き、エニスは訝いぶかしんだ。

　手足が少しでも自由になれば、いくらでも逃げるチャンスは生まれる。

　メルヴィは、そこまで監かん禁きんというものを軽く見ている男には見えなかったからだ。

　すると、メルヴィはそんなエニスの疑ぎ念ねんに答えるように言葉を繫つなげた。

「もし逃げたら、一いつ緒しよに攫さらってきた連れん中ちゆうを殺す。不ふ死し者しやだろうと、不死者でなかろうとな」

「ッ！」

　エニスの頭に浮かんだのは、一緒に部屋にいたチェスの姿すがただ。

　ここからでは、チェスがどうなっているのか確かく認にんする事すらできず、背中に嫌いやな汗あせが滲にじむのを感じ取る。

「チェス君は関係ない筈はずです！　解放して下さい！」

「君は馬ば鹿かだな。だから、君が逃げたらその関係ない奴やつを殺すって言ってるんだよ」

　そして、更さらに残ざん酷こくな事実を突きつけた。

「チェスワフ・メイエルは不死身だから死ぬ事はないと思ってるなら、大きな勘かん違ちがいだ。言ったろ？　不死者だろうとそうでなかろうと殺すと」

「それは……どういう意味ですか？」

「不死者を殺す方法も、俺の手の内にはある。そう言ってるんだよ。不死者を殺す方法は、お前も良く知ってるだろう？」

　にやつき混じりに放たれた言葉を聞き、エニスは完全に固まった。

　自分の喉のどがひりつくのが理解できる。

　彼の言葉を信じるならば、少なくとも、彼かれ自身が『出来損そこない』ではない本当の不ふ死し者しやか、あるいは彼の仲間に不死者がいるという事になる。

　しかし、どこまでそれを信じて良いのか、エニスに判はん断だんする事はできなかった。

　実際の所、チェスワフ・メイエルは監かん禁きんなどされていない。

　それでも、可能性を否定できない時点で、両手て足あしを手て錠じようや鎖くさりよりも遥はるかに強く拘こう束そくされた気分だった。

　今の彼女には、事実を知る自由など許されてはいなかったのだから。

　そして、エニスは気付いたからだ。

　例えその言葉が本当だろうと噓うそだろうと──このメルヴィという男は、なんの容よう赦しやもなく誰だれかを殺す事ができる男だと。

　その点だけは、確かにセラードにそっくりだ。

　笑いながら階段を上っていくメルヴィの背を見て、エニスはただ、それだけを理解する。

　フィーロやチェス、他の者達が危き害がいを加えられるのではないかという不安と、何もできずにいる自分への悔くやしさに押し潰つぶされそうになりながら。

　エニスはただ、男の背を見送る事しかできなかった。













十八章　彼らは誓ちかいを破らない







　エニスが攫さらわれた翌よく日じつ。

『蜂の巣アルヴエアーレ』の店みせ先さきには、『臨りん時じ休業』の看かん板ばんが掛かっていた。

　しかし、店の中には、普ふ段だんよりも多くの人ひと影かげが蠢うごめいている。

　マルティージョ・ファミリー。

　イタリアのナポリ地方を起き源げんとする『カモッラ』と呼ばれる組織であり、アメリカ国内で独どく自じの進化を遂とげたギャングスターだ。

　ニューヨークの片かた隅すみで小さな縄なわ張ばりを持っているが、このマンハッタンの中で独立した組織を運営しているという事がまず異常なのである。

　ガンドール・ファミリー共とも々ども、『何な故ぜ存在できているのか？』と不ふ思し議ぎがられている一方、規き模ぼが小さすぎるので逆に存在を許されているのだろうと揶や揄ゆされる事が多い組織だ。

　この『蜂の巣アルヴエアーレ』は、そんな彼らが経営する真まっ当とうなレストランである。

　もっとも、禁きん酒しゆ法ほうが廃はい止しされるまではいっぱしの闇やみ酒さか場ばとして有名な場所だったのだが。

　そんな店内に、若い男達たちが緊きん張ちようした面おも持もちで屯たむろしている。

　マルティージョ・ファミリーの構こう成せい員いん、その中でもまだ若わか衆しゆうの立場にいる者達だ。

　普ふ段だんは幹かん部ぶ達に萎い縮しゆくして店に顔を出さない者もおり、人にん数ずうはせいぜい三十人前ぜん後ごといった所だろう。縄なわ張ばりの規き模ぼに比べれば中々の人数ではあるが、中にはどう見ても堅かた気ぎにしか見えない人間も混じっており、やや混こん沌とんとした集団と化している。

　どうやら大たい半はんのメンバーが招しよう集しゆうされているようで、フィーロの賭と場ばで働いてる若者達の姿すがたも見受けられた。

　しかし、幹部達であるカモッリスタ達の姿はない。

　彼らは全員、店の地下に存在する円えん卓たくの間へと集まっていたのだから。

　幹部達が全員そこに集まるのは、基本的には定てい例れい報告を行う時、そして、若衆から幹部であるカモッリスタへと昇しよう進しんする為ための『儀ぎ式しき』を行う場合だ。

　しかし、今日きようはそのどちらでもないという事は、若衆達も理解している。

　マルティージョが運営する地下カジノに対するルノラータ・ファミリーの挑ちよう発はつ。

　そして、幹部であるヤグルマやマイザーへの襲しゆう撃げき。

　更さらには、フィーロの同どう居きよ人にんであるエニスが誘ゆう拐かいされた件。

　そんな事件が立て続けに起こったという事は、若衆達の耳にも伝わっていた。

　彼らは表おもて向むきは気き丈じように振る舞っているが、内ない心しんでは怖おそれを抱く者が殆ほとんどである。

　元々小しよう規き模ぼであるマルティージョ・ファミリーだが、近年、ＮＹが五大ファミリーに支配されてからは、抗こう争そう自体を殆ほとんど経験していない。

　一度だけガンドール・ファミリーと抗争が起こりかけた事があったが、モルサ・マルティージョとキース・ガンドールの会合により、爆ばく発はつ寸すん前ぜんの所で両ファミリー内部の熱が収まった。

　それ以来、ガンドールとも基本的には不ふ戦せん協定を結んでおり、それが破られた事はない。

　だが、それだけに、今回の襲撃はファミリーにとって大きな動どう揺ようを与えた。

　何しろ相手は自分達と同どう規模のガンドール・ファミリーではない。アメリカ東部でも有ゆう数すうの組織、ルノラータ・ファミリーなのだから、当然といえば当然の反応であろう。

　そもそも、何な故ぜ敵てき対たいされているかも解わからない状況であり、彼らはただ、現在地下で会議中である幹部達の反応を待つしか無かった。

　気の弱い者は、裏うら切ぎってルノラータにつく事も一いつ瞬しゆん考えたが──

　ルノラータの狙ねらいすら解らない状態では、何をどう裏切れば良いのかも解らないと気付き、町から逃げる算さん段だんへと切り替える。

　雑ざつ多たな反応を見せる若衆達を見て、カウンターの中にいた女店てん主しゆのセーナが、横にいたウェイトレスのリア・リンシャンに話しかけた。

「やれやれ、浮き足立っちまって情なさけないねえ」

「そうだネー」

　彼女達たちも事情は知っている。

　自分達も襲しゆう撃げきの対たい象しように入る可能性せいは当然考かんがえてはいるが、それでも、落ち着いた態度を保っていた。

　俄にわかに慌あわてた所で好こう転てんするような事じ態たいではないという事を理解していたからだ。

「こんなんだから、４年も新しいカモッリスタが生まれないんだよ、全く。幹かん部ぶになる前のフィーロはヒヨッコだと思ってたけど、今の連れん中ちゆうと比べりゃ、大だい分ぶマシだったんだねぇ」

　愚ぐ痴ちを零こぼしながら、セーナはリアと共に食事の準備を進めて行く。

　臨りん時じ休業ではあるが、集まったマルティージョの人間達に食事などを用意する為ため、セーナとリアの二人だけはそのまま店に残ったのだ。

　彼女達の愚痴など耳にも入っていないのか、若わか衆しゆう達は不安や高こう揚ようを交えながら、ただ、まとまりもなくざわめき続けている。




　そんな状況の中──焦あせる若衆達とは別の場所、地下にいた幹部達の会合が開始された。





⇔






『蜂の巣アルヴエアーレ』地下




『蜂の巣アルヴエアーレ』は元来、禁きん酒しゆ法ほう時代に生まれた闇酒場スピークイージーの一つだったという過去を持つ。

　その地下にある大おお広ひろ間まは、数年前までは、人を寄せつけぬ開かずの間まであり、幹部昇しよう進しんの儀ぎ式しきの時などにだけ特別に開放される空間だった。

　だが、禁酒法が終わって真まっ当とうなレストランとして経営を開始した後は、徐じよ々じよにカモッラ本来の会合などに使うスペースが圧あつ迫ぱくされ、開かずの間は結果的に開放される。

　主に『客きやく人じん』が訪れた時や定てい例れい報ほう告こく会議の時に使用され、幹部昇進の儀式にもそのまま使われる事に変わりは無かった。

　もっとも、フィーロ・プロシェンツォ以来、新しいカモッリスタは誕たん生じようしていないのだが。

　そんな部屋の中に、十数人の男達が集まっている。

　マルティージョ・ファミリーを支配する、頭とう領りようのモルサを含めた幹部達だ。

　普ふ段だんはレストラン内で陽よう気きな冗じよう談だんを言い合ったりしているペッチョやランディも、今は親しい者の葬そう列れつに参加したかのように押し黙だまっている。

　全員が沈ちん黙もくを貫つらぬき、部屋の空気そのものが研とぎ澄すまされつつある中、固く拳こぶしを握りしめ、自分の内側から湧わき起こる衝しよう動どうに耐え続けている者がいた。

　同どう居きよ人にんであるエニスを攫さらわれた、フィーロ・プロシェンツォである。

　この中では最さい年ねん少しようの身とは言え、彼も幹部にまで上り詰めた身の上だ。

　報告会など放り出して、今すぐに駆かけ出してもおかしくない状況の中、彼は持ち前の胆たん力りよくでひたすら耐え続けている。

　もっとも、駆け出した所で宛あてすらなく、ルノラータ・ファミリーに殴なぐり込みをかけるしかない状況ではあるのだが。

　そもそも、個人の裁さい量りようで、カモッラの幹かん部ぶである自分がルノラータに襲しゆう撃げきなどできる筈はずもない。フィーロにとってエニスは愛すべき家族だが、同時に、マルティージョ・ファミリーも家族そのものなのだ。

　自分の激げき情じようで、ファミリー全体を危険に晒さらすわけにはいかない。

　フィーロは唇くちびるを強く嚙かみしめ、ただ、自分の臓ぞう腑ふの奥から湧わき上がる熱を抑え込み続けた。




　全員が揃そろい、場に静せい寂じやくが訪れた事を確かく認にんすると、モルサ・マルティージョが口を開いた。

「もう、説明の必要はないと思うが、意い識しきの統一は必要だ。我々が抱えた問題について、改めて口にしよう」

　モルサの声は重々しく、声を聞いただけで、幹部達の肌はだが強く引き締まる。

「我々に今、明確な敵てき意いを向けている連れん中ちゆうがいる」

　大きく息を吐き出し、モルサは僅わずかに目を細めた。

「早い話が、喧けん嘩かを売られたわけだ」

　椅い子すをギシリと揺らし、モルサは淡たん々たんと事実を並べ立てていく。

「喧嘩を売ってきたのは、ルノラータ・ファミリーでカジノディーラーをやっているという小こ僧ぞうだ。今度の『祭り』でも、連中の場を取り仕切るらしい」

　ルノラータ・ファミリー。

　既すでに耳にしていた情報だが、頭とう領りようの口から直接語かたられる事で、重みのある事実として幹部達の心にのしかかる。

「だが、ルノラータの指し示じかどうかは解わからん。メルヴィとかいうそのディーラーの小僧の私し怨えんという可能性もある」

　その言葉を聞き、フィーロは更さらに強く唇を嚙みしめた。

　メルヴィという男が不ふ死し者しやであり、単にルノラータの利り権けんに絡んだ脅おどしや嫌いやがらせではないという事を。




　フィーロの胸中に浮かぶのは、メルヴィが電話口ぐちで最後に述べた言葉。

　──『簡単だよ。君がセラード・クェーツを喰ったからさ』

　──『……君は、俺の未来を奪ったんだ。……返して貰もらうよ』

　それが、フィーロを恨うらむ理由だという。

　しかし、なんの事か全く解らなかった。

　嫌いや々いやながら、自分の中にあるセラードの記き憶おくを漁あさってみるが、メルヴィという名前は出てこず、顔についても、マイザーの弟のグレットの物しか思い浮かばなかった。

　──糞くそ……ここに来て、まだあの糞くそ爺じじいの影に苦しめられるのか。

　フィーロにとっては、セラードという男とは数分しか会っていない。

　その数分の間に、殺さつ意いを向けられ、殺意を抱き、不ふ死し者しやと化した自らの右手で相手を喰らい尽くす結果となった。

　不死者でなくとも、すれ違い様ざまと言ってもいい程ほどの時間。

　こちらを殺そうと襲おそいかかって来た暴ぼう漢かんを正当防ぼう衛えいで返り討うちにした。

　そう説明してしまえば、ギャングにとっては日常的な出来事であったとも言える。

　だが、今のフィーロにとって、セラードは長年の仇きゆう敵てきだったような感覚さえあった。

　何しろ、セラードの中には、彼に喰われた何人もの錬れん金きん術じゆつ師し達の記き憶おくがあるのだから。

　セラードを恨うらみながら死んでいった者達の記憶も、しっかりとフィーロの中には残っている。

　そんな記憶を引き出し続けては心が参まいってしまう為ため、基本的にフィーロはその記憶を心の奥底にしまい続けた。

　しかし、自分の人じん生せい以外の記憶を全て忘れ去るなどという器き用ような事はできない。

　時とき折おり、ふと他人の記憶を思い出したり、悪あく夢むという形でセラードに喰われる瞬しゆん間かんの記憶が蘇よみがえる事もあった。

　その度たびにフィーロは考える。

　考えてしまう。

　本来ならば考えてはならない事が、心の奥底から自然と湧わき上がる。

　──俺おれは、誰だれだ？

　と、自身の根本を揺るがす疑問を。

　他人の知ち識しきを受け継ぐという事は、記憶も受け継ぐという事だ。

　その中には、フィーロとは違う性せい癖へきの者が、フィーロとは全く違う事に快感を覚えたという記憶も含まれている。

　中でも、セラードの支配欲よくと破は壊かい欲は強きよう烈れつだ。

　他人から奪うばい、全てを蹂じゆう躙りんする事に快感を覚えるセラードの事は、フィーロとしては理解できない。

　しかし、セラードが喰らった他の錬金術師達や、『できそこない』の不死者にして喰らった一いつ般ぱん人の知識の中には、セラードの性しよう分ぶんを肯こう定ていするものも多数あった。

　セラードは、あまりに人を多く喰らい過ぎたのだ。

　時とき折おりフィーロは、自分が下した決けつ断だんが、本当に自分の意い志しなのかと疑問に思う事すらあった。

　頻ひん繁ぱんな事では無いのだが、自分が常じよう識しきだと思っていた事と、他者の記憶に食い違いがあった時に、そうした自じ問もん自じ答とうへと陥おちいるのである。

　逆に言えば、セラード・クェーツという男は、他ひ人との知ち識しきや倫りん理り観かんが無む数すうに渦うず巻まいている中で、明確に自分を保ち続けたという事だ。

　セラードの記き憶おくを軽く覗のぞいてみても、罪ざい悪あく感かんらしきものに悩まされていたような事はない。

　──どんだけ強ごう欲よくなんだ、あの爺じじい。

　問題は、その強欲な男の記憶が、今の自分の中にもあるという事である。

　蹂じゆう躙りんに対する快感など本当にあるのか。

　自分も、同じ本ほん質しつとなってしまったのではないだろうか。

　それを確かめる為ために、一度アイザックやミリアが並べていたドミノを倒して台だい無なしにした事がある。

　すぐに罪悪感に囚とらわれ、自分を殴なぐりたくなった。

　嫌悪感を抱くと同時に、安心もする。

　自分はやはり、セラードとは違うのだと。

　セラードの記憶などに、今の自分の心は侵しん食しよくされてなどいないのだと。

　ところが、セラードの記憶は、別の形で災さい厄やくをもたらした。

　あのメルヴィという男は、『セラードの知識を賭かけてギャンブル勝負をしろ』などと言う。

　悩みの種たねにしかならないセラードの記憶など、持って行って貰もらえるのならば持って行って欲しい所だ。

　しかし、知識を奪うばうという事はメルヴィの右手で喰われる──すなわちフィーロごと殺されるという事なので、承しよう諾だくするわけにもいかない。

　だが、何な故ぜあのメルヴィという男は、賭けなどを持ちかけたのだろうか。

『エニスの命が惜おしければ、俺おれに喰われろ』と言えば良いだけの話だろう。

　怒りに満ちているとはいえ、モルサ達を前にしてやや理り性せいを取り戻した今、そんな疑問がフィーロの頭を過よぎった。

　より、自分を苦しめる為ためだろうか。

　あるいは、強きよう制せい的に自分をカジノパーティーに参加させる事で、ルノラータ・ファミリーの後ろ盾だてを最さい大だい限げんに利用するつもりなのだろうか。

　──『まあ、裏うら技わざとして適当なホムンクルスを作って、それに左手で知識を分け与えて私に差し出すって手もあるぞ？　セラードの知識を使えば簡単だろう？』

　メルヴィが言っていた、そんな言葉が思い出される。

　セラード式のホムンクルスは、自分の細さい胞ぼうを利用して作さく成せいする。

　元々は『喰った』他の錬金術師の知識を利用して生み出したものだ。

　不ふ死し者しや自じ身しんの細胞から生み出されたセラード式ホムンクルスは、まさに不死者の半はん身しんとも言える奇き妙みような存在である。

　同じ身体からだだと錯さつ覚かくするのか、あるいは『悪あく魔ま』の気まぐれか、左手を媒ばい介かいとして、宿やど主ぬしはホムンクルスに自分の知ち識しきを自じ在ざいに転てん送そうする事ができた。

　メルヴィはつまり、自分に喰わせる生いけ贄にえのホムンクルスを作れと言っているのだ。

　そんな選択肢しは、フィーロにはない。

　ホムンクルスだろうと人間だろうと、フィーロにとっては変わらない存在だ。

　エニスを助ける為ために、彼女と同じような存在を作って差し出したとする。

　自分の為にそんな事をしたと知ったら、エニスは悲しむだろう。

　フィーロには、そんな確かく信しんがあった。

　彼女は怒りや憎にくしみに任せ、こちらを責める事はないかもしれないが、エニスがあらゆる意味で悲しむであろうという事は想そう像ぞうできる。

　そんな悲しみを、永遠に抱えさせるわけにはいかなかった。

　ホムンクルスも、宿やど主ぬしと同じく不ふ死しの運うん命めいに囚とらわれているのだから。

　一つ違うのは、エニスに関しては、『喰う』以外にも死ぬ方法があるという事だ。

　基本的に不死者しやであるのだが、自分の媒ばい体たいとなった不死者から『不要だ』と断ぜられると、途と端たんに心しん臓ぞうの鼓こ動どうは弱まり、緩ゆるやかな死を迎えてしまう。

　確かに、セラードを右手で『喰って』から、エニスとの奇き妙みような繫つながりのような物は感じている。糸というよりも、自分の周りにもう一人の自分がいるような感覚だ。

　そして、『スイッチ』のようなものがあるという感覚もある。

　もちろん物理的にスイッチの形をしているわけではない。自分が真にエニスを拒きよ絶ぜつすれば、そのスイッチのようなものが自動的に切られ、エニスとの繫がりも途と絶だえてしまうだろう。

　実際、セラードがそのスイッチを切った瞬しゆん間かん──具体的には、フィーロに喰われる数分前の瞬間の記き憶おくも、その『スイッチを切る』感覚ごとフィーロの中には残っている。

　だから、再現しようと思えばすぐにできるのだ。

　離れた場所にいながらも、エニスを殺す事が。

　しかし、当然ながらフィーロがそれを再現しようと思う事は無かった。

　ホムンクルスとその宿主という関係などではない。フィーロは口にこそ出さないものの、純じゆん粋すいにエニスに好こう意いを抱いているのだから。

　周りからはウブ過ぎるとはやし立てられる程ほどにプラトニックな想いであり、エニスに至ってはフィーロからの想おもいが恋れん愛あい感情だという事にピンときていないようだ。

　しかし、見返りの無いただの片かた想おもいだろうと、フィーロにエニスを見み捨すてるなどという道はない。

　もしかしたら、メルヴィはこちらの反応を試しているのではないだろうか。

　人ひと質じちに取られたエニス。セラードならば、あっさりと『切り捨て』、人質など無む意味だと相手に知らしめる事だろう。

　あるいは、本当に生贄のホムンクルスを造り始めるのではないかと、こちらの様よう子すを窺うかがっているのかもしれない。

　フィーロという人間を更さらに深く知る事で、例のギャンブルの天てん秤びんを自分に傾かせようとしているのではないだろうか。

　いくつもの可能性は浮かぶが、フィーロは一度その全てを忘れる事にした。

　考えていても、今の段階では全てが当て推すい量りようとなる。

　若きカモッリスタは、呼吸を静かに整え、ただ、三つの感情だけを研とぎ澄すます。

　メルヴィへの敵てき意いと、エニスを救うという想おもい。

　そして、自分がマルティージョ・ファミリーの一員であるという自覚を。

　──みんなに迷めい惑わくはかけられない。

　──この件は……俺おれ一人でケリをつけないと……。

　──でも、どうする。

　──ルノラータを敵に回さずに、メルヴィの野や郎ろうだけを相手どる方法なんてあるのか？




　彼がそんな事を考えた所で、モルサが丁ちよう度ど声を掛けてきた。

「フィーロ。儀ぎ式しきで誓ちかった事を覚えているか？」

「……はい」

　儀式というのは、当然カモッリスタに昇しよう進しんする為ために行った儀式の事だろう。

　モルサは、確かく認にんするようにフィーロに対して『誓い』の内容をそらんじた。

「お前の右足は監かん獄ごくの中に、左足は棺かん桶おけの中にある。それでもお前は、その目で自らの道を見み据すえ、時には右手で名めい誉よを摑つかむ事を望む……そう誓ったな？」

「はい」

「我らの為に必要とあらば、己おのれの命を左手で消す事ができるとも」

「もちろんです」

　不ふ死し者しやになった事を差し引いても、フィーロにとってその決意に変わりはなかった。

　今の自分があるのはマルティージョ・ファミリーのおかげだ。

　その恩おんを返す為ならば、いかなる戦せん場じように踏み込む事も厭いとわない。

　──エニスの事を考えると、簡単には死ねないけどな。

　改めてそう考えるフィーロに、モルサは続けた。

「フィーロ・プロシェンツォ。お前の父が我らの仲間を殺した時、お前は父を殺し仲間の復ふく讐しゆうを果たす事ができる……そう言ったな」

　ゾクリ、と、フィーロの背中に嫌いやな汗あせが滲にじむ。

「……はい」

　父、あるいはそれは、家族という言葉に置き換えてもいいだろう。

　フィーロの両親は既すでに死んでおり、肉親は一人もいなかった。

　だが、今は、ある意味では存在している。

　エニスと自分は、ホムンクルスと宿やど主ぬしという、ある意味血ちを分けた肉にく親しんにも近い関係だ。

　まさか、組織の為ためにエニスを見み捨すてろと言われるのではないだろうか。

　そんな事を言われたら、自分はどうすればいいというのか。

　不安が怯おびえに変わりかけた瞬しゆん間かん、モルサは続けた。

「そう、お前は確かにこの場でそう誓ちかった」

「……」

　息を吞のむフィーロ。

　だが、続いて紡つむがれたモルサの言葉は、フィーロの想そう像ぞうとは違うものだった。

「それを誓ったのは、お前だけじゃない。この場にいる全ての者が、そう誓っている」

「……？」

　幹かん部ぶ昇しよう進しんの為の儀ぎ式しきなのだから、当然と言えば当然なのだろう。モルサ自身も、マルティージョ・ファミリーを立ち上げる前にどこかでそう誓った事があるのかもしれない。

「逆に言えば、我々に弓ゆみを引かない限り、お前達の父は、敵ではない。私のファミリーの一員であるお前達の肉親という事だ」

　モルサはそう言って、淡たん々たんと幹部達に告げた。

「エニスは、フィーロ・プロシェンツォの家族だ。我々マルティージョ・ファミリーの幹部であるフィーロの家族に手を出した事は、明確な敵てき対たい行為であり、我々への侮ぶ辱じよくだ」

「……頭とう領りよう」

「お前達も誓った筈はずだ。名めい誉よを摑つかむ為に右手を伸ばし、己おのれの命を左手で消す覚かく悟ごがあると」

　沈ちん黙もくしたまま、モルサを見る幹部達。

　言葉は無くとも、その強く鋭い眼まな差ざしが、モルサの言葉を肯こう定ていしていた。

「改めて問う。エニスを救い、奪うばわれた名誉を取り戻し、その為に命をかける覚悟はあるな？」

　淡々と、あくまでも淡々と問われたその言葉に、フィーロは暫しばし放心し──

　マイザーをはじめとする幹部達が、真剣な顔で、

「もちろんです」

「あたりまえじゃないっすか」

「当然でしょう」

「エニスの嬢じようちゃんは、わしらにとっても家族みたいなもんじゃからな」

「そうだそうだ」

　と、口々に言い出すのを聞き、フィーロはようやく事じ態たいを理解した。

「みんな……」

「お前の家族は、俺達にとっても家族だ。そうだろう、フィーロ」

「頭領……」

「もしも一人で背負おうとしていたなら、それは俺おれ達たちに対する侮ぶ辱じよくだぞ、フィーロ」

　モルサの言葉を聞き、フィーロは深く感謝し、頭こうべを垂たれた。

　そして、「エニスを見み捨すてろと言われるのではないか」と疑い、怯おびえていた自分を恥はじる。

　様さま々ざまな感情が湧わき上がり、言葉につまりそうになりながら、フィーロは一ひと言ことだけ口にした。

「……ありがとう、ございます」

　フィーロは思い出す。

　こうした頭とう領りようの男おとこ気ぎに憧あこがれ、自分はこのマルティージョ・ファミリーに身を置いたのだと。

　続いて彼は、もう一つの事を思い出す事になる。

　モルサ・マルティージョは、ただ身み内うちに甘いだけの男ではないと。

　彼もまた、このＮＹという町で一つの組織を立ち上げ、ここまで生き抜いてきたギャングスターなのだという事を。

「さて、場合によって、俺達はルノラータ・ファミリーを敵に回すわけだが……奴やつらは東部でも指ゆび折おりの組織で、人にん数ずうだけ見ても、こっちの百倍はいるだろうな」

　幹かん部ぶ達の前で、モルサは敵の脅きよう威いを具体的に説明し始めた。
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「こんな時代だってのに、警察にも新聞社にも政治家かにも繫つながりを持ってる連れん中ちゆうだ。罪つみをでっち上げ、世せ間けんに石を投げさせる事も思いのままだろう。……最悪、この国そのものを敵に回す事になるな」

　相手の恐ろしさを説明され、フィーロは改めて息を吞のむ。

　不ふ死じ身みだからと安あん堵どできる相手ではなく、寧むしろ、死ぬよりも苦しい目に遭あう確かく率りつの方が高いと言える相手だ。

　何より、アメリカそのものが敵になる可能性があるというのも、決して冗じよう談だんではないだろう。

　静かな部屋の中、幹かん部ぶの誰だれかが唾つばを飲み込む音が聞こえ、誰もがルノラータの規き模ぼについて改めて気を張り詰めている事が窺うかがえた。

　だが、モルサ・マルティージョは、不ふ敵てきな笑えみを浮かべて幹部達たちに言い放つ。

「みろ、最悪の事態でも、たかがその程度だ」

　モルサはゆっくりと立ち上がり、演えん説ぜつをするでもなく──

　昼食の用意でもさせるかのような自然な調子でその言葉を紡つむぎ出した。

「我々を侮ぶ辱じよくした相手に、地じ獄ごくを見せてやれ。世界を敵に回すよりも、遥はるかに色濃い地獄をな」

　そして、今、この場にいない唯ゆい一いつの幹部の名をだし、会合を締めくくる言葉とした。

「今、ロニーに調査させている所だ。細かい指し示じは追って出す」

　頭とう領りようの声からは虚きよ勢せいや瘦やせ我が慢まんなど微み塵じんも感じられず、幹部達は心の底から信じ始める。

　ルノラータが相手でも、自分達は勝てるのではないかと。

　例えそれが夢ゆめ物語だとしても、一つだけ確かな事がある。




　彼らはもう、ルノラータ・ファミリーに『怯おびえる』事は無くなった。

　フィーロも含め、それは彼らにとって最大の武ぶ器きと言えるかもしれない。

　例え、どのような結果が訪れたとしても。





⇔






一時間後ご　ＮＹ某ぼう所しよ　アパート




『蜂の巣アルヴエアーレ』から歩いて15分程ほどの距離にある、石いし造づくりのアパート。

　フィーロ・プロシェンツォがその四階にある部屋の扉とびらをノックした時、最初は何も反応が無かった。

　少し待った後、フィーロは声をかけながら再び扉をノックする。

「俺おれだ。フィーロだ。いるのか、アニー」

　すると、中から何かが動く音がする。

　更さらに暫しばらく待った後、フィーロはドアノブに手をかけてみた。

　ドアに鍵かぎは掛かっておらず、あっさりと開かれる。

「入るぞ」

　着替え中の所に踏み込みなどしたら、目も当てられない。

　そう思い、相手に自分の行動を知らせるように、一いち々いち声をかけながら慎しん重ちように進むフィーロ。

　すると、寝室の所に彼女は居た。

『蜂の巣アルヴエアーレ』のウェイトレス服ではなく、ネグリジェでもない、普通に外を歩く時のような普ふ段だん着ぎ姿すがたのアニーだ。

「……あー、やっぱり来ちゃったんだね」

　普段のアニーの口く調ちようとは異なる、子供っぽい言葉が漏もれる。

　フィーロはその理由を知っていた。

　彼女はリアの後こう輩はいの新しん米まいウェイトレス、アニーである一方で、中に全くの別べつ人じんが住んでいるという事を。

　多た重じゆう人じん格かくというわけではない。

　ヒルトンと呼ばれる人格が、アニーの意い識しきと融ゆう合ごうしたのである。

　アニーとしての記き憶おくや価か値ち観かんも残っている為ため、実じつ質しつ的に、彼女はアニーでもありヒルトンであるとも言えた。

　しかし、フィーロはアニーでもヒルトンでもなく、ヒルトンの最初の一人──つまりは、本ほん体たいである少女の名を呼びかけた。

「リーザ」

「何、フィーロ」

　リーザ・ラフォレット。

　ヒューイ・ラフォレットの次じ女じよであり、シャーネ・ラフォレットの妹である少女。

　フィーロとはアルカトラズの中で出会っており、命を狙ねらわれたり、ラッドの凶きよう拳けんから命を助けたりした事もある複雑な間あいだ柄がらの少女だ。

　本体がまだ10歳さい前後の少女である事を知った上で、フィーロはまず謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「まず、女の部屋に勝かつ手てに入った事は謝る」

　そんな事を言うものだから、アニーはキョトンとして答える。

「ええと……うん、まあ、来るかなって思ってたから、いいよ」

「何で、俺おれがここに来たかも解わかるな」

「うん。エニスの事でしょ」

　目を逸そらしながら言うアニー。エニスの名前を口にした時に、様さま々ざまな感情が含まれている事にフィーロは気付いていなかった。

　真剣な顔をして、フィーロはアニーを見つめて問いかける。

「お前の親父おやじ……ヒューイが、エニスを攫さらわせたのか？」

　するとアニーは、目を見開いて抗こう議ぎした。

「違うよ！　お父とうさんはそんな事してないもん！　してたなら、メルヴィの奴やつじゃなくて、もっと直接フィーロに絡からんでるよ！」

　声の調子から本ほん気きで怒っている事を感じたフィーロは、再び謝しや罪ざいの言葉を告げる。

「そうか、親父おやじさんを疑ってすまなかった。許してくれ」

「えッ？　う、うん。いいよ、許してあげる」

　あまりにも素直に謝られたものだから、アニーは戸と惑まどいながらも思わず許してしまう。

　フィーロはそんな彼女に目を向け、改めて問いかけた。

「ありがとよ。……だけど、あれだよな。メルヴィって奴やつの事は、知ってるんだな？」

「……うん」

「やけにあっさりと言うな」

　やや拍ひよう子し抜ぬけした調子のフィーロに、リーザが言う。

「意い外がいだった。踏み込んでくるなり、私の首でも絞しめながら脅おどしてくると思ったのに」

「首絞めるまではいかないが、最初は脅してでも聞くつもりだったよ」

　溜ため息いきを吐き、フィーロは近くの壁に寄りかかった。

「だけどな、モルサのオジキのお陰で落ち着いたよ。それに、感情的なままで勝てる程ほど、あのメルヴィって奴は生やさしい奴じゃない」




　フィーロの目を見て、リーザは気付く。

　彼が落ち着いているのは、エニスを諦あきらめたわけではない。

　本当は叫び出したい気持ちを無む理り矢や理り抑え付けながら、本当に彼女を救う事に全力を尽くそうとしているのだと。

　──……。

　──やっぱり、エニスの事が大だい事じなんだね。

　彼女は内ない心しんで嫉しつ妬としつつ。それでも、エニスの事は憎にくみきれなかった。

　アニーとして潜せん入にゆうしてから暫しばらくの時が経たつ。

　エニスの事は、最初は監かん視し対たい象しようの一人であるホムンクルスに過ぎないと思っていた。

　宿やど主ぬしであるフィーロが、ホムンクルスに入れ込んでいるのを見て滑こつ稽けいだとすら感じていた。

　しかし、アルカトラズでの一いつ件けん以来、エニスという女性に違う意味を見出すようになる。

　そして、初めて一人の人間として、あるいは女性として接した時、彼女の桁けた外はずれな純じゆん朴ぼくさに、リーザは驚いた。

　人として見るには、あまりにも純じゆん粋すい過すぎる。かといって、人形のように無む感情なわけではない。喜き怒ど哀あい楽らくを持ち合わせ、人間社会の表おもても裏も知っている。

　その上で、彼女自じ身しんは表裏無なく、誰だれに対しても誠せい実じつであろうとしている。

　唯ゆい一いつ彼女が心の内に秘めているのは、過去にセラードの命令で様さま々ざまな事をしてきた事に対する罪ざい悪あく感かんだけだろうが、それすらも少し付き合えば『隠かくすつもりがあるのか？』というぐらい丸わかりだ。

　フィーロが奥おく手て過すぎる為ために、彼の好こう意いそのものにはピンと来ていないようだが、もし気付いたならば、エニスはどうするだろうか。

　恐らく、恋れん愛あい感情については中なか々なか理解できずに戸と惑まどうかもしれないが──少なくとも、フィーロに対して誠せい実じつに応こたえようとするだろう。

　それが解わかるからこそ、リーザは悔くやしかった。

　作られた人間であるエニスが、自分達たちよりも遥かに高こう潔けつな存在に思えたからだ。

　もっとも、リーザがそんな事を感じるようになったのは、リーザ自身にも変化があった事を示している。

　本ほん来らい彼女は父親の為だけに生きてきた。父親のヒューイに認められさえすれば、それで彼女の世界は成り立つのだ。だからこそ、『ヒルトン』として乗っ取った人間や鳥の身体からだを動かす時、どれだけ嫌きらわれようとも構わないと思っていた。

　しかし、そんな彼女は、アルカトラズの事件以い降こう、自覚の無いまま『父親以い外がいの他人との関わり』を気にするようになる。

　まだ父親への依い存ぞんが大たい半はんであり、ヒューイとフィーロのどちらを選ぶかと言われれば、迷わず前者を選ぶだろう。それでも、彼女の心に僅わずかなりとはいえ、父親以外の誰だれかが入り込む事は明確な変化だと言えた。

　だからこそ、エニスに対する見方も変化したのである。

　これまで見ようとすらしてこなかった、エニスの人間性せいというものを意い識しきするようになった。

　エニスに嫉しつ妬とをする一方で、彼女に憧あこがれを抱いている。

　そんな複雑な想おもいを抱きながら、リーザはフィーロが部屋にやってくるのを待ち続けたのだ。

　激げつ昂こうする彼に、この個こ体たいを殺される事すら覚かく悟ごしていたが──

　フィーロは、思っていたよりも冷静だった。

　しかし、それはエニスの事を思っていないわけではなく、寧むしろその逆である事を感じ取り、リーザは再び複雑な心しん境きように囚とらわれる。




　そんなリーザの内ない心しんを知らないフィーロは、真剣な顔で改めて問いかけた。

「頼む。そのメルヴィって奴やつについて、知ってる事を教えてくれ。お前が何か喋しやべったって事は、ヒューイや他の連れん中ちゆうに言うつもりはない。俺おれはただ、エニスを助けたいだけだ」

　リーザは暫しばし沈ちん黙もくした後、アニーの身体を通して言葉を継げる。

「本当に、助けたいだけ？」

「えッ？」

「エニスを助けたら、メルヴィって奴を許してあげるの？　あいつを殺してやりたいって思わないの？」

「……」

　フィーロは、少しの間考かんがえ込み、口を開いた。

「恨うらみが無いといえば噓うそになる。正直、何度でもあいつの全身を磨すり潰つぶしてやりたい。だが、それでエニスが助けられないってんなら、俺おれはエニスを優ゆう先せんする」

「ふーん……」

「それと、あいつはもう俺だけの敵じゃない」

「え？」

　首を傾かしげるアニーの身体からだに、フィーロは続けた。

「マルティージョ・ファミリーがあいつを敵だと認にん識しきした。例え俺があいつを許す気になったとしても、頭とう領りようの命令なら、俺はあいつを刺す。逆に、俺があいつを殺したくても、頭領が許せと言えば、俺はあいつを見み逃のがすだろう」

　言ってから、フィーロはリーザ本ほん体たいの年ねん齢れいを思い出し、慌あわてて言う。

「悪い、子供相あい手てに言う事じゃなかったな」

「子供扱あつかいしないで。それに、私もあいつは嫌きらいだから、代わりにとっちめてくれるならちょっと嬉うれしいかな」

　リーザはそう言うと、目を逸そらしたフィーロに一つ問いかけた。

「……でもさ、もしもだよ？　モルサさんが、エニスを殺せって言ったら、殺せるの？」

　その瞬しゆん間かん、フィーロは悲しそうな顔を浮かべ──先せん刻こくよりも長く考え込んだ後、首を振る。

「どうするのかな。俺にも解わからねえや。ただ、頭領は何の理由もなくエニスを殺せなんて言う人じゃない。だから俺は、あの人に忠ちゆう誠せいを誓ちかったんだ」

　そんな彼の表情を見て、リーザの方が黙だまり込んだ。

　肩を竦すくめるフィーロの顔は、童どう顔がんである事を抜きにしても、どこか子供のように感じられたからだ。

　やや顔を赤らめながら、誤ご魔ま化かすように問う。

「……エニスじゃなくて私だったら、迷わず刺すんでしょう？」

「おいおい、子供扱いしたのは謝るから、あんまり虐いじめないでくれ」

　溜ため息いきを吐いたフィーロは、アニーの目を見て言葉を続けた。

「それにな、自分の命を天てん秤びんにかけて、人を試すような事を言うもんじゃない」

「……」

　アニーは顔を更さらに赤くし、それをフィーロに見られないよう背を向ける。

　そして、窓の縁ふちに手をかけ、外に目を向けたまま、言った。

「メルヴィ・ドルメンテル」

「えッ」

「あいつのフルネームだよ。ドルメンテルって、聞き覚えあるんじゃない？」

「あ……」

　唐とう突とつに本ほん題だいを切り出された事に戸と惑まどいつつも、フィーロはすぐに『ドルメンテル』という単たん語ごの意味を思い出す。

　フィーロは続いて、その知ち識しきが自分のものではなく、セラードや、彼が『喰った』錬れん金きん術じゆつ師し達たちの記き憶おくから引き出したものであると理解した。

「ドルメンテルって……あのドルメンテル家か？」

「私より、フィーロの方が詳しいと思うよ？　『ヒルトン』の中には、直接ドルメンテルと関わった人間なんていないしね」

「なんで……今さら……」

　確かに、セラードの記憶──彼の人生の中でも、ドルメンテル家というのは時とき折おり重要なファクターとして登場している。

　どうにも互いに利用しあっているような印いん象しようだが、近年、アメリカを中心として活動するようになってからは殆ほとんど接せつ触しよくしていない。少なくとも、セラードの記憶ではそういう事になっていた。

　他の錬金術師や、マイザーの弟の記憶の中でも、ドルメンテル家はろくでもない貴き族ぞくとして強く刻まれているが、やはり直接今こん回かいの件と繫つながるような記憶はない。

　だが、あの男がグレットと良く似た顔をしている以上、なんらかの繫がりはある筈はずだ。

　マイザーとグレットの故こ郷きようである、ロットヴァレンティーノの町。

　ドルメンテル家に実じつ質しつ的に占せん領りようされたあの町と、そこに残してきたマイザーの家族。

　そこに何か繫がりがあるのではないか？

　フィーロは必ひつ死しに考えるが、それ以上の事は、現在の情報からは推すい測そくできない。

　リーザは悩むフィーロに、追加の情報を提てい供きようする。

「あいつがお父とうさんに近づいて来たのは、割と最近だよ。ドルメンテル家からの使いだっていってさ。クロッキー達から『タイム』のリーダーの座を横よこ取どりしちゃったの」

「クロッキー？　タイム？」

「えっと、ちょっと待ってね。……それよりフィーロさん、チェス君は平へい気きなんですか？」

　何な故ぜか突然『アニー』としての喋しやべり方に戻った事に首を傾かしげるが、単に話を逸そらしているようにも思えず、フィーロはとりあえず会話に応じる事にした。

「え？　あ、ああ。チェスは今、マイザーさんと一いつ緒しよにいるから大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「そうですか……チェス君、大丈夫だといいですけど……。……あ、フィーロ、お待たせ！　あのね、お父さんが『タイム』の事とか教えても大丈夫だって！」

　会話の途と中ちゆうでリーザ本来の口く調ちように戻った彼女に、フィーロは目を白しろ黒くろさせる。

「……お前、こっちで会話しながら、『向こう』でヒューイに聞いてたのか？」

「そのぐらいできないと、ヒルトンなんてやってられないよ？」

「……そういえば、何なん十じつ羽ぱもの鳥で連れん携けいできるんだったな」

　ヒルトンはリーザと意い識しきを同どう調ちようさせている女性達たちの総そう称しようだが、基本的に同時に生活を送っている為ため、誰だれかが喋しやべっている間は別の誰かが黙だまっているという事はない。それができなければ、自然と活動できる人にん数ずうが限られてしまうからだ。

　もしかしたら、リーザが引っ込んでいる間は、自動的にアニー本ほん来らいの人じん格かくとして話しているのかもしれない。

　そう推すい測そくした所で、フィーロはふと考える。

　──だとすれば、どうなんだ？

　──ヒルトンに乗っ取られた女は、死んだって事になるのか？

　──それとも、まだヒルトンの一部として生きてるって事になるのか？

　自分にも関わる問題だとは思ったが、ややこしくなりそうなので、今はとりあえずメルヴィに関する情報に集中する事にした。

「……で、タイムっていうのは、どういう連れん中ちゆうなんだ？」

「んーとね、新しい機き械かいとかホムンクルスを作るのが『リズム』って人達の仕事なの。それで、そこで作られた量りよう産さん品ひんを実用的に運営するのが、『妖怪ラルウア』と『タイム』なの。『妖怪ラルウア』が、クリストファーやチーみたいな人達を担当してね、んーと、新型の飛行機きとか武ぶ器きとか、そういうのの量産品を組織的に運用するのが、『タイム』なんだよ？」

　大人おとなびた単たん語ごを使っているが、声の調子は子供っぽいままだ。

　そんな歪いびつな調子の説明を聞きながら、フィーロは眉まゆを顰ひそめる。

「……飛行機？　もしかして、メルヴィがカジノに来た時に飛んでたって飛行機は……」

「それはわかんない。あいつの周りには『ヒルトン』は居ないから……」

　困ったように言った後、リーザは他の情報に切り替えた。

「ルノラータ・ファミリーの中でも、結けつ構こう嫌きらわれてるみたい。カルロッタっていうお姉ねえちゃんから仕事をとっちゃったからね。だから、良く思わない人が、メルヴィを殺しちゃおうとしてるみたいだよ？」

　それを聞いたフィーロは、手で目め頭がしらを押さえながら呟つぶやく。

「そんな余よ計けいな真ま似ねしようとしてる連中がいるのか……」

　メルヴィを物理的に殺すのは、ただのマフィアには不ふ可能だ。

　不ふ死し者しやである事を差し引いたとしても、クレア・スタンフィールドがボディーガードをしている以上、触れる事すらままならないだろう。

　第一、そんな銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれてエニスが怪け我がでもしたら目も当てられない。

　エニスも不死者である為ため、死にはしないのだが、痛みが無いわけではない。

　数秒の間といえども、彼女が苦く悶もんに晒さらされる事は避けたいし、更さらに言うなら、襲しゆう撃げきを警察やマルティージョのものと勘かん違ちがいしたメルヴィが、エニスに対して凶きよう行こうを働く可能性もある。

　──クレアか……あいつになんとか連れん絡らくを取れないか……？

　今は敵側がわとはいえ、フェリックス・ウォーケン──クレアの仕事は基本的にメルヴィの護ご衛えいだけだ。

『メルヴィは護衛したままでいいから、エニスを助けるの手伝ってくれ』と言えば、協力してくれる可能性せいはある。

　滑こつ稽けいに見える程ほどの無む茶ちやな話ではあるが、その無茶を平へい気きでやってしまうのがフィーロの幼おさな馴な染じみの特とく徴ちようだ。

「あの赤あか毛げの殺し屋、私、大だいっ嫌きらい！　……え？　あ、ちょっと待って！」

　すると、リーザはそこで突然声こえの調子を変える。

「えっとね！　フィーロ、今、お父とうさんが私に話しかけてるんだけど、フィーロに聞いてって」

「何をだ？」

　フィーロは、ヒューイからの問いかけという事に警けい戒かいを強めた。

　何しろ、アルカトラズで自分はヒューイの目を片方抉えぐっている。

　その事で恨うらまれていても仕方は無いと、覚かく悟ごを決めて相手の言葉を待った。

　すると──リーザの口から、想そう像ぞう以上にストレートな言葉が吐き出された。




「あのねあのね、お父さんが……『これから、会えないか？』だってさ！」





⇔






　フィーロがヒューイという『元げん凶きよう』の一人と会うべきか否いなか迷っている頃ころ──

　マルティージョ・ファミリーにも、一つの異い変へんが起こっていた。




　メルヴィについて調査していた筈はずのロニー・スキアートが、その姿すがたを消したのである。




　ただ、モルサに連れん絡らくだけはあったらしい。

　──『そちらに暫しばらく戻れそうにありません、頭とう領りよう』

　──『ファミリーとは隔かく絶ぜつした、私個こ人じんのトラブルに巻き込まれています』

　──『任にん務むが遅れる事について如い何かなる罰ばつも叱しつ責せきも覚かく悟ごの上です』

　──『ですが、確実に言えるのは、今は戻れないという事です』

　という、謝しや罪ざいの電話があったとの事であり──。

　それを聞いたマイザーが、難しい顔をして、モルサの執しつ務む室しつから出た後に独ひとり言ごを呟つぶやいた。

「……ロニーが、トラブル？」

　ロニーの正体を知っているマイザーは、彼を拘こう束そくする程のトラブルとは何かと思し案あんする。

　だが、答えは出ない。

　多くの者に『悪あく魔ま』と呼ばれる存在である彼は、事実上じよう万ばん能のうであり、今回のエニスの件についても、戻り次し第だいマイザーは『貴方あなたの理り念ねんには反するかもしれませんが、彼女の無ぶ事じだけは保ほ障しようして頂いただけませんか？』と頼んでみるつもりだった。

　彼が本ほん気きを出せば、マルティージョ・ファミリーを一いち夜やにして全ぜん米べい最大の組織にする事すら可能であろう。だが、それをしないのは、彼が人間の自じ主しゆ性せいをある程てい度ど尊そん重ちようし、楽しんでいるからだとマイザーは理解していたし、それでいいとマイザーも思っていた。

　だからこそ、彼が一いつ体たいどのようなトラブルに巻き込まれたというのか？

　それは確かに気に掛かる所だ。

『悪魔』が手こずる程ほどの災さい厄やくが人じん為い的てきなもの──それこそ、弟と同じ顔をしたメルヴィという男の差さし金がねだった場合、話はまるで変わってくる。

　メルヴィがその災厄をロニーではなく、マルティージョ・ファミリーやフィーロ個人に向けた場合、とても対たい処しよできるとは思えなかったからだ。




　何より重要な事は、ロニー・スキアートという幹かん部ぶであり、マルティージョの最高戦せん力りよくである男が、戦せん線せんから離り脱だつしてしまったという現実だ。

　彼に起こったトラブルがいつ解決するのかは解わからない。

　しかし、マイザーは知っている。

　このマルティージョ・ファミリーは、ロニーの能力だけを頼り、彼におもねっているような組織ではないという事を。

　例え悪魔がおらずとも、自分が持ち込んでしまった『不ふ死し』の力が無くとも、マルティージョはマルティージョであり続けるだろう。

　マイザーは、そう確かく信しんしていた。

　モルサ・マルティージョと彼が選んだカモッリスタ達には、その力がある。

　だからこそ、人と関わる事を避けていた自分が、その信しん念ねんを曲げてまでこの組織に身を置いたのだという事を思い出しながら──

　マルティージョ・ファミリーの出納係コンタユオーロであるマイザーは、静かに決意した。

　弟に良く似た顔の男がいようと、関係ない。

　不死の力を得た錬れん金きん術じゆつ師しのマイザーではなく、マルティージョ・ファミリーの矛ほことして、あるいは盾たてとして、惑まどい無くこの戦いに挑いどもうと。




　マイザーだけではない。

　ロニー・スキアートの不ふ在ざいは、幹部達たちに動どう揺ようを与えたが──

　それは逆に、マルティージョ・ファミリーの基き盤ばんをより強く固める結果となった。

　同時に、ロニーがいなくなった事で、多くの者が予よ感かんする。

　抗こう争そうになるにしろならぬにしろ、最大の山やま場ばは、『ラーズランス』のカジノパーティーになるであろうという事を。




　そして、彼らは鉄てつ火か場ばに向かう覚かく悟ごを決める。

　自分達の運うん命めいをチップとして。

　ただ、『ファミリーを護まもる』という名めい誉よだけをその右手に摑つかみ取る為ために。













十九章　曲くせ者もの達は躊躇ためらわない







某ぼう日じつ深夜　リトルイタリー




　マルベリー通りから少し外れた場所に位置する、一いつ軒けんのジャズホール。

　マルティージョ・ファミリーと並ぶ小規模組織、ガンドール・ファミリーの事務所である。

　イタリア語で『勇ゆう者しや』を意味する『coraggioso』という名を冠かんしたその店の地下には、確かに勇者というに相応ふさわしい強さを持った者達が集まっていた。

　ただし、人じん格かく的には、勇者のイメージとは遥かにかけ離れた者達だったのだが。




「で、アミーゴ。今日きよう集まる人って、これで全員なの？」

　やや男だん装そう的なサルーンガールの衣い装しようを纏まとい、腰に二ふた振ふりの日本刀とうをぶら下げている女が、ケラリと笑いながら口を開いた。

　アミーゴと呼ばれた男──ラック・ガンドールは、淡たん々たんと答える。

「もう一人来る予定ですが、遅れるそうですので、先に説明を始めましょう」

　そう言って、ラックは事務所の広ひろ間ま内ないを見渡した。

　中央にビリヤード台が置かれている、普ふ段だんはファミリーの人間御ご用よう達たしとなっている区く画かく。

　複数の人間がそのビリヤード台を取り囲む形で存在しており、何やら奇き妙みような雰ふん囲い気きを事務所内に作り出していた。

　遠とお巻まきにガンドールの構こう成せい員いん達たちがチラチラと視線を向けてくるが、ラックはそれも当然だろうと、集まった面子メンツの異常さを再さい認にん識しきする。

　ラックの左隣どなりには、二人の兄、キース・ガンドールとベルガ・ガンドールが座っていた。キースは相変わらず沈ちん黙もくしたまま手の中でトランプを弄もてあそんでおり、ベルガは空気を読まずに一人で飲み食いを続けていた。

　些いささか目立つ兄あに達たちではあるものの、それだけならばいつも通りの光こう景けいであり、部ぶ下か達も気にする事はない。だが、今日きよう集まっている『客』達は、兄よりも遥かに奇き異いな特とく徴ちようを持っていた。

　堅かた気ぎの空気は殆ほとんど感じられない。

　何しろ彼らは、ラーズランスでのカジノパーティーに備え、ガンドールが『即そく戦せん力りよく』として集めた殺し屋達なのだから。




　まずは、組織お抱えの用よう心じん棒ぼうであるマリア・バルセリート。

　普段は酒さか場ばでサルーンガールとして剣けん舞ぶを披ひ露ろうしているが、女性の身でありながら日本刀とうの扱いに長たけており、ガンドール内でも指ゆび折おりの実力を持ち合わせている『剣けん客かく』だ。

『ムラサーミァ』に『コチーテ』と呼んでいる日本刀を操あやつり、狭い空間でならば銃じゆうを持った複数のギャングにも引けを取らない強つわ者ものである。

　そんな異常な身しん体たい能力を持った彼女と時とき折おり睨にらみ合っているのが、自じ称しよう『ガンマイスター』であるラズ・スミスだ。

　室内だというのに厚いコートを羽は織おったままだが、ラックは知っている。

　彼のコートの内側には数十丁ちようの様さま々ざまな銃が仕込まれており、その銃を無む数すうに操る事ができるとの事だ。

　ラックはスミスの実力をよく知らないのだが、彼がマリアと殺し合っているのを部下達が目もく撃げきした事があるらしく、その評ひよう価かを参考にして声をかけたのである。

　ただ、不ふ安あん要素は一つある。

　彼を雇やとった所、何な故ぜか15歳さい前後といった年とし頃ごろの少年がついてきたのだ。

　集まった面子の中で唯ゆい一いつ堅気の色を漂わせていて、嫌いやでも目を引いている。

　だが、目を引いた後に、別の意味で注目される事となった。

　スミスの横に立つ少年を遠とお目めに見て、ガンドール・ファミリーの構成員が囁ささやき合う。




「……なあ、あの小こ僧ぞう、あいつじゃねえか？　前、うちに来た新聞記き者しやと揉もめてた……」

「アイスピックの時のあれか？」

「ああ、そういや、あの馬ば鹿かってどうしたんだっけか」

「取りあえず床ゆか下したに埋めてある筈はずだ。チックが新しい拷ごう問もんを思いついた時に実験するとか言ってたな……」




　ラックにそうした囁ささやき声は届いていないが、少年の事は、事じ前ぜんに別の部ぶ下かから聞いていた。

　件くだんの少年が、かつてガンドールと不ふ死し者しやに纏まつわる、とある連続殺さつ人じん事件に絡からんでいた人物だという事を。

　一いつ体たい何な故ぜスミスと行動を共にしているのかは解わからないが、スミスが『こいつは俺おれの世界に片かた足あしを踏み入れた弟で子しで、助手だ』と言い張るので、仕方なく同席させている。

　スミスがまともな人間ではないというのは解っていたが、果たして、少年を連れ歩くような殺し屋を信用して良いものだろうか。

　そんな疑問が頭を過よぎるが、ラックはとりあえず様よう子すを見る事にする。

　もっとも、ラズ・スミスを雇やとったのはもののついでであり──

　ガンドール三兄弟の本ほん命めいは、睨にらみ合うマリアとスミスの間で、酒の匂においをまき散らしている一人の老ろう人じんだった。

　アルキンスと呼ばれているが、本ほん名みようかどうかは定かでは無く、ラズにはアルコール中ちゆう毒どく者しやを意味する『アルキー』という渾あだ名なで呼ばれている。

　年ねん齢れいも50代後半から60歳さい前半といった所であり、酒でくたびれた雰ふん囲い気きは彼を更さらに老ふけているように見せ、周りからはすっかり老人と評されているような男だ。

　しかしながら、ラックを始め、ガンドール兄弟はその老人の事を高く評ひよう価かしている。

　彼はれっきとした殺し屋であり、その実力はクレア・スタンフィールドにも一いち目もく置おかせる程ほどだった。

　普ふ段だんは単なる酔よっ払ぱらいにしか見えず、殺し屋とは到とう底てい思えない。しかし実力を知っている者からすれば、そうした風ふう体ていも、周囲を欺あざむく為ための演技に思えてくる。

　その証しよう拠こに、彼は常に酔っているものの、強い酒のボトルを何本空あけようが、完全に酔いつぶれる気け配はいは微み塵じんも見られなかった。

「……すまんな、お嬢じようちゃん、酒じゃ。酒をくれんか。アルコールならなんでもいい」

「今、お持ちします」

　給きゆう仕じとして手伝いに入っていた女性──イーディスは、集まった面子メンツに緊きん張ちようしながらも、滞とどこおりなく仕事をこなしていく。

　ロイ・マードックの恋人であるイーディスは、ロイの借しやつ金きんを返す手伝いとして、ガンドールからこうした給仕的仕し事ごとをよく回されていた。

　今日きようの給きゆう金きんがいつもより幾いく分ぶん高い理由を、彼女は現在、身をもって感じている。

　集まった面めん々めんは一ひと癖くせも二ふた癖くせもあり、少なくとも、真まっ当とうな職についているようには見えない。

　それでも、彼女は気き丈じように振るまい、堅かた気ぎの者達と接するのと同じ態度で、冷静に給きゆう仕じとしての仕事を続けている。

　この時、イーディスは気付いていなかった。

　広ひろ間まに集まった来らい客きやくのうち三人が、自分とロイが巻き込まれた『抗こう争そう』に深く関わっていた面子メンツであると。

　マリア、スミス、アルキンス。

　この殺し屋達たちとガンドール三兄弟は初しよ対たい面めんではない。

　かつてはルノラータ・ファミリーの刺けん客かくとして三兄弟の命を狙ねらった身の上だ。

　雇やとい入れるには危険だが、だからこそコントロールしやすいとラックは考えている。

　目もつ下か、最大の脅きよう威いはルノラータ・ファミリーだ。

　ルノラータの基本戦せん力りよくだけではなく、『不ふ死し者しや』と思おぼしきメルヴィという男の存在も不ぶ気き味みである。

　そんなルノラータからすれば、一いち度ど自分達が雇った殺し屋達が、かつてのターゲットであるガンドールの手て駒ごまとして動いているのを見て思う事だろう。

『雇い主ぬしを簡単に変える連れん中ちゆうは、やはり信用ならない』と。

　逆に言えば、ラズやアルキンスが仮に裏うら切ぎろうとしても、ルノラータは簡単に信用しないだろう。そういう意味もあり、向こうへの牽けん制せいをかねて彼らを引き入れたのだが──

　どう動くか解わからない、不ふ確かく定てい要素となる人間が二人付いてくる結果となった。

　その『不確定要素』の男達は、広間の一番奥おくにある席に座っている。

　一人は鉄の義ぎ手しゆをテーブルの上に置きながらラック達を横よこ目めに見ており、もう一人の男は、自分で作り上げたトランプタワーを前にして、手にした巨きよ大だいなレンチを空中にフラフラさせていた。

　すると、不ふ意いにレンチを持った作業着ぎの男──グラハム・スペクターが声をあげる。

「悲しい……悲しい話をしよう……。俺おれは今、トランプを慎しん重ちように組み上げ、五段のタワーを作ったわけだが……。このトランプタワーの正しい解かい体たいの仕方とはなんだ!?　どうすればいいんだ!?　上から一枚ずつ取っていくのか？　それとも一気に崩くずすのが正しいのか!?　確かに崩せば一いつ瞬しゆんだが、それは解体ではなく破は壊かいなんじゃないのか!?」

　ワナワナと震えながらそんな事を言い出すグラハムを見て、遠とお巻まきに眺ながめていたガンドールの構こう成せい員いん達たちは眉まゆを顰ひそめた。

「おい、ラック。あのガキは何をさっきから喚わめいてんだ？」

　首を傾かしげるベルガに、ラックは額ひたいを軽く押さえながら小こ声ごえで答える。

「気にしない方がいいよ、ベル兄」

　そんな会話をしている間も、グラハムは奇き妙みような一人語がたりを続けていた。

「組み上げられたという事は、その逆もしかり。正しい解バ体ラし方がある筈はずだ……。なんという事だ……姉ねえさんに昔『組み立てられないなら、壊こわすな』とハンマーで殴なぐられた事を思い出した……解かい体たいと構こう築ちくは表ひよう裏り一体！　表おもてイズ裏だ！　『壊せないなら組み立てるな』という事でもあり、このままでは俺おれはまた姉さんに殴られてしまうが宜よろしいか！　いや、宜しくない！」

　完全に自分の世界に入ってしまっているグラハムだったが、その世界にあっさりと入り込む男がいる。

　鉄の左手を持つ男、ラッド・ルッソだ。

「だったら、表も裏もなくしちまえばいいだろう」

「なにッ！　ラッドの兄あに貴き、そんな事が可能なのか!?」

　厚い前まえ髪がみの奥で目を見開くグラハムの声を聞き、ラッドは笑いながら懐ふところに手を伸ばす。

　そして、服の裏ポケットからマッチの箱を取り出した。

「火をつけて燃やしちまえば、表も裏もへったくれもねえだろ？」

「……ッ！　それだ……！　流石さすがはラッドの兄貴！　俺が破は壊かいと解体の狭はざ間まで迷っている間に、常じよう識しきを破壊して新しい答えを出して来るとは！　兄貴はもしや神に近づこうとしているのか!?　なるほど……バベルの塔とうが雷かみなりで燃えたとするならば、神への第一歩となるこのトランプタワーは、やはり燃やしてしまうのが正しい解体方ほう法ほうなわけだな！」

　自らに訪れた歓かん喜きを表現する為ために、グラハムはラッドからマッチを受け取って、それに火を点ともそうとする。

「あの、室内で火はやめて頂いただけませんか？」

　そう言ってグラハムを窘たしなめつつ、ラックは大きな大きな溜ため息いきを吐き出した。

　ラッド・ルッソにグラハム・スペクター。

　彼らはたまたまラズやアルキンスのいた宿しゆく泊はく施し設せつにいたのだが、話を盗ぬすみ聞きしていたらしく、自分達もその『仕事』に一枚嚙かませろと言ってきたのだ。

　ラックは迷ったものの、ラッドの実力はフィーロのカジノで目にしている為ため、即そく戦せん力りよくの一人として雇やとい入れる事にしたのである。

　もっとも、性格の奔ほん放ぼうさも目にしたため、気の休まる事はないのだが。

　青い作業着ぎの男についてはラッドに勝かつ手てについてきたようなものなのだが、ガンドール幹かん部ぶのニコラが『……荒あら事ごとの腕は保ほ証しようします。ただ、それ以外は何一つ保証できない小こ僧ぞうです』と言った為、それならばラッドとそう変わるまいと、とりあえず話に加える事にした。




　結果として、実に混こん沌とんとした空気が地下に満ち溢あふれている。

　集まった面子メンツを見直して、ラックは心の中で頭を抱えた。

　異常者しやはマリアやチックで慣れているつもりだったが、これだけ集まると壮そう観かんである。

　その中で最もまともそうな人物──

　ラズの後ろにひっそりと立っている一人の少年に、キースがジロリと目を向けた。

　兄の視線の意味に気付いたラックは、小こ声ごえで説明する。

「うちの関係者だよ。ほら、例のアイスピックの件の……」

「……」

　キースはそれを聞いて少年の事を理解したようだが、続いてラックに向けられた視線には、『巻き込むつもりか？』という問いかけの意味が込められているように感じられた。

　そんな様よう子すを見ていたのか、ラッドが三兄弟に向かって声をかける。

「いいじゃねえか。一人ぐらいガキが居たってよ。話を聞こうが聞くまいが、ガキだろうが女だろうが爺じいさんだろうが、死ぬときゃ死ぬんだ」

「……」

　ジロリと睨にらみ付けるキースに、ラッドは肩を竦すくめながら言葉を続けた。

「おぉ、おぉ、おっかねえ目ぇするねぇ。同じマフィアのボスでも、俺おれの叔お父じ貴きたぁ大おお違ちがいだ。だけどな、旦だん那な。そのガキとは会ったばっかで話もしてねぇが、ただのガキじゃないぜ？」

　ラッドは、ラズの後ろに立つ少年の顔をチラリと見やる。

　少年はラッドの顔を一いつ瞬しゆん見み返かえしたが、すぐに視線をラックの方に戻した。

　目を逸そらされた事は気にせず、ラッドは少年を一方的に評ひよう価かする。

「その小こ僧ぞうの目は、一回死んだ奴やつの目だ。それに、殺す覚かく悟ごも殺される覚悟もある奴の目さ。どんな人生歩んだらそうなっちまうのか解わからねぇが、下へ手たすりゃそこの勘かん違ちがいガンマンの百倍は役に立つぞ？」

　クツクツと笑うラッドの声を聞いて、ラズ・スミスがゆっくりと椅い子すから立ち上がる。

「ほう……ついでに雇やとわれた流れ者風ふ情ぜいが、随ずい分ぶんと大きな口を叩たたくものだな……」

「おいおい、弟で子しと弟おとうと分ぶんの前だからって無む理りすんなよ？」

　あからさまに見み下くだした目で、ラッドがスミスを挑ちよう発はつした。

　弟子というのは少年、弟分とはグラハムの事だろう。

　グラハムはラッドとスミス、二人の男を兄弟分ぶんとして慕したっているようだが、スミスとラッドの相あい性しようは最さい悪あくのようだ。

　ラックはそんな分ぶん析せきをしつつ、なんと言って二人を黙だまらせようかと思し案あんしたのだが──

　件くだんの少年が音も無く前に歩み、ラッドとスミスの間に立ち塞ふさがる。

　そして、ラッドに向かってゆっくりと口を開いた。

「すみません、師し匠しようが失礼な事を言いました」

　続いて、師匠であるスミスの方に振り返り、小声で告げる。

「駄だ目めですよ、師匠。師匠の殺さつ意いは特別なんだから、こんな所で見せたら狂きよう気きの純じゆん度どが落ちますよ」

　人に聞かれたら『何を言ってるんだコイツ？』と思われそうな単たん語ごを耳みみ打うちする少年だが、その言葉の効果は劇げき的てきだった。

「……そうか。それもそうだな。いや、解わかっていた、俺おれは解っていたぞ？　単に今のは、あの無ぶ粋すいな野や蛮ばん人じんを試しただけだ」

　今にも銃じゆうを抜きそうな殺さつ気きを放っていたスミスの顔から一いつ瞬しゆんにして険けんの色が消え、何事も無かったかのように椅い子すに座り直したのである。

　少年は何事も無かったかのように一歩下がり、元の位置に戻った。

　その平へい然ぜんとした一いち連れんの態度に毒どつ気けを抜かれたのか、ラッドは肩を竦すくめて独ひとりごちる。

「やれやれ、どっちが年とし上うえなんだかわかりゃしねえな」

　これ以上スミスを相手にするのも無む駄だだとばかりに、ラッドはラックに声をかけた。

「で、これから仕事の説明をしてくれんだろ？　俺は誰だれを殺せばいい？　なんだったら、今からルノラータの屋や敷しきに乗り込んで、バルトロ・ルノラータの首を取ってきてやってもいいぜ」

　軽かる口くちのように聞こえるが、ラックは冗じよう談だんとは受け取らない。

　可能かどうかは別として、ラッド・ルッソという男は、きっかけさえあれば実際にルノラータの屋敷にも乗り込んでいくだろう。

　だが、単なる蛮ばん勇ゆうというわけではない。

　それだけの人間がこれまで生き残ってきたという事は、『何か』を持っている筈はずだ。

　単に運なのか、類たぐい希まれな計算能のう力りよくか、あるいは純じゆん粋すいに、クレアのように蛮勇を蛮勇でなくす程ほどの強さを持っているのか、それはまだ解わからない。

　──やはり、彼の取り扱いには細さい心しんの注意が必要だ。

　改めてラックはラッドという男に対する警けい戒かいを強めた。

　ラッドの持つ危険な雰ふん囲い気きには初しよ対たい面めんのキースも気付いていたようで、先せん刻こくから全く気を抜いていないのが解る。

　もっとも、長年一いつ緒しよに暮らした兄弟だからこそ解る事で、ガンドールの構こう成せい員いん達たちから見れば、キースは『常に気を張り詰めている恐ろしい人』というイメージなのだが。

　そんなキースに対して軽く頷うなずいて見せた後、ラックは大きく息を吸い込み、口を開いた。

「なるほど。それでは、ラッドさんの質問に半分答こたえる形となりますが……。場合によっては、実際に我々は命じるかもしれません。『バルトロ・ルノラータの首を獲とれ』と」

　ヒュウ、と、ラッドが口くち笛ぶえを吹く。

　遠とお巻まきに見ていたガンドールの構成員達にもその声は届いていたようで、殆ほとんどの男達が身体からだを強ばらせた。

　バルトロ・ルノラータを殺す。

　そんな事は無む謀ぼうにも程があり、万まんが一いち成功したとしても、その先に待っているのは血で血を争う殲せん滅めつ戦せんだ。

　無む言ごんのまま顔を見合わせる部ぶ下か達たちを安心させるように、ラックは言葉の続きを口にする。

「ですが、それはあくまで最さい悪あくのケースです。我々も、自分の組織の規き模ぼは理解しているつもりですし、部下の命を無む駄だにする選択はなんとしても避けたい所です」

「ほう、そりゃつまり、最悪の事じ態たいになりゃ、ルノラータに玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで突っ込むって事か？」

　からかうように言うラッドに、ラックは無表情のまま答えた。

「いいえ、玉砕覚悟など論ろん外がいですよ」

「？」

「やるからには、完かん膚ぷなきまでにルノラータを叩たたき潰つぶすつもりですよ。負けるつもりでルノラータに喧けん嘩かを売るなど、最悪以い下かです。選択肢しに加える必要もない」

　淡たん々たんと紡つむがれる言葉に、スミスが問う。

「勝てるつもりでいるのか？　まさか、グスターヴォ程てい度どの奴やつをルノラータの全てと思っているわけではないだろうな？」

　かつて自分の雇やとい主ぬしであったルノラータ幹かん部ぶの名前を出すスミスに、ラックは言った。

「ですから、勝つ算さん段だんが付くまでは手を出さないという事ですよ。つまりスミスさんはこうおっしゃりたいんですか？　自分が味み方かたについたとしても、ルノラータには勝ち目が無いと？」

「……ッ！」

「私は、その最悪の事態に陥おちいった時、ルノラータとも戦える面子メンツとして貴方あなたがたに声をかけたつもりなのですがね……」

　肩を竦すくめるラックに、スミスは帽ぼう子しを深く被かぶり直しながら首を横に振った。

「確かに。勝ち目はないかもしれない。認めようじゃないか。自分の弱さをな。そう、殺し屋に必要なのは謙けん虚きよさだ。だが、その謙虚さを持ちながら、敢あえて強大な敵に挑いどむのも俺達に課せられた宿しゆく命めいというものだろう……」

　それを聞いて、ラッドが眉まゆを顰ひそめながら独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「こいつ、昔より馬ば鹿かになってねぇか……？」

　彼の声はスミスの耳には入っていなかったようで、スミスは弟で子しに「流石さすがです、師し匠しよう」と言われて上じよう機き嫌げんだ。

　もっとも、その弟子の表情は冷め切っていて、賞しよう賛さんの言葉も棒ぼう読よみに近かったのだが、スミスは特に気付いていない。

「話を進めて宜よろしいですか」

　ラックは咳せき払ばらいをして、本ほん題だいを続ける。

「正直な話、誰だれが敵になるかは解わかりません。私達が今後巻まき込まれる可能性せいのあるトラブルには、様さま々ざまな組織が絡からんでくる可能性があります。私達の立場上じよう、ただでさえ警察や捜そう査さ局きよくを敵に回していますし……場合によっては、ヒューイ・ラフォレットというテロリストや、他のマフィア組織を敵に回す事も考えられます」

　ヒューイ・ラフォレット。

　その名前が出た瞬しゆん間かん、ラッドの笑えみが僅わずかに歪ゆがんだ。

　しかし、それに気付いたのはキースとアルキンス、そしてスミスの弟で子しの少年のみで、説明を続けていたラックは見み逃のがしてしまっていた。

「こうして貴方あなたがたを雇やとい入れようとしているのは、誰だれが敵になってもいいように、です。さて、ここで確かく認にんしておきますが、状況によっては寝ているだけで終わるかもしれませんし、大おお手てマフィアを敵に回して命を何度も張って頂いただく事になるかもしれません。それこそギャンブルめいた仕事になりますが、お引き受け戴いただくという形で宜よろしいですか」

「つまり、出たとこ勝負って事か」

　笑いながら肩を竦すくめるラッド。

　ラックは、否定も肯こう定ていもせず、淡たん々たんと仕事の説明を続けた。

「敵が誰なのか、それは我々が状況に応じて見定めます。貴方がたには、どこの誰が敵になっても、その時に確実に仕事をこなして頂きたい。私が求めるのはそれだけですよ」

「誰が敵になっても、か」

　そこで、ラッドの笑えみの質が変わる。

「それは、あんたのお友達のフィーロ・プロシェンツォも含めてか？」

　意い地じの悪い問いかけ。

　しかし、ラックは間かん髪はつ入いれずにあっさりと言い切った。

「当然です」

　だが、彼の目に冷たい感情は感じられない。

　ファミリーの為ためならば家族同どう然ぜんだった幼おさな馴な染じみを切り捨てる事も厭いとわない。

　しかし、その一方でフィーロという人間は敵に回らないだろうという確かく信しんを持っている。

　そんな、相手への信頼とファミリーへの責せき務むを両立させた、強い意い志しの光がその淡々とした一ひと言ことに籠こめられていた。

「ほお、いいねぇ、いいねぇ！　そういう割り切り方、嫌きらいじゃないぜ」

　ラッドはクツクツと笑いながら、更さらに言う。

「面白ぇな。ニューヨークって奴やつぁ。ここの何倍もでかい組織だったルッソ・ファミリーは退たい屈くつで退屈で仕方なかったが、ここならちっとは楽しませて貰もらえそうだ」

「ハメを外して貰っては困りますよ。フィーロ・プロシェンツォと貴方が同じ立場だったら、我々はマルティージョに対する友ゆう好こう関係と、昔むかし馴染みへの情を優ゆう先せんさせる事をお忘れ無く」

「はッ、正直な野や郎ろうだ」

　口くち元もとを歪ゆがめ、ラッドはガンドール三兄弟に言い放った。

「そこまでぶっちゃけられちゃ、俺の方も一つハッキリさせとかねぇとな」

「なんの話です？」

「あのクレアだかフェリックスだかいう赤あか毛げ野や郎ろうも、お前のお友達なんだろ」

　その瞬しゆん間かん──

　部屋の中の空気が、明確に変化する。

　誰だれも口には出さなかったが、スミスの弟で子しを除いた全ての人間が、クレア、そしてフェリックスという固こ有ゆう名詞を聞いて、一人の殺し屋を思い浮かべたからだ。

　殺し屋、『葡萄酒ヴイーノ』。

　アルキンスやスミス、マリアのようなフリーの殺し屋にとって、知らぬ者はいないビッグネームだ。

　殺し屋であるにも関わらず名を知られており、尚なおかつ逮たい捕ほも報ほう復ふくもされずに生き延びている。その事実だけを見ても、裏うら社会でもかなり特異な存在だと言えるだろう。

「……ええ、まあ」

　そこで、ラックは改めて思い出す。

　ラッドがフィーロのカジノで暴あばれた際、メルヴィという男のみならず、変へん装そうを解いたクレアにも特別な敵てき意いを剝むき出しにしていた事を。

　──やはり、そこに触れてきましたか。

　何しろ、破は壊かいされたカジノ台の一部を投げつける程ほどであり、ラックの目には殺さつ意いすら通り越した敵意を抱いているように感じられた。

「そういえば、彼に何かされたような事をおっしゃってましたね。貴方あなたと、身み内うちのお嬢じようさんが」

「なんだっていいさ。結果は変わらねえんだからな。あの赤毛野郎は、チャンスがあれば真まっ先さきに殺すぜ。いや、チャンスなんざ無くても縊くびり殺す。それが、今の俺おれの生きがいの一つだからなぁ」

「……」

「あぁ？　おいラック、こいつ、クレアとなんかあったのか？」

　無む言ごんのままのキースと、首を傾かしげるベルガがラックに視線を向けた。

　当のラックは、この件をどう扱ったものかと思し案あんする。クレアは友人であり同じアパートで育った家族同どう然ぜんの間あいだ柄がらではあるが、ガンドール・ファミリーの一員というわけではない。

　あくまでも今集まっているラッドやスミスと同じようなフリーランスであり、実際、彼は現在メルヴィのボディガードとして雇やとわれている身の上だ。

「なんの因いん縁ねんがあるのかは、特に聞きません。彼も殺し屋だった身です。恨うらみなどいくらでも買うでしょうし、彼が自分で買った恨みから、我々が護まもる理由もありません」

　目を僅わずかに伏せ、ラックはそう断だん言げんする。

「ただし、雇い主ぬしとして言わせて貰もらうなら、彼に殺さつ意いを向ける事はお勧すすめしませんが」

「そいつは、なけなしの友情って奴やつか？」

「まさか。困るんですよ。こちらの戦力が減ると」
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　ラックは、冷静なままそう言い切った。

　彼の言葉には、明確な意い図とが籠こめられている。

『お前達ではクレアに勝てない』と。

　この物もの言いいに、マリアが声をあげる。

「勝てるよ！　今なら絶対勝かてるってば！　なに？　アイツって今度は敵なの？　アイツと戦っていいなら今度はちゃんと殺せるよ！　私、ちゃんと斬きれるよ、アミー……」

　対するラックは、視線すら向けずにピシャリと言葉を遮さえぎった。

「マリアさんはお静かに」

「だって」

「だって、じゃありません。意い気き込ごみだけで勝てる相手ではないというのは、実際に斬り結んだ時の事を思い出せば解わかるでしょう？」

　雇やとい主ぬしの言葉に、マリアは尚なおも何か言い返そうとしたが──

　それに先んじる形で、ラッドが口を開く。

「そりゃ、俺おれに対しても言ってるのか？」

　ラッドの声にやや重みが籠もるが、ラックは敢あえて引かずに、雇い主としてハッキリと言い放った。

「私は、貴方あなた達と彼がカジノで争っている瞬しゆん間かんをこの目で見ています。一いつ瞬しゆんとはいえ、手玉に取られていたようにしか見えませんでしたが？」

　淡たん々たんとした事実を突きつけられたラッドは、ギリ、と歯を軋きしませ、笑う。

「……やれやれ、随ずい分ぶんと軽く見られたもんだな。まあ、フィーロのカジノで殺しそこねちまったのは事実だから、何を言われても仕方ねえがな。だが、どう思おうが、あいつは俺おれが殺す」

　そして、マリアやスミス、アルキンスを見回し、彼らに向けて宣せん言げんした。

「他の連れん中ちゆうもあの赤あか毛げに因いん縁ねんがあるようだが、邪じや魔まするなら手前てめえらから潰つぶすぜ」

　するとベルガが、鼻で笑いながら口を挟んで来た。

「はッ！　手前みてえなゴロツキが、クレアの野や郎ろうに勝てるわけねえだろうが！」

「あー……そこのデカブツは、俺の事を知らないらしいな」

「あぁ？」

　デカブツと言われたベルガが笑えみを消し、ラッドも僅わずかに目を細め、立ち上がろうとする。

　ラックが二人を制しようとした次の瞬しゆん間かん、グラハムがラッドの肩を巨きよ大だいなレンチでつついた。

「待て、ラッドの兄あに貴き。俺達は確かにゴロツキだから、ベルガ・ガンドールの言う事は合ってるぞ。初しよ対たい面めんのラッドの兄貴の事を正確に表現できるとは、もしかしたら俺達の事を良く知ってる……つまりあれだ、ファン……そう、ベルガ・ガンドールはもしかして俺達のファンなんじゃないか!?」

　この世を終わらせる方法を思いついたとでも言わんばかりに目を見開くグラハムを見て、ラッドは肩を竦すくめて再び座る。

　ベルガも怒りを爆ばく発はつさせるタイミングを逸いつし、混乱しながらラックに問いかけた。

「……おい、ラック。大だい丈じよう夫ぶなのかこいつら」

「少なくとも、青い作業着ぎの彼の実力に関しては、ニコラさんのお墨すみ付つきです」

　すると、グラハムがテンション高く叫び出す。

「ニコラか、懐なつかしい……懐かしい話をしよう！　最近奴やつと決けつ闘とうをしていない！　あの壮そう絶ぜつな一勝六敗の日々を思い出すと、血ち湧わき肉にく踊おどり骨になっても踊り続けそうだが、想そう像ぞうしたら怖こわいな！　骨になっても踊ってる奴がいたら、恐きよう怖ふのあまり思わずそいつの関かん節せつを全て外してしまうかもしれない！」

「……おい、ラック。大丈夫なのかこいつら」

　先せん刻こくと全く同じ言葉で尋たずねるベルガ。ただし、その目は更さらに訝いぶかしげになっている。

　ラックは大きな溜ため息いきを吐いた後、半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「多分ね」

　そして、誤ご魔ま化かすようにベルガに小こ声ごえで言う。

「……ベル兄にいこそ、スミスと揉もめるのは勘かん弁べんだよ」

　スミスが、時とき折おりベルガに向けて怯おびえと怒りが入り交じったような視線を向けている事にラックは気付いていた。

　彼の顔面にある大きな傷をつけたのがベルガだという事を考えれば、それも当然だろう。

　しかし、当のベルガは首を傾かしげ、スミスを見ながら言った。

「ん？　あいつ、誰だれだっけか？」

「……いや、まあ、後で説明するよ」

　現在の自分を取り巻く状況のややこしさを再さい認にん識しきし、ラックは改めて大きな溜ため息いきを吐き出しそうになり、慌あわててそれを喉のどの奥へと押し込んだ。

　雇やとい主ぬしであるとは言え、彼らに弱みを見せるのは得とく策さくではない。

　いつ、誰が気まぐれで雇い主を裏うら切ぎってもおかしくはない。ここに集まっている面子メンツは、得えてしてそういう者達なのだから。




　それから数十分。

　今後の動きや報ほう酬しゆうの話などを説明した所で、部ぶ下かの一人が階段から降りてきた。

「失礼します。ボス、客が来ました」

　部下に耳みみ打うちをされたラックは、軽く頷うなずいて部下に命じる。

「解わかりました。ここに案内して下さい」

　ラックは、階かい上じように客を呼びに行く部下を見送った後、ラッド達に告げる。

「解かい散さんする前に顔合わせができて良かった」

「ああ？　さっき言ってた、最後の一人、って奴やつか？」

「ええ。少々、忙いそがしい身の上の方でしてね」

　次の瞬しゆん間かん、階段の上の方から物もの静しずかな足音が響ひびいてくる。

　ガンドールのマフィア達と、給きゆう仕じをしていたイーディス。殺し屋やその弟で子し。更さらにはノリでついてきた解かい体たい屋やなど、様さま々ざまな人間達の視線が階段へと注そそがれる。




　そして、皆の注目のなか、階上から現れたのは────
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数日後ご　夕刻




　ルノラータ・ファミリーが管理する別べつ荘そう。

　郊こう外がいにある別荘とは言え、その敷しき地ちは別荘というにはあまりにも広大であり、ちょっとした宮きゆう廷ていと呼ぶに相応ふさわしかった。

　そんな広い庭の片かた隅すみに、やや場ば違ちがいなものが存在している。

　小さなサーカスや見み世せ物もの小ご屋やの興こう業ぎように使われるような、巨きよ大だいなテントだ。

　サーカスのように派は手でな色合いはしていないが、ちょっとした平ひら屋やほどの大きさであり、モダンな屋や敷しきと比べて些いささかアンバランスに感じられる。

　そんなテントの中に、若い男と一人の少年が立っていた。

　少年──バルトロ・ルノラータの孫まごであるカルツェリオは、横に立つ赤あか毛げの男と無む邪じや気きな調子で会話を続けている。

　もっとも、会話の内容は無邪気とは程ほど遠とおいものだったのだが。

「へえ、血だまりがワインみたいだから『葡萄酒ヴイーノ』なんて呼ばれてたんですね」

「まあ、今いま思うと若わか気げの至りというか、心配性しようだったんだな、やっぱり。ハッキリ死んでるって解わかるまでやらないと安心できなかったっていうかな……。そう、殺し屋として完かん璧ぺきな仕事を自分に求めすぎたのかもしれないな」

「殺し屋って、お金はたくさん儲もうかるんですか？」

「金？　金か……。俺は割と稼かせいだけど、命がけでやってる割には稼ぎが少ない奴やつとかもいたしな。まあ、ピンキリだろ、ピンキリ」

　殺し屋という職業について、あまりにも開けっぴろげに語る赤毛の男──フェリックス・ウォーケン。

　あるいは、『元もと』クレア・スタンフィールド。

　旧きゆう知ちの間あいだ柄がらであるガンドール三兄弟の元に、自分と因いん縁ねんのある殺し屋達たちが集しゆう結けつしたという事を知らぬまま──仕事が終わった後の休きゆう息そくを楽しんでいた。

　彼と話している少年は、クレアの話を信じているのかいないのか、目を輝かせて彼の話に聞き入っている。

「で、なんだ、カッツェは殺し屋になりたいのか？」

「いえ、僕は……まだ、何になりたいか解らないんです。だから、色々なお仕事の話を聞きたいと思って！」

「そうか、いい心掛けだな。バランスを取って、今度は医い者しやの話でも聞くといい。人を助ける仕事もいいものらしいぞ。褒ほめられるしな」

「はい！」

　カッツェという愛あい称しようで呼ばれる10代前半の少年は、ピカレスク小説の世界に憧あこがれているわけでもなく、ただ単純に、自分の知らない世界の話を聞いているのが楽しいといった無邪気な表情をしていた。

　恐らくは、クレアが殺し屋ではなく車しや掌しようやサーカスの一員として働いていた時の話をしたとしても、同じようにその目を輝かせていた事だろう。

　人の生き死に、さらには犯はん罪ざいに踏み込んだ話をしても、目を輝かせ続けるカッツェは、確かに異常と言えるかもしれない。

　もっとも、そんな少年に朗ろう々ろうと殺し屋という世界について、しかもかなり偏かたよった情報を教え続けるクレアも充分に異常と言えるのだが。




　会話が一いち段だん落らくした所で、クレアの方からカッツェに一つ問いかけた。

「で、例のパーティーの日、クッキーも連れて行くのか？」

　クレアの視線は、テントの奥に注そそがれている。

「はい！　ホテル横の広場にテントを張って、チャーリーには玉たま乗のりをしてもらおうかなって」

「ああ、玉乗り、得とく意いだったもんな。でも、こいつの名前は、チャーリーじゃなくてクッキーだぞ？」

「チャーリーの方がかっこいいですよ」

「クッキーの方がカワイイぞ？」

　カッツェとクレアは、暫しばし無む表情で顔を合わせ、二人同どう時じに笑い出した。

「じゃあ、間を取って、チャーリー・クッキーで」

「略してチャッキーだな」

　そんな事を言いながら微笑ほほえみ合う二人。

　無む邪じや気きながらもしっかりした少年と、心が幼いまま完成された大人おとな。

　ある意味で精神年ねん齢れいが似に通かよっている二人は馬が合うのか、楽しそうに話題の本ほん人にんへと声を掛けた。

「それじゃあ、チャーリー。また夕ご飯はんの時にね！」

「まあ、本当に元気そうで良かったよ、クッキー」

　声を掛けられたモノ──

　テントの奥でトラックのタイヤを引き裂さいて遊んでいた巨きよ大だいな獣けものは、首を傾かしげながら舌したを出し、嬉うれしそうに一ひと声こえ鳴いた。

　もっともそれは、『彼』を知らない者からすれば、命の危き機きを感じさせる咆ほう吼こうにしか聞こえなかったのだが。
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ルノラータ別べつ荘そう内ない




「……」

　その『咆吼』を耳にした数人の男達が、ビクリと身を震わせる。

「チッ……あのバケモンの声か……」

　彼らは冷ひや汗あせを搔かきながら、小さなテーブルを囲んで興きようじていたポーカーを再開した。

「カルツェリオ坊ぼつちゃんも、よくあんなのを手て懐なずけたもんだな……」

「そんな事より、あのメルヴィって小こ僧ぞう、いつ始し末まつする」

「タイミングを見み計はからえ。あの赤あか毛げのボディーガード、思ったより隙すきがねぇ」

　彼らはカルロッタという名の女ディーラーのシンパであり、突とつ然ぜん現れて彼女から要よう職しよくを奪うばい取ったメルヴィを快く思っていない者達だ。

　シ同ン調パ者とはいうものの、それは彼らが勝かつ手てにそう思っているだけで、カルロッタ本ほん人にんはメルヴィに憎にくしみを抱いている素そ振ぶりはない。

　あるいは裏で思う所があるのかもしれないが、それを表おもてに出すような真ま似ねはしていなかった。

　だが、なまじ彼女に対して盲もう目もく的てきだからこそ、彼女があえて事を荒あら立だてていないという現実が見えていないのだろう。

　ついでに言うならば、カルロッタは自分を信しん奉ぼうする男達の事をなんとも思っていないという現実も、彼らには見えていない。見ようとすらしていなかった。

　そんな彼らは、メルヴィを物理的にも社会的にも排はい除じよしようと計画する。

　個人で行動している時、彼は妙みような動きが多い。

　単たん身しんでガンドール・ファミリーに乗り込んだり、彼と同じ家か名めいを持つ『ドルメンテル家』の人間達たちと接せつ触しよくしている証しよう拠こも摑つかんだ。

　それを元に、周囲に悪あく評ひようを流して追い落とすという手もあったのだが──彼らはより直接的な方法を模も索さくしている。

　つまり、彼が他のマフィアから送り込まれたスパイであるという罪つみをでっちあげ、直接メルヴィを殺さつ害がいしようとしていたのだ。

「噂うわさじゃ、女を囲ってるらしいぜ」

「……女だぁ？」

「あぁ、情報屋やから聞いた噂話ばなしさ。金はかかったがな」

「……そりゃ、使えるネタかもな。どこの屋や敷しきだ？」

　重要な情報だと、リーダー格の男が身を乗り出す。

　だが、その情報を持ち込んだ男は、小さく首を振った。

「いや、屋敷じゃない」

「あぁ？」

「俺おれらには、簡単にゃ乗り込めない場所だが……その分、後あと始し末まつはしやすい所さ」
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某ぼう所しよ




「……」

　エニスは、部屋の中で思し案あんしていた。

　自分にできる事は何もないのだろうか。

　しかし、もう何日も経過しているが、答えは簡単には出てこない。

　現在、彼女の手て足あしは拘こう束そくされておらず、部屋の中だけならば自由に行き来する事ができた。

　部屋にはバスルームやトイレまでついておりちょっとしたホテルの一等客きやく室しつのようだったが、部屋の外では大おお柄がらな男達たちが24時間交こう代たいで入口を見み張はっており、軟なん禁きんされているという事実には変わりない。

　もっとも、男達は真の障しよう害がいではなかった。

　ここから逃げる事を試みれば、メルヴィは無む関係な人間を殺すと言っている。

　その言葉一つが、エニスの中で大きな枷かせとなっていた。

　しかし、こうして捕つかまっているだけでも、フィーロをはじめとする皆に多た大だいな迷めい惑わくをかけてしまっている。

　──『蜂の巣アルヴエアーレ』にも客として人を送り込んでいたと言っていた。

　──全ぜん然ぜん気が付かなかった……。

　エニスはふと、攫さらわれる前に『蜂の巣アルヴエアーレ』店内で出会った一人の子供を思い出す。

　レイルと名乗っていた顔面に奇き妙みような傷を負ったその子供は、自分の事を『セラードに似ていない』と言っていた。

　だが、あの子供はスパイではないように思える。

　直接的に関わってきた事といい、その後に現れたクリストファーとの会話といい、恐らくは、別べつ口くちの『不ふ死し』関係者だったのだろう。

　だが、その意味をもっと強く考えておくべきだった。

　この町で、何か不死絡がらみの事件が起こりそうだと気付いていたならば、このような事じ態たいには陥おちいっていなかったかもしれない。

　──もっと、私が強く警けい戒かいしていれば。

　改めて自分の弱さを思い知るが、やはり自分にできる事が思い浮かばなかった。

　正確に言うならば、一つだけ思い浮かんではいる。

　だが、それを実行する事は、様さま々ざまな意味で困こん難なんに思えた。

　──もしもあの男が不死者しやだというのなら……。

　──私がこの手で……あの男を……。

　自然と、視線が自らの右手に落ちる。

　同時に初めて他ひ人とを『喰った』時の記き憶おくが蘇よみがえり、背中に冷たい汗あせが滲にじみ出した。

　このトラウマを抱えながら、自分は再び人を『喰う』事ができるのだろうか？

　それ以前に、このような不ふ安定な精せい神しん状態で、あのメルヴィという男の頭に右手を乗のせる事ができるとは思えなかった。

　あの男は、単なる自信家かではない。

　セラード・クェーツ本ほん人にんを相手にする時と同じか、それ以上の警けい戒かいをすべき相手な気がしてならなかった。




　エニスがそんな事を考えていると、不ふ意いに部屋の扉とびらがノックされる。

　そして、返事する間もなく扉が開かれた。

「残念だな。着き替がえの最さい中ちゆうじゃなかったようだ」

　下げ卑びた冗じよう談だんを言いながら現れたメルヴィだが、実際にエニスを性的な目で見ている様よう子すはない。それこそ、道具か実じつ験けん動物でも見るような目で彼女の事を睨ねめ付けている。

「さて、そろそろ、答えは出たかな？」

　答えと言うのは、地下倉そう庫こで交わされた問もん答どうについてだろう。

「改めて聞くぞ。大だい事じな問いだ。俺おれにとっても。お前の今後にとってもな」

　エニスの身しん体たい能力は警戒しているのか、一定の距離を空あけたまま問いかけるメルヴィ。

「どうだ？　お前は、喰う前の『お前』のままか？　胸を張って、同じ人じん格かくを……言い方はなんだが、『魂たましい』が残っていると言えるか？」

　一いち字じ一いつ句く違たがう事なく、彼は地下倉庫で相あい対たいした時と同じ言葉を吐き出した。

　それに対し、数日前まえは何も答える事ができなかったエニスだが──

　今は、彼女なりの答えを導き出していた。

「魂というものの定てい義ぎを、私は持っていませんでした。ですが、私があの錬れん金きん術じゆつ師しを右手に吸収する前と後では、確かに私は違う存在になったと言えるでしょう」

「へえ、認めるのか。それまでの自分は死んだ、と」

「そうかもしれません。ですが、昨日きのうの私と、今の私も別の存在です」

「……？」

　薄く笑いながら首を傾かしげるメルヴィに、エニスは淡たん々たんと語り続ける。

「人が変わるのは、知ち識しきと経験、そして成した結果の積み重ねです。そして、人の魂や心などというものを観かん測そくするのは、自分ではなく、他人でしょう。誰だれからも観測されなければ、世界からすれば死んでいる事と差はありません」

「何が言いたい？」

「私は、錬金術師を右手で吸収した事で、『知識』により世界と繫つながりを得る事ができました。ですが、本当の意味で私が世界と繫がったのは……セラードが死んだあの日、多くの人々と出会う事ができたから……世界が広がった時からです」

「……」

　黙だまり込むメルヴィに、エニスはただ、淡々と自分の『答え』を語り続ける。

「孤こ独どくでも人は変わるでしょう。ですが、それは、孤独じゃない状態を知っているからではないかと考えます。生命の定てい義ぎとは別に、『魂たましい』という曖あい昧まいなものを私なりに考えるならば、私は、そうした世界と繫つながる無む数すうの糸こそが、私の『魂』と呼べるものなのではないでしょうか」

　あえて『人間の魂』ではなく、『私の魂』と言うエニス。

　彼女にとっては、まだ、自分を『人間』だとは割り切れていないのだろう。

　メルヴィはその意い図とに気付いているのかいないのか、何も言わぬまま彼女の言葉の続きを待った。

「私を私たらしめているものは、私の存在を認めてくれている人達です。そうした人達と出会い続ける事で、私という存在は別べつ個この物へと変化していくのでしょう」

「それは……随ずい分ぶんと都つ合ごうのいい考えだな。罪つみを知らなかった頃ころの自分とは別人だから、自分が許されるとでも思っているのか？」

「いいえ。私がした事の『結果』は、既すでに世界と繫がっています。もしも、私が吸収した錬れん金きん術じゆつ師しと繫がりを持つ人が私を殺人者しやと糾きゆう弾だんしたのならば、私には返す言葉がありません」

「……」

　メルヴィは、表情に薄い笑えみを貼はり付けたままエニスを見つめる。

　しかしエニスは、彼が表情の通りに笑っているようには感じられなかった。

　感情を隠かくす為ために、無む理り矢や理りその表情で固定しているのではないだろうか？

　彼が浮かべているのは、そんな疑問を抱かせる程ほどに、人間味みの無い笑顔だった。

「その理り屈くつで言うなら、フィーロを殺人者と糾弾するのも構わないという事だな？　何しろ、あいつはセラード・クェーツを殺しているんだからな」

「彼の場合は正当防ぼう衛えいです」

「はッ！　正当防衛ときたか！　マフィアの一員だぞ？　散さん々ざん悪あく事じに手を染そめてるような奴やつに、正当性せいを主張する気か？」

　嘲あざけりの言葉を放ったメルヴィだが──

　次の瞬しゆん間かん、その顔から思わず笑みを薄らがせる。

「一つ、訂てい正せいがあります」

　それまで受け身だったエニスの瞳ひとみに、一ひと際きわ強い意い志しの光が感じられたからだ。

「彼は、マフィアではありません。カモッラです。マフィアと同じくイタリアの地を祖そとしていますが、彼はシチリアのマフィアではなく、ナポリのカモッラを系けい譜ふとしている組織の一員です」

「……そんなどうでもいい揚あげ足あし取とりで……」

「彼にとっては、重要な事です。どうでも良い事ではありません」

　キッパリと言い切った後、エニスは先せん刻こくのメルヴィの言葉に反はん論ろんする。

「それに、彼は確かにマルティージョ・ファミリーの組織の一員です。違い法ほう賭と博ばくにも携たずさわり、罪を犯おかしているという認にん識しきはあります。フィーロさんの仕事に正当性が無いのは確かですが、それとセラードの件とは、話がまるで別です」

「別なものか。後々の事を考えれば、そんな組織など、セラードに丸ごと消しよう滅めつさせられた方が世の中の為ためだったんじゃないのか？」

「……フィーロさんは、私の恩おん人じんですが、確かに、世せ間けん的てきに見て善ぜん人にんだとは言えないかもしれません。彼が色々な事を覚かく悟ごして生きているのは解わかりますが、覚悟が免めん罪ざい符ふになるとも思っていません」

　エニスは、フィーロの仕事について正直な感想を口にした後、それでもメルヴィの言葉を否ひ定ていした。

「ですが、セラード・クェーツは、私の知ち識しきの中では、比ひ肩けんしうるものの無い悪あく徳とくと、それに見合った行動力を持ち合わせていました。彼が生きていたならば、今いま頃ごろ世界そのものが変へん革かくされていたかもしれません」

「なるほどなるほど。……自分が生んだホムンクルスにそこまで言われるとは、セラード・クェーツは確かにとんでもない悪あく党とうだったのかもな」

　再び笑えみを深く歪ゆがめながら、『セラードになる筈はずだった』と名乗っていた男は、エニスに向かって口を開く。

「そのセラードの知ち識しきも、経験も、フィーロが全て受け継いでいるんだ。その影えい響きようはどう転ぶか解らない。あいつがセラード・クェーツの記き憶おくに引き摺ずられ、同じような奸かん賊ぞくになるとは思わないのか？」

　メルヴィの意い地じの悪い問いに、エニスは首を振った。

「フィーロは、私と違って強い人ですから」

「……随ずい分ぶんと信頼してるんだな」

　メルヴィはつまらなそうに言うと、首を鳴らしながら外に向かう。

「まあいいさ、今日きようはお前の相手をしに来たわけじゃない。別の仕事のついでに寄っただけだ」

「待って下さい！」

　そんな彼を、エニスが呼び止めた。

「貴方あなたは、本当に……何者なんですか？」

　地下倉そう庫この時と同じ問いかけをするが、今度は、あの時とは違う反応が返ってくる。

「問もん答どうのキャッチボールをする約束だったな。そうだな、俺おれの事を一つ教えてやろう」

　ドアの付近で立ち止まり、メルヴィは淡たん々たんとした調子で言葉を続けた。

「俺は、メルヴィ・ドルメンテル。だが、ドルメンテルの血を引いてるわけじゃあない」

「……？」

「俺は、ドルメンテル家が生み出した不完全なホムンクルスさ。お前と同じな」

「……ッ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くエニスに、メルヴィは言う。

「ドルメンテル家はな、いくつか不ふ死しの酒を手に入れてたのさ。ほんの数人分ぶんだがな。一ひと口くちは強ごう欲よくな女が。一口はその女に玩具おもちやにされてる怪け我が人にんが。最後の一口は、ある没ぼつ落らく貴き族ぞくの当とう主しゆが飲んだのさ。２００年の間、俺おれを生み出す為ための実験体たいにされるとも知らずにな」

　メルヴィはニヤリと笑い、自分の顔をさすりながらエニスを見た。

「お前がセラード・クェーツの細さい胞ぼうから生み出されたように……俺は、ドルメンテル家に取り入ってきたクズのような男の細胞から生み出された」

　己おのれの顔の形けい状じようを指で確かめながら、メルヴィは更さらに笑う。

「どうやらマイザーは母親似にで、グレットは父親の若い頃にそっくりだったようだな」

「まさ……か……」

「じゃあな、人形。俺はもうすぐ『人間』になる」

　言葉を失っているエニスに再び背を向け、メルヴィは部屋を去るべく歩み出す。

「最初の予定通り……俺は、セラード・クェーツに生まれ変わるのさ」







　扉とびらから出た後、メルヴィは見み張はりの男に問いかけた。

「彼女、ここから逃げようとした様よう子すはありませんか？」

　普ふ段だんの慇いん懃ぎんな調子に戻ったメルヴィに、ドルメンテル家に雇やとわれた私し兵へいの男が答える。

「はい、大人おとなしくしています」

「そうですか、それは良かった」

　爽さわやかな笑えみと共に、メルヴィは周囲の景色けしきに目を向ける。

「少しは抵てい抗こうするかと思っていましたが……。まあ、バスルーム付きの一等客きやく室しつに満足しているんでしょうね」

　彼の視線の先に広がるのは──広こう大だいな空と、青い海。

　そして、その間を走る水平線せんだけだった。

　大たい西せい洋よう上じように浮かぶ、ドルメンテル家の大型私し有ゆう船せん。

「もっとも、この船から逃げた所で、どうにかなるわけでもありませんが」

　周囲三六〇度、アメリカ大陸は疎おろか、島しま影かげ一つ見えない。

　だが、この船を取り囲むような形で、かなり離れた距離に何なん隻せきかの船が存在していた。

　影の規き模ぼから見て、大きさはこの船と同どう程てい度どの大型船せんと思われる。

　そんな状況の中──メルヴィは楽しそうに言葉を続けた。

「不ふ死し者しやとは言え……何日かけてどこに流れ着くかまでは、計算できないでしょうからね」

　メルヴィは満足そうに頷うなずくと、見張りの男に念ねんを押す。

「ですが、決して油ゆ断だんはしないで下さいね」

　爽やかな笑みを浮かべながら、残ざん酷こくな言葉と共に。

「仮に操そう舵だ室しつを奪うばわれたら、周りの船がこの船を沈める事になりますので」




　そしてメルヴィは見み張はりの男から離れ、甲かん板ぱんを歩きつつ、周囲に見える船に目を向けた。

　彼は、その五隻せきの船に何があるのかを知っている。

　一週間ほど前に、ＮＹの町を挑ちよう発はつした無む数すうのフロート式しき水すい上じよう機き。

　更さらには、特とく殊しゆな構こう造ぞうをした大型船せんの内部には、大型の飛行艇ていが隠かくされている。

　一隻につき、飛行艇一いつ機きと水上機が七台ずつ。

　ちょっとした戦争を起こせる程ほどの武ぶ力りよくだが、実際の所、その所しよ有ゆう者しやは『船』の持ち主とは異なっていた。

　水上機を隠かくす為ための船はドルメンテル家の所有物ぶつであり、内部の飛行機は、ヒューイ・ラフォレットの作り上げた組織『タイム』の所有物である。

「さてさて……ヒューイ・ラフォレットは、どこまでこっちを見み透すかしているのかな。まさか、ドルメンテルを単なる協力者とは思っていないだろうけれど」

　ドルメンテル家に『タイム』。ルノラータ・ファミリーを含めれば三つの異なる組織に所しよ属ぞくしている男は、全てを手て玉だまにとったような錯さつ覚かくを味わい──

　その錯覚を錯覚と知りながら、しばし陶とう酔すいし、潮しお風かぜを浴びる。

「ヒューイ・ラフォレット……楽しみだよ」

　完全には心満みたされない陶酔に浸ひたりながら、メルヴィは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「俺おれがセラード・クェーツになったら……最初の娯ご楽らくは、お前を裏うら切ぎることにしよう」

　呟きは誰だれにも聞かれる事のないまま、静かに続きが語られる。




「その次は……俺の主の望み通り、エルマー・Ｃ・アルバトロスとやらを殺すとしよう」













二十章　無関係では済まされない







数日後　夕刻　ミリオネアロウ




　マンハッタンの富ふ豪ごう通どおりと呼ばれる一いつ画かく。

　不ふ況きようの嵐あらしの中でもまだ富を持ち続けている者達が住まう豪ごう邸ていが建ち並ぶ中、一つの邸てい宅たくの片かた隅すみから不ふ景けい気き極まりない声が木魂こだまする。

「まずいよ……絶対まずいよ……」

　ジャグジー・スプロットは、ジェノアード邸の大おお広ひろ間まの隅すみで蹲うずくまっていた。

　腹を押さえているのは、ストレスで胃い炎えんを患わずらった事が原因である。

「もう、ジャグジー。唸うなってる場合じゃないよ？　カジノパーティーの本ほん番ばんまで、あと何日も無いんだから」

　ニースの言葉に、ジャグジーは顔面の刺青いれずみを涙で濡ぬらしながら答えた。

「だ、だって……。カジノのゲームのルールとか色々と覚えたけど、もしも変な事したら、すぐに撃うち殺されちゃうんじゃ……」

「イカサマするわけじゃないんだから、大だい丈じよう夫ぶだよ。それに、危ない所には近づかないで、フィーロさん達の仕切ってる部屋の周りにいればいいんだから。マルティージョの卓たくなら、変な事したって撃ち殺される事はないでしょう？」

「で、でも……色々と考えたんだ。サクラみたいに盛り上げろって言われたけど……もしも、もしもだよ？　フィーロさんの卓で盛り上げようとして全ぜん財ざい産さん一点がけとかして、勝っちゃったりしたら……それって僕達がマルティージョ・ファミリーを損させたって事だよね？　怒ってマシンガンを撃ってきたりしたら……」

「大丈夫だよ。マルティージョの人達は、そんなルッソ・ファミリーみたいな事はしないって」

　自分のネガティブな想そう像ぞうに顔を青くするジャグジーに、ニースは優しく諭さとしたのだが──

　いつの間にか後ろにいた客きやく人じんが、申もうし訳わけ無さそうに言う。

「その節せつは、祖そ父ふが本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

「あッ……いえ、ごめんなさい！　私ったら……」

　当のルッソ・ファミリーの現げん当とう主しゆであるリカルド・ルッソは、気にした様よう子すを見せずに言葉を続けた。

「いいえ。祖父のした事は、とても許される事ではありません」

「あ、い、いえ、こちらこそごめんなさいすいませんでした」

　リカルドから丁てい寧ねいに謝られた事で、ジャグジーが慌あわてて謝り返す。

「僕達は、リカルド君には何も恨うらみはないし、寧むしろ、みんなの御ご飯はん代だいまで出して貰もらって……」

「こんなに素晴らしい家に泊とめて頂いただいているんですから、家や賃ちんを払うのは当然の事です」

　ジェノアード邸ていに来て以来、リカルド・ルッソは家賃という名めい目もくで、ジャグジー一いつ派ぱの食材を全て自じ腹ばらで用意していた。家賃というには多すぎる額になっているのではないかと不安がるジャグジーだったが、リカルドは特に困こん窮きゆうしている様よう子すもない。

　リカルドは、祖父がもうお終しまいだという事を理解していたのだろう。シカゴを出る際に、自宅から宝ほう石せきなどの私し財ざいをかなり持ち出していた。

　祖父が脱だつ税ぜいの為ために屋や敷しき外がいに隠かくしていた宝石の存在なども、『シャム』の知ち識しきを合わせて知っていた為ために、根こそぎ持ち出す事ができたのである。

　なので、この不ふ景けい気きにも関わらず、リカルドはこの屋敷の中でもっともミリオネアロウに相応ふさわしい資し産さんを持っている状態となっていた。

　だが、それを鼻にかける事もなく、かといって不ふ良りよう少年達に怯おびえるわけでもなく、リカルドは淡たん々たんと家か事じを手伝いながらカジノパーティーに関する打ち合わせなどをこなしている。

　不良少年達も、普ふ段だんならば金を持っているリカルドに金の無む心しんをしそうなものなのだが、ジャグジーやニースが止めるまでもなく、誰だれもリカルドにちょっかいを出してはいなかった。

　その原因は、常にリカルドの傍そばにいる男──クリストファー・シャルドレードが、あまりにも近ちか寄よりがたい空気を醸かもし出していたからである。

　当のクリストファーは気にした様よう子すもなく、ケラケラと笑いながらジャグジーをからかう日々を送っており、現に今も、胃いを押さえて転がるジャグジーの様子を楽しげに眺ながめていた。

「いいねえ。心しん労ろうで胃を痛めるのは自然な事だよ。慢まん性せい胃い炎えんとやらの研究が始まってまだ10年ちょっとだけど、悩んだりすると人間の胃が痛くなるようになったのは、どの時代からなんだろうねえ？　猿さるや馬うまは胃を痛めたりするのかな？　人間だから余よ計けいな事で悩むし、悩むから胃が痛くなるってわけだ」

　長々と語りながら、ジャグジーに近づくクリストファー。

　赤く染そまる目と牙きばだけで構成された歯。そんな顔をずい、とジャグジーに寄せながら、クリストファーは一つの提てい案あんをする。

「どうかな？　いっそ、人間である事を止めたら、きっと気持ち良くなって胃の痛みともおさらばできるよ？　本ほん能のうのままに、自然の成り行きに身をまかせるんだ！　さあ、君はまず、人間じゃ無くて一つの生物として何がしたい？」

　牙を剝むきだしにして笑うクリストファーの顔を見て、ジャグジーはカタカタと震えながら答えた。

「と、とと、とりあえずここから逃げたい、です」

「クフフ……果たして逃げられるかなあ？」

「ひいッ!?」

「自然界かいは弱じやく肉にく強きよう食しよくなんだよ？　弱い生き物は淘とう汰たされ、れれれ？」

　歯をカチカチと鳴らすジャグジーを見て、リカルドが溜ため息いきを吐きながらクリストファーの髪かみの毛を引っ張った。

「……部ぶ下かが、失礼しました」

「わお。僕のせいでボスを謝らせちゃったよ。反はん省せい反省」

　全く反省の色なくケラケラ笑うクリストファーを前に、リカルドは再度ジャグジー達に謝ろうとしたのだが──




　丁ちよう度どその瞬しゆん間かん、呼び鈴りんが鳴った。

「……誰だれだろう。ま、まさか、ルノラータ・ファミリーの殺し屋が来たんじゃ……」

　ジャグジーがネガティブな妄もう想そうで怯おびえるが、その不安は、直後に聞こえてきた声で即そく座ざに搔かき消される結果となった。




「おーい。ジャグジー！　いるかー？　いるなら返事してくれー」

「いないなら、いないってお返事してね！」




　なんとも無む邪じや気きな男女の声が聞こえてくるが、その声は子供のものではない。

　ニースが玄げん関かんまで行って扉とびらを開けると、やはり無邪気な笑えみを浮かべた二人の男女が立っていた。

「おお！　ニース、久しぶりだなあ！　元気にしてたか？　俺おれ達は多た分ぶん元気だったぜ！」

「健けん康こう第一だね！」

　その声を聞き、ジャグジーはようやく顔を緊きん張ちようから緩めた。

「アイザックさん、ミリアさん！」

　彼は震える足で立ち上がり、そのままクリストファーから逃げるようにヨタヨタと玄関に移動する。

「良かった、最近見みかけなかったからどうしたのかなって……」

「おお、荷物運はこびとか色々してたんだ。変な奴やつに襲おそわれたりして大変だったぜ」

「フーさんとアイザックが殴なぐられたの！」

「ええッ!?」

　驚きの声をあげるジャグジーに、二人は過去を懐なつかしむように数日前まえの事を語り合った。

「いやー、ラッドが来てくれなきゃ、今いま頃ごろどうなってたか」

「え？　ラッド？」

　アイザックの口から唐とう突とつにラッドの名前が出て来た事で、ジャグジーは混乱してしまう。

　そんな彼を更さらに混乱させる言葉が、二人の口から次々と溢あふれ出した。

「でも、なんだったんだろうな、あの連れん中ちゆう。いきなり俺らを攫さらおうとしてよ。なんか煙とか出したし、東とう洋ようのニンジャって奴かな？」

「オバケだったらどうしよう、アイザック……！」

「オバケ!?　も、もしかしてレイルトレーサーとか……」

「ひゃああ、怖こわいよう、アイザック！」

　矢や継つぎ早に放たれる言葉に目を回しながら、ジャグジーは単たん語ごだけを拾って悲鳴をあげる。

「レ、『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』!?」

　カタカタと震えるジャグジーに、ニースが肩をポンと叩たたく。

「落ち着いて、ジャグジー。気にする所はそこじゃないよ」

「え？　あ、う、うん。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫じゃないけど大丈夫だよニース」

　混こん迷めいを極めつつある状況で、ジャグジーは色々と考える。

　──運ぶって、何を運んでるんだろう。

　マルティージョ・ファミリーから紹しよう介かいされた仕事という事は、何かまずいものでも運んでいるのではないだろうか。

　その荷物を狙ねらって襲おそわれた可能性があるのではないか？

　単に宿しゆく泊はく施し設せつの食しよく糧りよう物ぶつ資しだと知らないジャグジーは、自分の中でそのように想そう像ぞうを膨ふくらませていった。

「あ、危ないですよ！　そんな仕事、止めた方が……」

「えっ、そうかな？」

「そうですよ！」

　これ幸いと、二人を危険から遠ざけようとしたのだが──

「ジャグジー達が紹しよう介かいしてもらった仕事は、危なくないの？」

　という、ミリアの無む邪じや気きな問いによって、自分の方が危き機きに陥おちいっている事を思い出す。

「あああ、そうだった……。僕の方が危ないんだった……」

　頭を抱えるジャグジーに、アイザック達はなんの解決にもならない言葉をかけた。

「良く解わからないけど、安心しろジャグジー！　不安な時は、とりあえず安心するといいぞ！　シントーメッキすれば火が涼すずしいって奴やつだ！」

「クールって奴だね！」

「あの……どういう意味ですか？」

　尋たずねるジャグジーに、アイザックが答える。

「ええと、東とう洋ようの諺ことわざだけどな……日本じゃ、Plantingの事を鍍金メツキって言うんだってよ。シントーってのは心と体って事らしい。ええと、他にも色々あったよな、ミリア？」

「神道Shintoismだね！　浸透penetrationだね！　新刀Fresh swordだね！」

　ヤグルマやロニーから聞いた「シントー」という単たん語ごの意味を片かた端はしから並べ立てるアイザックとミリア。

「は、はあ……」

「つまりだ！　体を金属で包み込めば、神様が心に浸しん透とうして、日本刀とうを持った新しい自分が生まれるってわけさ！　きっと火が涼しくて、氷こおりで火傷やけどする凄すごい人だぞ！　サムライって奴だ！」

「オリエンタルマジックだね！」

　どうやらPlanting金メツキ製品は溶かした金属を塗りたくって作ると勘かん違ちがいしているらしく、アイザック達の勢いを見ていると、本ほん気きで熔とけた金属を持ってきかねない。

　横で聞いていたニースはそんな不安を抱いたが、当のジャグジーは、何な故ぜか二人の勢いに乗せられてしまっていた。

「そ、そうかな……僕なんかが、新しい自分になれるかな」

「なに言ってんだ！　ジャグジーはもう、サムライになってるだろ！」

「えっ？　……あっ」

　言われて、思い出す。

　数年前まえ、『フライング・プッシーフット号』の事件の中でも、アイザック達とそのような会話をしたという事を。

「でも、僕は結局、そんな強くはなれなかったような気がする……」
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「ジャグジー、そんな事は……」

　ニースがジャグジーの言葉を否ひ定ていしようとしたが、それよりも先にアイザックが声をあげた。

「サムライがそんな細かいこと気にすんな！　これから強くなればいいじゃん！」

「成長期きだね！　ジャックと豆の木だね！　バネ足ジャックのバネ足ジャンプだね！」

「よし、じゃあ、ここは一つ、俺おれ達たちがお前のシントーをメッキしてやろう！」

「アイザック！　凄すごおい！」

　パチパチと拍はく手しゆをするミリアと大おお仰ぎように頷うなずくアイザックを見て、ジャグジーは「あ、ありがとうございます」と嬉うれし泣きを始め、ニースは溜ため息いきを吐きつつ微笑ほほえみを浮かべる。

　そして、アイザック達も笑顔のまま──根本的な所に話を戻した。

「で、ジャグジーは今、何がどう危ないんだ？」

「なんのお仕事してるの？」




　ジャグジーが再び顔を青くしながら自分の状況を話し始める。

　そんなやりとりを離れた場所で見て居たクリストファーが、隣となりにいるリカルドに声をかけた。

「いやあ、面白いねぇ、あの二人。そう思わない？」

「人を面白いつまらないで判はん断だんする趣しゆ味みはないよ」

　冷めた調子で言った後。独ひとり言ごとのように付け加える。

「ただ……」

「楽しそうで羨うらやましい？」

「……」

　図ず星ぼしだったのか、リカルドはそのまま黙だまってしまった。

「リカルドもね、あれだよ。友達をもっとたくさん作るといいよ？　同い年の子と仲良くお喋しやべりしたり下らない事で喧けん嘩かしたり殺し合ったりさ」

　最後に物ぶつ騒そうな事を付け加えた所で、クリストファーはある事に気付き、周囲をキョロキョロと見回した。

「そういえば、レイルはどこに行ったのかな？」

「どこかに出かけたみたいだよ」

　興きよう味みなさげに、リカルドは淡たん々たんと言葉を続ける。

「何日か前の新聞を見てから、何か色々と調べてるみたいだったけどね」





⇔






リトルイタリー某ぼう所しよ　フィーロのアパート




　フィーロがエニスやチェスと住んでいる、石いし造づくりの古いアパート。

　だが、現在はとても人が住めるような状態ではなくなっていた。

　数日前まえに起こった襲しゆう撃げき事件。

　突とつ然ぜん部屋が爆ばく発はつし、エニスがメルヴィの手の者達に誘ゆう拐かいされた。

　ドアや家具は派は手でに破は壊かいされ、ところどころに火が燻くすぶった跡がある。

　食堂に置かれていた頑がん丈じような机も粉こな々ごなになっており、石でできた外がい壁へきが破壊されなかったのが奇き跡せきと言ってもいいレベルの爆発だった。

　そんな凄せい惨さんな破壊の跡を見て佇たたずんでいるのは、部屋の主あるじであるフィーロではなく──

　爆発に直接巻まき込まれる形となった、チェスワフ・メイエルだった。

　警察も捜そう査さに入ったが、ヴィクターが何か手を回したのか、住民であるチェスやフィーロが詳しく事情を聞かれる事はなかった。

　現在はマイザーのアパートに寝ね泊とまりしているものの、チェスはヒマを見ては、何度かこの場所に戻っている。

　当然ながら再び襲撃される危険性せいもあるので、最さい大だい限げんに警けい戒かいはしていたが──エニスが攫さらわれたあの日以い来らい、マルティージョの関係者が攻こう撃げきを受けたという話は聞かなかった。

　マルティージョ幹かん部ぶであるロニー・スキアートを全く見かけなくなったのは気になるが、今回の件に関してどこかで暗あん躍やくでもしているのだろう。

　ロニーが行方ゆくえ不明になったという事を知らないチェスは、そう判はん断だんして特に気にはしていなかった。

　チェスは、ドアが吹き飛んだ入口から部屋の惨さん状じようを眺ながめ、思し案あんする。

　ここに来た際、何度かアパートの住民と顔を合わせたが、特に追及される事はなかった。

　恐らく、このアパートは大おお家やや住民も含めて、マルティージョ・ファミリーの支配下かなのだろう。

　普ふ段だんからこういう事じ態たいになる事を想そう定ていして言い含めているのか、それとも今回の件が起きてから不満を黙だまらせる程ほどの金を握らせたのか、あるいは住民達たちが純じゆん粋すいにマルティージョ・ファミリーに義ぎ理りでもあるのか、それは解わからなかった。

　だが、チェスは、何も言われない状況が逆に心苦しい。

　──くそ、私としたことが。

　──フィーロとエニスに、大きな負い目を作ってしまった。

　実際の所、フィーロもエニスもチェスの事を心配するにせよ、責任を問うような者達ではなかった。チェスもそれは理解しているが、だからこそ、そんな二人の優しさに甘えるような形となっている自分が許せない。

　チェスは、そんな想おもいから不ふ機き嫌げんに陥おちいっていた。

　この街に来るまでのチェスならば、そんな事をいちいち気にする事は無かっただろう。

　寧むしろ、自分の子供としての容よう姿しを逆さか手てにとり、人からの優しさに甘え、利用しながら生きてきた。

　しかし、フライング・プッシーフットの事件を経てから、チェスの中には明らかな変化が生じている。

　もっとも、チェス本ほん人にんは自分の変化に明確に気付いているわけではないのだが。




　そのまま部屋の中に入り、壊こわれた家具の様よう子すなどを見ていると──

　数十秒経けい過かした所で、部屋の入口から無む邪じや気きな子供の声が聞こえてきた。

「こんにちはぁ……っと」

「？」

　チェスが振り返ると、そこには一人の子供が立っていた。

　ふと、見み覚おぼえがあると気付き、チェスが問いかける。

「君、この前、ロニーさんと一いつ緒しよにフィーロのカジノに行った子だよね……？」

「あれ？　君と会った事あったっけぇ？」

「いや……僕は遠くで見ただけだけどさ」

　実際、ロニー達を尾び行こうするエニスを見かけた際、遠とお目めに見ただけだ。

　しかし、顔の特とく徴ちよう的てきな傷きず痕あとは印いん象しように強く残っている。

　一見すると少年なのだが、チェスはなんとなく違い和わ感かんを覚え、直接尋たずねる事にした。

「君さ、男の子、女の子？」

「どっちだっていいじゃん。ああ、僕はレイルだよ、よろしく」

　惚とぼけるように言った後、チェスとさして歳としの変わらない子供は、なんの躊躇ためらいもなくフィーロの部屋へと足を踏み入れる。

「ねえ、君、この部屋の子？　それとも、ただ、近所に住んでて野や次じ馬うまに来ただけ？」

「……僕は、フィーロの弟みたいなものだよ」

「そうなんだぁ、災さい難なんだったねぇ。僕は野次馬だよ」

　とても同どう情じようしているとは思えない笑顔で言った後、レイルと名乗った少年は何かに気付いて声をあげた。

「あれ……フィーロやエニスと住んでるって事は、君が、チェスワフ・メイエル？」

　自分の名前が出された瞬しゆん間かん、チェスは心の中で警けい戒かいレベルを一いち段だん階かい引き上げる。

　あくまで無む邪じや気きな少年を演じつつ、チェスは慎しん重ちように相手を探る事にした。

「ええっ？　ど、どうして僕の名前を知ってるの……？」

　だが、その演技は無む駄だに終わる。

「ハハっ！　そんな風ふうに子供のふりしなくていいよぉ。君、本当はもう２００歳さい超えてるお爺じいちゃんなんでしょぉ？」

「……」

　──ハッキリした。

　──『不ふ死し者しや』絡がらみか。

　ならば、子供のフリをする必要はないだろう。

　チェスはそう判はん断だんし、大きく息を吐いた後、目を細めながら改めて問いかけた。

「それで？　君は誰だれの差し金で私の所に来たんだ？　セラードの残ざん党とうか？」

「僕は僕だよぉ。もう、誰の所しよ属ぞくでもない。しいて言うなら、クリス……クリストファーの味み方かたかなぁ」

「クリストファー……ああ、フィーロの仕事を手伝うっていう……」

「そ、だから、一応は君達マルティージョの味方だと思ってくれていいよぉ？」

　結局自じ分ぶんの出しゆつ自じを語らないレイルに、チェスは警戒を続ける。

「私の事は、誰から？」

「……どうだっていいじゃん、そんな事。ああ、安心して。僕は不ふ死じ身みじゃないし、君を『喰う』事なんてできやしないからさぁ」

「信用しろと？」

「本当だってば。迂う闊かつに試そうとして僕を殺したりしないでよぉ？　警察沙ざ汰たになるからねぇ」

　クスクスと嗤わらうレイルは、訝いぶかしげな視線を浮かべたままのチェスにヒラヒラと手を振った。

「安心してってば、僕はただ、新聞に爆ばく破は事件があったって書いてあったから、どんな爆ばく弾だんが使われたのかなって興きよう味みが湧わいただけだよ」

　そんな事を言いながら、レイルは鼻はな唄うた混じりに部屋の様よう子すを観察する。

「部屋の外がい壁へきは吹き飛ばさないで、中なか身みだけを吹き飛ばしてる感じだよねぇ。僕の爆弾なら、このアパートごと崩くずれてるかもしれない」

「……『僕の爆弾』？」

　物ぶつ騒そうな単たん語ごにチェスが眉まゆを顰ひそめると、レイルは羽は織おっていた上着のポケットから小さな卵のようなものを取り出した。

　それを指の間で転がしながら、楽しそうに言う。

「そ、僕の爆弾。なんだったら、その身体からだで試してみる？」

「爆弾……？　それが？」

「そうだよ？　ええと……ほら、これが中身だよ」

　ポケットから更さらに何か取り出すレイル。

　それは小こ指ゆびの先ほどの小さな小こ瓶びんであり、中にはうっすらとピンク色に染そまった粉が入れられている。

「火か気き厳げん禁きんだよ。今いま僕が燃えたら、多分このアパート全部崩れちゃうと思うからね」

　手でブラブラと小瓶を揺らすレイルだったが──そこで一いつ旦たん手を止め、首を傾かしげる。

　こちらを見るチェスの顔色が、明らかに変わった事に気が付いたからだ。

「それが……火か薬やく？」

「？　そうだよ？」

「君が作ったのか？」

　強ばった表情のまま、大人おとなの言葉使いで問いかけるチェス。

　そんな彼に僅わずかに気け圧おされ、レイルも真ま面じ目めに答えてしまう。

「違うよ。残念だけど、僕が作った奴やつじゃない。ハリウッドで買った奴だけど、元々は列車に積まれてたのを誰だれかが盗ぬすんだって代しろ物ものらしいよぉ？」

　それなりの義ぎ理りや仲間意い識しきを感じているらしく、事情はニースから聞いているレイルだが、敢あえてジャグジー達の名前は出さない。

「普通に売ってる爆ばく薬やくとは全ぜん然ぜん違うよ。なんて名前なのかも知らないけど」

　肩を竦すくめるレイルに、チェスが目を伏せながら口を開いた。

「……アイスポップ」

「えっ？」

「ストロベリー・アイスポップ。それが、その爆薬の名前だ」

　アイスポップ。

　後に日本で『アイスキャンディ』と呼ばれて親しまれる事になる、１９２４年に発明された棒ぼう状じようの氷ひよう菓か。

　チェスの言葉に、レイルはいよいよ眉まゆを顰ひそめる。

「何を……言ってるの？」

「私の事を、どこまで知ってる？」

「んーと……子供の姿すがたをした不ふ死し者しやで、フィーロっていう別の不死者と、エニスっていうホムンクルス。その二人と一いつ緒しよに住んでる、『アドウェナ・アウィス号』のメンバーの一人……ってだけかな」

「そうか。本当に表面の事しか知らないらしいな」

　チェスは大きな溜ため息いきを吐き出し、天てん井じようを仰あおぎながら言った。

「アドウェナ・アウィスに乗っていた時はタダの子供だったとは言え、私も２００年を超す齢よわいを重ねた錬れん金きん術じゆつ師しの一人だ。父やベグ程ほどじゃないけれど、それなりに、色々と作れるようにはなるさ」

「……」

「その爆ばく薬やく、爆ばく発はつだけじゃなくて、独どく特とくな閃せん光こうも放つだろう？」

「どうして、知ってるの？」

　半分答こたえを推すい測そくしつつ、確かく認にんの為ために敢あえてレイルが問いかける。

　それに対し、チェスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら言った。

「私の専門は、爆薬さ」

　子供の姿をした不死者は、数年前の自分の若さを懐なつかしむように、レイルの手の内にある薄うす桃もも色いろの粉を見つめながら口を開く。




「その爆薬を作ったのは、私だからな」
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翌よく日じつ　フレッドの診しん療りよう所じよ




　フレッドが経営する診療所の前。

　まだグラハムが解かい体たいした車の部品の一部が門の傍そばに転がっている中、フレッドの助手、フーが一人の男と会話をしている。

「しかし、今日きようでやめちまうとは残念だな」

　フーの言葉に、着き替がえなどの入った大きなバッグを持った男──ラブロが首を振る。

「いえ、こちらこそ、急に人ひと手でを減らしてしまう形になり、申もうし訳わけありません」

「いいさ。親父おやじさんが病気なんだろ？　すぐに戻ってやれって」

　フロリダの実じつ家かで父親が倒れたとの連れん絡らくがあり、家か業ぎようを継ぐ為ために戻らなければならない。

　そんな理由で、急にラブロが職場を離れる事になった。

　あまり長い付き合いでもなかったが、急に辞やめるとなると寂しさも感じる。

　フーはそんな心しん情じようを表おもてには出さず、笑顔でラブロを送り出す。

「まあ、それに、こないだあんな変な連れん中ちゆうに襲おそわれたばっかだしな。何が目的なのかサッパリだったが、暫しばらく離れるのが正解かもな」

「フーさんは、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「まあ、ここ以外、行き場もねえしな……。それに、昔はあの程てい度どの事は日常茶さ飯はん事じだったしよ……。ラッドの野や郎ろうといると、毎日があんな感じだった」

　昔を思い出し、フーは渋しぶい顔をしながら首を振る。

「ラッド……ああ、先せん日じつ助けて下さった方ですね。改めて御お礼れいを言いたかったのですが……」

「いや、俺おれから伝えておくよ。あいつとはなるべく関わらない方がいい」

　目を逸そらしながら言った後、フーは誤ご魔ま化かすように話を変えた。

「まあ、仕事の方は心配しないでくれ。フレッドさんも戻ってきたし、あの新しく入った二人も、中なか々なか頑がん張ばってくれてるしな」

「でも、あの二人も明日あしたから３日間休やすまれるそうじゃないですか」

「ああ……なんでも、友達の仕事を手伝わないといけないとかなんとか……。まあ、宿しゆく泊はく所じよには暫しばらくの物ぶつ資しは届けてあるし、問題はないさ」




　そんな会話を暫く繰り返した後、丁てい寧ねいな別れの言葉を告げ、ラブロは診しん療りよう所じよを後にした。

「……」

　暫しばし無む言ごんのまま歩いていたラブロだが、角かどを曲がった所で、耐えきれずに噴ふき出した。

「ハハっ……父親が倒れた、か」

　──よくも、そんなデタラメをいけしゃあしゃあと言えたものだ。

『父親思おもいの息子むすこ』を演じていた自分の姿すがたが他人からどう映っていたのか。それを想そう像ぞうして、ラブロは笑えみが止まらない。

　──父親の家業を継ぐ、ねえ。

　──魔ま女じよ狩がりの興こう業ぎようを継ぐのも、それはそれで面白そうだけれど、それはまた今度にするとしよう。

　──それにしても、あのアイザックとミリアとかいう二人……。

　──明日から３日間休むという事は、もしかして、『あれ』に参加するのか？

　──何にせよ、面白い事になりそうだ。

　クツクツと笑いながら、男は厚い前まえ髪がみの奥で目を細め、今後の『流れ』に思いを馳はせる。

　──まったく、想像していた以上だ。

　──だから人生は面白い。最高だ。

　──不ふ死し者しやになって本当に良かったよ。

　──チェスもヒューイもマイザーも、上う手まいこと舞台に乗せる事ができた。

　──しかも、あの狂った笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーがいない。まさに最高の環かん境きようだ！

　夜空を見上げながら、ラブロは運うん命めいに感かん謝しやした。

　彼は神を信しん仰こうしているわけではなく、無む神しん論ろん者じやでもない。

『神とやらは、いるならいれば良いし、いなければいないでいい。目に見えない存在など、自分にとってはあってもなくても同じだ』

　それが、この時の彼の持じ論ろんだった。

　──いいね、ドルメンテルとルノラータとヒューイ、それにマルティージョ・ファミリーがいい感じで絡からんでる。

　──警けい戒かいすべきは、ヴィクターとベリアムか。あいつらは全てご破は算さんにしかねないからな。

　──まあ、それはそれで面白いものが見れそうだが。

　──さて、アパムの奴やつも少し刺し激げきしてみるか。

　様さま々ざまな思し案あんを巡らせるラブロ。

　しかし、計算をして、全ての流れを操あやつろうとしているわけではない。

　彼はただ、様々な場所に『種たね』を撒まいてきただけだ。

　それが明日あしたからの３日間──『ラーズランス』のカジノパーティーにおいて、どのような影えい響きようを及ぼすのか、そもそも発はつ芽がするのかさえ解わからない。

　ただ、彼は見たいだけだ。

　運うん命めいに翻ほん弄ろうされる人々を。

　無む垢くな少年少女やお気に入りの『役やく者しや』が、笑い、泣き、怒り、絶ぜつ望ぼうし、希望を信じる瞬しゆん間かんまで──ありとあらゆる瞬間の姿すがたを見てみたい。

　彼の中には、それしか無かった。




　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　彼に一応の目的や願がん望ぼうはあるが、大たい志しというものは欠片かけらもない。

　そこが、ヒューイ・ラフォレットとの大きな違いだ。

　どちらも多くの人々を巻き込む『何か』を企たくらみ、どのような結果になろうと、彼らは全てを受け入れるだろう。しかし、二人の持つ性質は、似ているようでまるで違う。

　ヒューイは、とある目的の為ためにあらゆる事を識しりたがる。

　ラブロは、快かい楽らくの為にあらゆる事を観たがる。

　大いなる意い志しを持ったヒューイと、形なき享きよう楽らくに溺おぼれるラブロ。

　ヒューイにとって人々は実験対たい象しように過ぎず、ラブロにとって人々は愛すべき役者である。

　ただし、ヒューイは実じつ験けん動物に悪あく意いを持たないが、ラブロは役やく者しやに対して大いなる悪意を持ち合わせている。

　どちらにせよ、彼らの人生に巻き込まれる人々にとっては、等しく迷めい惑わくであるのだが。

　二つの厄やつ介かいな『力』に見込まれたＮＹの街に、これから一体何なにが起こるのか──

『元げん凶きよう』である二人すら、先を予よ測そくする事ができずにいた。




　そして、ギャンブルの時間が始まる。













二十一章　なにも起こらぬわけがない







２月某ぼう日じつ　『ラーズランス』前




　それは、確かに天を貫つらぬく槍やりのように見えた。




　マンハッタンから程ほど近ちかい、ＮＹ海岸沿ぞい。

　いくつかの商業施し設せつの中心に、そのビルは堂どう々どうと聳そびえ立っていた。

　二つの意味で『先せん鋭えい的』な形をした高層ビル。

　上部にいく程に鋭くなっていくビルのデザインは、マンハッタンの摩ま天てん楼ろうと比べても確かに斬ざん新しんなものだと言えた。

　エンパイアステートビルよりも更さらに『尖とがった』そのビルは、ホテルを含めた総そう合ごう商業施し設せつとなっているが──現在は、どことなく張り詰めた空気が漂っている。

　その理由を、一部の関係者達たちは知っていた。

『ラーズランス太陽神の槍』と渾あだ名なされたそのビルに、近きん隣りんの富ふ豪ごうを招いて、非ひ合ごう法ほうなカジノパーティーが開かれるという事を。

　もちろん、遵じゆん法ぼう意い識しきの強い者や、ギャンブルに興きよう味みの無い者は参加しない。

　だが、迂う闊かつに警察に通つう報ほうするような真ま似ねもしなかった。

　カジノパーティーの招しよう待たい主ぬしは東部でも指ゆび折おりのマフィア組織、ルノラータ・ファミリーであり、更さらには、ルノラータ以外の多くの組織がそのパーティーで場を立てるのだと言う。

　下へ手たに首を突っ込んで恨うらみを買うわけにもいかず、富豪達たちの多くは口を閉ざした。

　それでも警察に通報しそうな富豪も多く存在するのだが、どのような基き準じゆんで彼らの正せい義ぎ感かんを推おし量はかったのか、ルノラータ・ファミリーはそうした者達には最初から招待状じようを送らなかった。




　そして、このビルを取り囲む緊きん張ちよう感かんは一日で終わるわけではない。

　カジノパーティーは、３日間行われる。

　最初は『開店祝いわいの日のみ』という話だったが、参加する者が多くなったのか、あるいは警察との裏うら取引でも成功したのか、急に『カジノパーティーは３日連続で行われる』という形に変へん更こうとなったのである。

　無む論ろん、一日だけの参加でも問題は無く、警察の介かい入にゆうや罠わなを警けい戒かいしたいくつかの組織は３日連続の参加を拒きよ否ひしたのだが──半分ほどの組織は、全ての日につ程ていで場を立てる事を選択した。

　マルティージョ・ファミリーとガンドール・ファミリーも後者の側である。

　特に、メルヴィに喧けん嘩かを売られているマルティージョとしては、退ひく理由は欠片かけらもない。

　他にも様さま々ざまなマフィア組織が、それぞれの思おも惑わくを持ってルノラータ・ファミリーの招待を敢あえて受けたのだが──

　集まってくるのは、決してギャングと富豪だけではなかった。

　賭と場ばの開かい帳ちようが近づいた夕暮れ近く。

『流れ』に巻き込まれた者、あるいは、自ら『流れ』を生み出した者。

　様々な思おも惑わくを持った者達が、『ラーズランス』周辺へと集まりつつある。




　空に向けて聳そびえ立つ巨きよ大だいな槍やり。

　それを手にし、獲え物ものを貫つらぬくのは自分達たちだと信じているかのように。
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ラーズランス裏うら手て　駐ちゆう車しや場じよう




「鋭くも鈍にぶき刃やいばは、まさに天の鼓こ膜まくを突き破り、雲の臓ぞう腑ふを裏うら返がえした……。神は悲鳴を上げている！　この荒れ狂う欲望を諫いさめよと！　拍はく手しゆせよ！　喝かつ采さいせよ！　欲望が神に取って代わり、神は無む垢くなる混こん沌とんへと回かい帰きした……！」

「……」

「人が証しよう明めいしたのです。人は人なりと！　故ゆえに、天がある事を我らは許さじと叫び噎むせたのです！　さあ、上り始めようではありませんか！　天なる地じ獄ごくへと続く階段おごぼぉっ」

「うるさい」

　気き味みの悪い叫びを上げる帽ぼう子しと髭ひげ面づらの男──『詩し人じん』の側そく頭とう部ぶに、翠みどり色いろのドレスを纏まとった美しい女──シックルの爪つま先さきが叩たたき込まれた。

「どうして素直に『変わったビルだ』と言えんのだ、貴き様さまは」

「うぐぐ……素直さとは一いつ見けん美び徳とくだが、それは無垢と見せかけた欺ぎ瞞まんに過ぎず、世の中を尻しり目めに懸かけているに他ならない！　世を疑わぬ彼らは純じゆん真しんな心とやらで叫ぶのだ！　『この世の中は自分の想おもっている通りだ！　疑うべき事は何も無い！　生なま温ぬるい運うん歳ざいに恵まれた自らに感謝しよう』と！　そして、その世界を他ひ人とに強きよう制せいせんと、何の疑いもなく素直に力を振るうのだ！　そう！　今の貴様のようにごぼはっ」

　倒れながら叫ぶ詩人の背中に、シックルの踵かかとが勢い良く叩き込まれた。

「貴様は少し、自分の脳のう味み噌そを疑え」




　マフィア達の高級車がずらりと並ぶ、『ラーズランス』の駐ちゆう車しや場じよう。

　その片かた隅すみに、異い様ような雰ふん囲い気きの者達が集まりつつあった。

　ヒューイの子こ飼がい組織である『妖怪ラルウア』が内ない包ほうしている部ぶ隊たい、『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんである。

『詩人』とシックルの会話を皮かわ切きりに、それまで沈ちん黙もくしていた他の者達も声を上げ始める。

「でも、ぼ、ぼくらがこんな目立つ場所にいて、いいのかな」

　そう言ったのは、身長２メートルを超える巨きよ大だい児じ、フランクだ。

　シカゴでの事件で大おお怪け我がを負ったものの、現在は復ふつ帰きしているようで、周囲を見回しながら不安そうに呟つぶやいている。

「れ、レイルも、ここに来るのかなぁ」

　その独ひとり言ごとを聞いた東とう洋よう人じんの男──チーが口を開く。

「奴やつはクリストファーと行動を共にしているらしい。それが全てだ」

「そっか、じゃあ、あ、安心だね」

　どこかホッとしたように言うフランク。

　すると、ニット帽ぼうを目の下まですっぽりと被かぶった厚あつ着ぎの少女が、寂しそうに俯うつむきながら声をあげた。

「でも……クリストファー、もうここには戻らないのかな……」

「さあな。どちらにせよ、ヒューイ様が放ほう置ちして良いと言っているんだ。問題はない」

　顔に美しい紋もん様ようの刺青いれずみを入れた女が答える。

　他にも、燕えん尾び服ふくを着た男や上じよう半はん身しん裸はだかでメガネをかけた筋きん肉にく質しつの男、髑髏どくろのマスクを被かぶった性せい別べつも年ねん齢れいも解わからない者まで、様さま々ざまな人間が集まっていた。

　近くの広場に設せつ営えいされていたサーカステントのせいもあって、通りすがりの者達は『サーカスの一いち団だんか？』と判はん断だんし、特に気にせず通り過ぎていく。




　もっとも、『吸ラ血ミ鬼ア』の面めん々めんも、そのサーカステントの正しよう体たいを知らなかったのだが。
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テント内




　ラーズランスの横に設営された巨きよ大だいなテント。

　しかし、現在は中にこれといった設備もなく、閑かん散さんとした空間が広がっている。




　そんな空間にも、人ひと影かげはまばらに存在していた。

　テントの中央あたりでは、小さな人影が二つ並んでいる。

　バルトロ・ルノラータの孫まごであるカッツェと、ベリアム上じよう院いん議ぎ員いんの娘むすめであるメリーだ。

「このテント……何に使うの？」

　首を傾かしげるメリーに、カッツェが朗ほがらかな笑えみを浮かべて言う。

「友達の別べつ荘そうだよ！」

「？」

「えへへ、メリー、チャーリーにあったらきっとビックリするよ！」




　そんな会話をする子供達たちを見守るように、少し離れた場所に二人の男が立っていた。

　彼らは同じ顔をしており、頭におそろいのゴーグルを付けている。

　バルトロの指し示じでカッツェのボディーガードを務める双ふた子ご、ガブリエルとジュリアーノだ。

　本来はバルトロの護ご衛えい部ぶ隊たいであり、ボスの家族の護衛はローテーション制となっている。

　だが、ここ一ヶ月程ほどはバルトロの指示により、カッツェの専せん属ぞくとして働いていた。

「さて、チャーリーはいつ到とう着ちやくするという話でしたかね、私」

　ガブリエルの言葉に、ジュリアーノが答える。

「今夜中じゆうには到着する筈はずだぞ、俺おれ」

　紳しん士し的てきなガブリエルと粗そ野やなジュリアーノだが、仲は悪くないようで、お互いの事を『私』『俺』と風ふう変がわりな形で呼び合っていた。

　バルトロとカッツェの為ためならば命を懸かける事も厭いとわない二人だが、今回の仕事には、やや思う所があるらしく、いつも以上に周囲を警けい戒かいしながら会話を続ける。

「しかし……何な故ぜ、ベリアム議ぎ員いんのお嬢じようさんが今日きようもいるんです、私」

「さあなぁ。まさか、あのお嬢ちゃんがカジノで遊ぶってわけじゃないだろうし。ボスとベリアムの間で何か取引があったんじゃないか、俺おれ」

「確かに、Ｍｒ．バルトロの意い向こうであれば、詮せん索さくも無む用ようですね」

「ああ、疑う必要もない」

　目を細めながら頷うなずいた後、二人は一いつ瞬しゆんだけ視線を交わした。

「もしも、Ｍｒ．ベリアムが何か企たくらんでいるのであれば、どうしますか、私」

「それは、あのお嬢ちゃんの耳でも削そいで送りつけるという事か、俺」

「まさか。カッツェ坊ぼつちゃんのお友達ですよ。坊ちゃんが悲しむ事はしません」

「ああ、そうだな。坊ちゃんが悲しむ」

　そして、視線を外しながら、笑う。

「その時は、直接Ｍｒ．ベリアムを始し末まつすればいいだけでしょう」

「簡単な話だな、俺」

　護ご衛えいであると同時に、ルノラータ・ファミリーの優ゆう秀しゆうな『狩人かりうど』でもある二人は、カッツェを護まもりながら、心の底で待ち侘わびていた。

　バルトロか、あるいはカッツェの口から、狩かるべき獲え物ものが告げられるその時を──




　猟りよう犬けんは、ただ、静かに待ち続ける。
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駐ちゆう車しや場じよう




「ところで姐あね御ご、アデルとリーザはどうしたんだ？」

　刺青いれずみをした女の問いに、シックルはムスリとしたまま口を開いた。

「姐御はよせ。『詩し人じん』の馬ば鹿かはともかく、お前達より優れている所など私にはない」

　謙けん遜そんのつもりはなく、本ほん心しんからの言葉だが──実際の所、シックルは激げき情じよう家かではあるものの、リーダーシップと行動力りよくがあるため、『吸ラ血ミ鬼ア』内では多くの尊そん敬けいを集めている。

　そんな彼女が、この場に現れていない仲間について答えた。

「アデルはいつも通り、『妖怪ラルウア』でティムの護衛だ。リーザは、人を探しているそうだ」

「人を？」

「ああ、なんでも、昔『幽霊レムレース』を裏うら切ぎった奴やつらしい」
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海岸沿ぞい




「……今日きようはまた、随ずい分ぶんと鳥が多く飛んでやがるな」

　走行中ちゆうの車の後こう部ぶ座席。

　スパイクが窓の外から聞こえる鳥の鳴き声を聞いて、そう呟つぶやいた。

　盲もう目もくの彼に代わり、横にいたソーニャが窓から空に視線を移す。

「あー、本当だ。師し匠しようー、見た事ない鳥がたくさん飛んでるよー」

　ソーニャの視線の先では、この周辺ではあまり観みられない鳥が無む数すうに空を旋せん回かいしていた。

　群むれを形けい成せいしているわけではなく、町のあちこちに分ぶん散さんして飛び回っており、まるで何かを探して回っているようにも見える。

「そうかいそうかい、じゃあ、その鳥を全部撃うち殺すイメージをしとけ。イメージするだけでも経験になるぜ」

　物ぶつ騒そうな指し導どうを口にするスパイクだが、ソーニャは特に疑問を抱かずに返事をした。

「はーい」

　すると、運転席せきにいたパメラが眉まゆを顰ひそめる。

「……生き物を殺すイメージをさせてるのは、人を撃たせる為ためじゃないでしょうね」

　警けい戒かいするパメラの言葉に、スパイクはニヤニヤと笑いながら答えた。

「さあてなぁ。場合によっちゃ人を撃つ事もあるさ。何しろ、何を撃つかは状況次し第だいで変わるわけだからな。人殺しになりたくねえってんなら、俺よりもベリアムの旦だん那なに相談すべきだな」

「……」

　黙だまり込むパメラに、助手席せきに座るラナが話しかける。

「ねえねえ、いい事こと思いついたんだけど」

「多分ろくでもない事だと思うから、黙ってて」

「鳥って光るもの集めたりするじゃない？」

「うん、大だい体たい言いたい事は解わかったから、黙ってて」

　運転したまま相手の言葉を止めようとするパメラだが、ラナは構わず話し続けた。

「だから、鳥を飼い馴ならして道に落ちてる宝ほう石せきとか集めさせれば、私達大おお儲もうけできるんじゃないかしら」

「宝石を落とすウッカリなお金持ちと、それを拾わない無む関かん心しんな人間だけしか存在しない国ならできるかもね」

「カジノの中を飛ばせたら、チップとか拾ってこないかしら」

「それこそ撃うち殺されて終わりね」

　相手をするのも疲れるのだが、スパイクと会話をするよりはマシかもしれない。

　そんな事を思いながら、なんの捻ひねりも無いラナの思いつき発言に付き合っていたのだが、そんな空気を無む視しして、スパイクが割り込んできた。

「しかし、どういう風の吹き回しだぁ？　カジノパーティーに参加したいだなんてよ」

「……別に、私も昔はカジノで大当たりした事がありますから、久しぶりに運うん試だめししたくなっただけですよ」

　カジノ荒らしをしていた過去は、スパイクには隠かくしている。

　ベリアムからの逃とう走そう資金を調ちよう達たつする為ためだなどと言うわけにもいかないので、適当に誤ご魔ま化かしたつもりだったのだが──

「ちょっと！　大当たりってなんの話よ!?　パメラ、私達たちに黙だまって儲もうけてたの!?」

「……」

　予想外がいの方向から責められ、パメラは如い何かにして運転しながらラナの口を塞ふさごうかと思し案あんするハメになった。

「ま、何を考えてるのか知らねえが、あんまりはしゃがないこったな。ルノラータ以外の組織もわんさか来るって話だからよ……ベリアムの旦だん那なを良く思わねえ輩やからも山ほどいるぜぇ？　そんな連れん中ちゆうの前で、ベリアム家の掃そう除じ婦ふだなんてバレた日にゃ、お前ら、どうなっちまうんだろうねぇ？」

　ニヤニヤしながら皮ひ肉にくを言ってくるスパイクに、ソーニャが言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、師し匠しようー」

「あぁ？」

「何かあったら、きっとネイダーが助けてくれるもん」

　無む邪じや気きに言い切るソーニャに、スパイクは一いつ瞬しゆんポカンと口を開けた後──自分の知る『ネイダー』の顔と最さい期ごを思い出し、堰せきを切ったように勢い良く笑い始めた。

「ヒャハハハ！　そいつぁいい！　お前の彼かれ氏しのネイダーとやらは、ビルいっぱいのマフィアをばったばったとなぎ倒す、正義のヒーロー様ってわけだ！」

「そうだよー」

　笑顔のまま頷うなずくソーニャに、スパイクは尚なおも笑い続けた。

「ヒヒ、ヒヒハハハ！　そいつはすげぇ！　俺の知ってる奴やつとは大おお違ちがいだ！」

　一ひと頻しきり笑った後、スパイクは考える。

　──ああ、しかし、あのネイダーだったら、そもそもこんなヤバイ場所にゃ来ねぇか。

　──……いや、逆に来るかもな。あいつ、強い奴を探して媚こびるのは得とく意いだったからな。




　──ま、あんな三さん下したじゃ、来た所で一晩も生きちゃいられねぇだろうけどよ。
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『ラーズランス』３Ｆ　レストラン




「あのう……どうしてそんなに顔を隠かくしているんですか？」

　イブ・ジェノアードの言葉に、ネイダーは堂どう々どうとした態度で答えた。

「何、顔をなるべく見られないためさ」

　ネイダーは現在、カジノパーティーに客として参さん戦せんすべく、イブと共に『ラーズランス』のレストランで待たい機きしている所である。

　使用人にんであるベンヤミン達は、良く知らないギャンブラーと二人きりになる事に難なん色しよくを示したものの、イブの『兄を連れ戻す』という情じよう熱ねつが伝わったようで、結果として、こうして二人でラーズランスのレストランに入る事となったのだ。

　それなりに高級なレストランなのだが、ネイダーは席についても帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったままで、ぶ厚いマフラーを外そうともしていない。

「顔を、ですか？」

「ああ、ギャンブルはもう始まってると思っていい。一流のギャンブラーってのは、あらゆる所から癖くせを盗ぬすみ出して、それを利用するのさ。顔の表情から、視線の動き、唇くちびるの震え方や鼻はな毛げの数まで含めてな。こうしてる間にも、俺が君の代だい打うちだと知った連れん中ちゆうが、こっちの癖を盗みに来てるかもしれないだろう？」

　適当な事をベラベラと並べ立てて誤ご魔ま化かすネイダーだが、イブはすっかり信じ込んでいるようで、大きく頷うなずきながら謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「そうだったんですね！　すみません、私ったら、何も知らずに……」

「ああ、いいんだいいんだ。これはギャンブラーの常じよう識しきであって、あんたら一般人じんからすれば非ひ常識に映るのも仕方ないさ」

　ふてぶてしい態度で首を振るネイダーだが、その内ない心しんは、ヒルトンにいつ見つかるかという恐きよう怖ふと不安に満ちている。

　そんな不安を隠し通し、流れるようにイブに噓うそをついた己おのれを省かえりみて、ネイダーは、やはり自分には詐さ欺ぎ師しの才さい能のうがあるのかもしれないと実感し、後ろめたい気持ちになった。

　自分を偽いつわる事への罪ざい悪あく感かんを誤魔化すため、ネイダーは淡たん々たんとイブに語り始める。

「３日間って話だからな、まずは今日きようは様よう子す見みだ。君の兄にいさんがいるかどうかを確かく認にんしよう」

「はい！」

　力強い返事をしてから、イブは改めてネイダーを見つめる。

「……ネイダーさん」

「なんだ？」

「私の我わが儘ままを聞いて下さって、本当にありがとうございます」

「……正式な契けい約やくだ。礼を言われる筋すじ合あいはない」

　純じゆん真しんな少女の目を見て、ネイダーは思わず目を逸そらした。

　今の自分には、そんな眼まな差ざしを向けられる資し格かくなどないと思っていたからだ。

　──それにしても……こんな純じゆん粋すいな娘むすめに苦労させるたぁな。

　──そのダラスって野や郎ろうは、相当なクズ野郎らしい。

　そこまで考え、頭の中にソーニャの顔が過よぎる。

　──ああ、糞くそ……俺おれが言える事じゃねえか。

　自分も、彼女を放って置いて、詐さ欺ぎ師しとして好き勝かつ手てやってきたではないか。

　他ひ人との事を今さらクズだと言える資格などあるのか？

　ネイダーはそう思い、ダラスという男について、少なくとも実際に会うまでは偏へん見けんを持つのを止やめる事にした。




　──……案あん外がい、俺と似た者同どう士しなのかもな。
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『ラーズランス』　２Ｆロビー




　ネイダーが顔を隠かくしている一方で──

　露ろ骨こつに顔を顰しかめながら、身を隠している男が一人。

「糞くそ……間違いねぇ、やっぱりあいつらだ……！」

　視線の先にいる集団に対し、男は憎にくしみに満ちた目を向ける。

　だが、その瞳ひとみには強い怯おびえの色も混じっていた。

　男は現在、顔に雑ざつ貨か屋やで買った付け髭ひげをつけ、伊だ達て眼鏡めがねを掛けて変へん装そうしている。

　帽ぼう子しも目ま深ぶかに被かぶり、完全に素す顔がおを隠している状態だ。

　ロビーの柱に隠れながら、男──ダラス・ジェノアードは、ギリ、と歯を軋きしませる。

　彼の目に映るのは、ロビーの階段を降りた所に立っている三人の男、ガンドール三兄弟だ。

　かつてダラスは、彼らの部ぶ下かを殺し、彼らにも銃じゆう弾だんを浴びせたという過去がある。

　その報ほう復ふくとして、ダラスは数年間にわたりハドソン川の底で溺おぼれ続ける結果となったのだが。

　自由の身になってからも過去の悪あく行ぎようを反省する事もなく、自じ堕だ落らくな生活を続けていたダラスだったが、流石さすがにガンドール・ファミリーには近づかないようにして生きてきた。

　今回のカジノパーティーも、ルノラータ・ファミリーの主しゆ催さいだというから、ガンドール・ファミリーが現れるとは夢にも思っていなかった形となる。

　──なんだよ、あいつら！

　──ルノラータと揉もめたって聞いてたのによぉ！

　ダラスにとって、今回のカジノパーティーは、手っ取り早く金を稼かせぐ手段でしかなかった。

　父親と兄を殺したルノラータ・ファミリーのパーティーなどと妹は激げつ昂こうしていたが、ダラスにとっては父親と兄の死に対するわだかまりなど欠片かけらもない。寧むしろ、自分の事を無む能のうと疎うとんでいた彼らを始し末まつしてくれた事を喜ばしく思っているぐらいだ。

　だからこそ、彼は堂々とルノラータの主催するカジノパーティーに参加したのである。

　あるいは、『親父おやじや兄あに貴きの事は無かった事にしてやるから、……解わかるだろ？』と金を脅おどし取るつもりですらいた。

　できそこないとは言え、『不ふ死しの酒』を飲んでナイフや銃じゆうで死ぬ事はなくなった身の上である、そんな自分の特とく性せいを踏まえて、ルノラータ・ファミリーに対して少し大だい胆たんになっていたという事もある。

　だが、ガンドールは別だ。

　ダラスにとって、ルノラータ・ファミリーよりも遥はるかに厄やつ介かいな存在である。

　河の底の冷たさと、肺の中に水が入っていく感かん触しよくを思い出し、ダラスはジットリと冷ひや汗あせを搔かいた。

　──畜ちく生しよう……。だが、せっかくのチャンスだ。

　この半月ほど、彼なりのろくでもない方法で金きん策さくを続けたダラス。

　彼としては、今さら諦あきらめるわけにもいかない。

　何しろ、チンピラなりのプライドが、ガンドールに対して尻尾しつぽを巻いて逃げるという選択肢しを許さなかった。

　結果として、ダラスは駐ちゆう車しや場じようで彼らの姿すがたを見かけた後、慌あわてて雑ざつ貨か屋やに駆かけ込んで変へん装そう用ようの付け髭ひげと伊だ達て眼鏡めがねを購こう入にゆうし、現在に至る。

　──ま、これならバレねえだろ。

　奇くしくもその変装は、とある赤あか毛げの男が好んで行う変装にソックリだったのだが──

　今のネイダーにとっては、知る由よしも無い事だった。
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「さて……そろそろ準備に掛かりましょうか」

　一方で、ロビーの階段下にいたラック・ガンドールは、腕うで時計を見ながら兄達に告げた。

「……」

「おっし、んじゃ、いっちょぶちかまそうぜぇ！」

　無む言ごんの長男と、物ぶつ騒そうな事を叫ぶ次じ男なん。

　いつも通りの二人を頼もしく思いながら、ラックは他の部ぶ下か達たちにも視線を移す。

「ねえねえ、変な奴やつがいたら、斬きってもいい？　いいでしょ、アミーゴ」

「駄だ目めです」

「えー」

「特に、今日きようは私が合あい図ずするまで絶対に刀を抜かないように」

　殺し屋達の面子メンツで、現在同どう行こうしているのはマリアだけだ。

　何しろ面子が濃すぎる為ために、全員で纏まとまられていては逆に足あし枷かせになりかねない。

　ラッド達は遊ゆう撃げき隊たいとして、ホテル周辺に散さん在ざいさせている。

　何か異い変へんがあれば、この『ラーズランス』へと集しゆう結けつする手て筈はずになっていた。

　──まあ、こちらの思うように動いてくれる面子でもないけどね。

　心しん中ちゆうでラックがそんな事を考えていると、マリアが拗すねた声を出す。

「ちぇっ。ラックって本当にケチだよね、アミーゴ」

「仕方ないよー。今日は、たくさん人が集まるお祭りだからねー。暴あばれたら、きっと色んな人に怒られるよー」

　そんなマリアを諫いさめるのは、ガンドールきっての拷ごう問もん師しである、チック・ジェファーソンだ。

　流石さすがに手には持っていないものの、腰のベルトには何本ものハサミが専せん用よう器き具ぐによって装そう着ちやくされている。

「う……解わかったよ、アミーゴ。チックがそう言うなら、大人おとなしくしてる」

「わあ、ありがとう、マリアちゃん」

　子供っぽい調子で笑う青年と、渋しぶ々しぶ了りよう承かいするマリアを見て、ラックは小さく息を吐き出した。

　２年前に起きたとある事件以い降こう、どうもマリアは、チックの言う事には大人しく耳を貸す節ふしがある。

　チックもチックでかなり壊こわれた人間ではあるのだが、命令系けい統とうの一つとして機き能のうする分、マリア達に比べるとだいぶマシであると言えた。

　今回は、マリアに対するブレーキも含め、いくつかの理由でこの現げん場ばに同どう行こうさせている。

　様さま々ざまな状況を想そう定ていし、どのような結果になろうと受け入れる覚かく悟ごはしているが──ラックとしては、全てが杞き憂ゆうで終わって欲しいと思っていた。

　それが儚はかない望みである事は、ラック自身もうすうす感づいてはいたのだが。
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『ラーズランス』周辺　港こう湾わん倉そう庫こ




「いいか、手前てめえら。『何も起こらないわけがない』、それをまず大だい前ぜん提ていとして受け入れろ」

　倉庫の中に造られた捜Ｄ査Ｏ局Ｉの仮か設せつ支部。

『不ふ死し者しや』絡みの件に関する部ぶ署しよの副ふく室長であるヴィクターは、現げん場ばの責任者として、並んだ部ぶ下か達たちを前にそんな事を語り出した。

「現場で何も起こらなかったら、それはそれで最さい悪あくだ。他で、俺おれ達たちが気付きもしねえ何かが起こってるって事だからな」

　ヴィクターは手にした指し示じ棒ぼうでパシパシとコルクボードを叩たたきながら、その板にピンで留められていた資し料りように目を向ける。

「ドルメンテル家。少なくとも、こいつらからは絶対に目を離すなよ」

　資料に描かれているのは、砂すな時計をモチーフとしたドルメンテル家の紋もん章しようだ。

「こいつらが浮かび上がったのはついこないだの事だ。それまで身を潜ひそめてた連れん中ちゆうが突然表おもてに出て来たって事は、表に出られるだけの準備が整ったって事だろうよ」

　すると、部下の一人が声を上げる。

「しかし副室長。彼らの船に対する捜そう査さは、上から禁止されているのでは？」

「船への捜査は、だろ？」

「いえ、ドルメンテル家そのものへの……」

「船からあがっちまったら、誰だれがドルメンテル家で誰が通りすがりのマフィアか区別がつかねえよなあ？　少なくとも俺はつかねえ。俺が区別つかないもんを、お前らがつく筈はずがねえ。そうだな？」

　突然理り不ふ尽じんな物もの言いいをする上じよう司しに、部下達は目を丸くしたが──

　ヴィクターの部下の中で最も古ふる株かぶであるビルが、淡たん々たんと告げた。

「あー……つまり、全て責任は副室長が取るので、そういうていでマフィアを捜査するフリをして監かん視ししろ、という事です」

「言うなよ！　こんな堂どう々どうと目の前で言われたら、俺の面子メンツ丸まる潰つぶれだろ！」

「んー……これ以上、我々に潰れる面子は無いと思いますよ？」

　ビルの言葉に、ヴィクターはギリ、と歯を嚙かみしめ、言った。

「……そうだな、ここまで後ご手て後手に回った挙あげ句く、エドワード・ノア捜査官かんに重じゆう傷しようを負わせちまった。この時点で、俺達は完かん膚ぷなきまでに最低だ」

　自分自じ身しんを戒いましめながら、ヴィクターは部下達に改めて告げる。

「だから、この泥どろの底から這はい上がるぞ。自分達たちが雲の上にいると思ってる連れん中ちゆうの足首を摑つかんで、一人残らず引きずり下ろして、勝ったつもりでいるその顔に泥を塗ってやれ。それは、泥どろ沼ぬまの底にいる俺おれ達たちにしかできない事だ」




「人は法律の前に『雲うん泥でいの差』なんてねえ。それを、思い知らせてやろうじゃねえか」





⇔






『ラーズランス』近きん隣りん　ホテル屋上




　ラーズランスから道路一つ挟んだ先にある、比ひ較かく的てき新しいホテルの最さい上じよう部ぶ。

　赤みがかる空を眺ながめているのは、二人の女だ。

　一人はまだ幼い少女。もう一人は、二は十た歳ち前後と思おぼしき若い女である。

　幼い少女──リーザは、不ふ機き嫌げんな調子で口を開いた。

「あーあ、どうして私が、お姉おねちゃんと一いつ緒しよに見回りなの？」

　それに対し、良く似た顔立ちの女──シャーネは、困ったように顔を俯うつむかせる。

「……」




　リーザの背を見つめながら、シャーネは考える。

　──妹。

　──突然、こんな事になるなんて……。

　父親と再会した後、『君の妹だよ』と紹しよう介かいされた一人の少女。

　確かに顔を見ると、父や自分にソックリな顔立ちをしているのだが──なんの心の準備もなく紹介され、詳しい説明もなかっただけに、シャーネとしては戸と惑まどう事しかできなかった。

　父親以い外がいの自分の家族など、考えた事など殆ほとんどない。

　そういえば、『ミストウォール』でチャクラムを投げていたらしい女もリーザという名前だったな、と、そんな事をぼんやり思い出す事しかできなかった。

　もっとも、その『リーザ』とは声が全く違うので、それ以上何なにか思う事もなかったのだが。

　存在は示し唆さされていたのかもしれないが、シャーネの中では、父親のヒューイを優ゆう先せんするあまり、まったく不ふ要ような情報としてインプットされていた可能性が大きかった。

　それ故ゆえに、こうして実際に顔を合わせた現在、シャーネは『妹』という存在にどう接して良いのか解わからなくなって混乱しているのである。

　しかも、どうやらリーザはこちらの事を前々から知っていたらしい。

　──「あの、赤あか毛げの彼かれ氏しさんは元気？」

　と、初しよ対たい面めんで言われた時には目を丸くせざるを得なかった。

　顔を少し赤くする自分を見て、リーザはつまらなそうに「いいよね、お姉ねえちゃんはなんでも自分の思い通りで」と、頰ほおを膨ふくらませていた。

　──どうして、彼女は私の目をあまり見ようとしないんだろう。

　──何か、嫌きらわれる事をしてしまったんだろうか。

　妹の複雑な事情を知らないシャーネは、自分に落ち度があるに違いないと考え込む。

　しかし、それとヒューイより課せられた『使し命めい』は別だと割り切っているのか、仕事に支し障しようが出る程ほどに心を乱す事はなかった。

　だが、彼女はその現状に満足していない。

　心が僅わずかでも乱れた時点で、自分は父の期待に沿える完かん璧ぺきな駒こまではなくなる。

　自分が駒で構わないと思い続けた彼女にとって、僅かなりとも自分の『切れ味』が落ちるのは耐えられない事だった。

　少なくとも、４年前までは。

　──戻らなくては。あの頃ころに。

　──父とうさんが戻って来たんだ。

　──私もあの頃に戻らなくては、生きている意味がない。

　そんな事を考えていると、リーザがこちらを振り返って話しかけてきた。

「ねえ」

「……？」

「この前、フィーロ・プロシェンツォって男が、父さんに会いに来たでしょ」

「……」

　シャーネは静かに頷うなずいた。

　父が戻ってきた少し後。

　フィーロ・プロシェンツォという男が、父のアジトにやって来た。

　どうやら父が呼んだらしく、何か二人きりで話をしていたようだ。

　シャーネにとって、そのフィーロという男は少しだけ顔かお見み知しりの間あいだ柄がらである。

　クレア・スタンフィールドの幼おさな馴な染じみらしく、彼の昔むかし話ばなしにしょっちゅう出てくる名前であり、時とき折おり街まち中なかで顔を合わせる事もあった。１９３３年の『ミストウォール』でトラブルが起きた時にも、彼が現げん場ばに居合わせていたと記き憶おくしている。

　だが、長く顔を合わせた記憶は殆ほとんど無く、クレアが適当に間を取って挨あい拶さつをしたぐらいだ。

　そんな彼が、父を訪ねてきたというのは少々意い外がいだった。

　二人の関係は解わからないが、ヒューイの態度を見るに、どうやら敵てき対たい関係ではないらしい。

　少なくとも、ヒューイの目を抉えぐったのがフィーロだと知らないシャーネはそう判はん断だんしていたし、リーザも特にそれを姉に伝える事はしなかった。

「なんの話をしてたのかな」

「……」

　リーザの言葉に、シャーネは『解わからない』という意味で首を振る。

　実際、話が終わって部屋から出て来た後も、特に二人が争ったような形けい跡せきは無かった。

　フィーロは終しゆう始し苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたものの、シャーネの姿すがたを認めると、「クレ……フェリックスの奴やつに宜よろしくな」と溜ため息いき混まじりの挨あい拶さつをして去って行った。ヒューイも上じよう機き嫌げんであり、娘むすめ二人からすれば、何も問題があったようには思えない。

　だから、別に敵てき対たいしている関係ではないのだろう。

　それならば何も問題はない、というのがシャーネの判はん断だんだった。

　父が何らかの権けん謀ぼうを仕込んでいたのだろうが、それはいつものことであり、自分が気にするようなものではない。

　何な故ぜ、妹はそんな事を今さら気にするのだろう。

　そんな事を考えながら首を傾かしげるシャーネに、リーザは言った。

「お姉ねえちゃんはさ……。例えばだけど、あの赤あか毛げの奴やつがさ、父とうさんと喧けん嘩かしたりしたら……どっちにつく？」

「……っ！」

　あまりされたくない類たぐいの質問に、シャーネは表情を強ばらせる。
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　そして、思い出す。

　１９３３年。

　ミストウォールの事件の時、同じリーザという名の『吸ラ血ミ鬼ア』メンバーに、同じような質問をされたという事を。

　ついさっきまでは、同じ名前なだけと考えていたが、何か繫つながりがあるのだろうか？

　しかし、こんな小さな子供が、あんなビルの屋上でチャクラムを投げるとは思えない。

「やっぱり、答えられない？」

「……」

　シャーネにとって、その質問は鬼き門もんだった。

　ミストウォールで同じ質問をされた時は、横に居たクレアが答えた。

　──「いいんじゃん？　その命令をこなしつつ、俺おれも取れば」

　──「俺を殺せって言われたら、ずっと俺を殺し続けるといいよ。俺はそれを防ぼう御ぎよし続けながら愛し合うと。おお、なんか本当の愛って感じっぽいぞ」

　今でも、ハッキリと思い出せる。

　いかにもクレアらしい答えに、シャーネは安あん堵どさせられたが──

　どちらにせよ、一人ではあまり考えたく無い事ではあった。

　父と再会する直前に、シャワーの中で考えていた事が蘇よみがえる。

　もしも本当にそうなった場合、自分は一体どうするべきなのか？

　本当にそんな事じ態たいになったならば──やはり自分は、父に付くだろう。

　クレアに刃やいばを突き立てようとするだろう。

　彼女が迷いながらもそう決意できるのは、クレアを信じているからだ。

　人間を超えた強さを持つクレアならば、自分の攻こう撃げきなど全て躱かわしきるだろうと。

　同時に、『それでいいのだろうか？』という疑問も浮かぶ。

　結局自じ分ぶんは、クレアが死なないと解わかっているから安堵しているだけなのではないか？

　父からの指し令れいが、『クレアの飲み物に毒どくを入れろ』だったらどうなるだろう。

　クレアならば、自分の差し出した飲み物を疑いもせずに飲む事だろう。

　あるいは、自分の顔かお色いろを見て見み破やぶってしまうだろうか。

　──駄だ目めだ。

　──こんな事を考えている時点で、私は……私は……！

　今までの自分が、全て搔かき消えていく。

　新しい自分に侵しん食しよくされていくような錯さつ覚かくを覚える。

　自分が自分ではなくなっていくような感覚に襲おそわれ、シャーネは軽い目眩めまいを覚えた。

　こんな時でも、ヒューイかクレアのどちらかが居れば、心は安定していたかもしれない。素直に全てを打ち明けていたかもしれない。

　だが、そのどちらも今はいなかった。

　これから３日間、クレアはメルヴィという男と『ラーズランス』に。父は、『本来の目的』の為ために、ここから少し離れた場所で行動している。

　だからこそ、自分を安定させるものは自分しかいない。

　──思い出せ。

　──思い出せ。

　──あの頃ころの私を。

　──ただ、父の刃やいばで在り続けた時の私を。

　──人の肉を刻む感かん触しよくを思い出せ。

　──刃を肋ろつ骨こつの隙すき間まに突き立てる瞬しゆん間かんを思い出せ。

　──命を奪うばう瞬間を思い出せ。

　──相手の人生を無に帰す瞬間を思い出せ。

　──父の敵を断だん罪ざいする瞬間を思い出せ。

　──思い出せ、思い出せ、思い出せ──




「お姉ねえちゃん、どうしたの？」

「……ッ！」

　リーザの声に、シャーネはハッと我に返る。

「……」

　自分なりの答えを、筆ひつ談だんで返すべきだろうか。

　近くの床にナイフで言葉を刻もうか等と考えていた所で、シャーネはふと、動きを止めた。

　目の前にいたリーザの纏まとう空気が、明らかに変わった事に気付いたからだ。

「……？」

　どうしたのか、と首を傾かしげるシャーネの前で、リーザは独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「……見つけた」

「？」

「あいつ……こんなところに……！」




　その直後──リーザが呟いた人じん名めいを聞いて、シャーネの全身に風が走り抜けた。

　彼女は表情から迷いや感情を消し去り、機き械かい人形のような目で、リーザの傍そばの壁にナイフで次の文字を刻み込んだ。




【その男は、私が殺す】
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「？　どうしたんですか、ネイダーさん」

　イブの問いかけに、ネイダーが首を捻ひねりながら答えた。

「ん？　あ、ああ……いや、悪い」

　チラチラと窓の外を見ながら、ネイダーが訝いぶかしげに言葉を続ける。

「ほら……そこの窓の外に止まってる鳥、いるだろ？」

「あ、はい……このあたりでは、あまり見かけない鳥ですね」

　二人の視線の先、窓の外にある高い外がい灯とうの上に、一いち羽わの鳥が止まっていた。

　こちらの方を凝ぎよう視ししているその鳥を見ながら、ネイダーは妙みような寒さむ気けを覚えて言葉を漏もらす。

「なんか……睨にらまれてる気がするんだよな……。殺さつ気きを感じるっつーか……」
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「もうちょっとこう、殺気立だってるもんかと思ったんだがな」

　ラーズランスがよく見える、マンハッタン島に程ほど近い港こう湾わん部ぶ。

　川かわ沿ぞいの道をぶらつきながら、ラッドが退たい屈くつそうに呟つぶやいた。

「ちょいとばかり拍ひよう子し抜ぬけだぜ、ったくよぉ」

　それに答えたのは、ビクビクしながら周囲を見ているフーだ。

「おい……充じゆう分ぶん殺気立ってるじゃねえかよ……。さっきから、ピリピリした面つらのギャングとばっかすれ違ってるぞ」

「そんなもん、殺気立ってるうちに入らねえだろ。俺おれが想そう像ぞうしたのは、もっとこう、交こう差さ点てんでどっちを向いてもマシンガンの弾たまが飛び交ってるような空気だったんだがな」

「殺気以い前ぜんの問題な」

　診しん療りよう所じよを片付けていた所で『暇ひまだからＮＹの連れん中ちゆうの事を教えろ』と、半分拉ら致ちされる形でラッドに連れ出されたフー。

　フレッドにも「今日きようの診しん察さつは終わった所だし、せっかくの再会だ、友達とゆっくりしてきたまえ」と余よ計けいな気き遣づかいをされてしまい、フーは不ふ本ほん意いながらラーズランス側の港を歩かされる結果となった。

「もうすぐグラハム坊ぼうやと合流する時間だな。そしたら、フーはもう帰っていいぜ。他の殺し屋連中も適当にここらへんをぶらついてる筈はずだぜ」

「ルーアはどうしたんだよ」

「あいつは、ラーズランスのビルの中だ。レストランか喫きつ茶さ店てんにでもいるんじゃねえかな」

「……！　おいおい、一番物ぶつ騒そうなとこじゃねえかよ！」

　言ってから、フーは過去のラッドの所しよ行ぎようを思い出し、諦あきらめたように溜ため息いきを吐く。

「ああ、そうだったな、お前、列車強ごう盗とうの時ですらルーアを連れてくるような奴やつだったよ」

　そして、フーは改めてラッドに問いかけた。

「なあ、お前、この後、ルーアとどうする気なんだ？」

「どうする？　今まで通りだろうよ。愛し合うだけさ。他に何も考えちゃいねえよ」

　いかにもラッドらしい答え。

　しかし、フーは更さらに一歩踏ふみ込んだ事を問いかける。

　普ふ段だんなら気にしなくても良いと思っていた事だが、もしかしたら今日きようが今こん生じようの別れになる可能性もあったからだ。それ程ほどまでに、フーは今の街の空気に嫌いやな『気け配はい』を感じていた。

「レイラの時みたいにか？」

「……」

　その問いに対し、ラッドは沈ちん黙もくを返す。

　レイラというのは、フーとラッドの幼おさな馴な染じみだ。

　また、ルーアと出会う何年も前、ラッドの恋人だった少女の名でもある。

　もっとも、彼女は現在この世にはいない。

　まだ少年少女と言える歳としの頃ころ、彼女はラッドと駆かけ落ちし──そこで、命を失う結果となったのだ。

「……」

「……」

　静せい寂じやくに耐えかね、フーは再度溜息を漏もらす。

　──やっぱり、答えねえか。

　フーは、『悪い、聞かなかった事にしてくれ』と言おうとしたのだが、その寸すん前ぜんにラッドが口を開いた。

「考えちゃいたさ。あの頃は、色々と考え過ぎてたんだよ。憧あこがれと恋こい心ごころの区別もついてねぇバカなガキがいた。それだけの事さ」

「……駆け落ちの事か？」

「一つだけ言っておくが、レイラは俺おれが殺したわけじゃねえ」

「……そうか」

　ただそれだけの答えで、フーは満足そうに頷うなずく。

『安心した』とも、『本当か？』とも言わなかった。

　ラッドがレイラの事を忘れてはいなかった。

　彼が、三人で過ごした過去そのものを無かった事にしたわけではないと解わかっただけで、フーにとっては充分だったのである。

「じゃあ、こっちもそれ以上は聞かねえよ」

「……悪いなぁ、フー」

「礼なんてよせよ、気持ち悪い」

　肩を竦すくめながら、前を歩くラッドに言う。

　彼が今どんな表情をしているのか、フーには窺うかがい知れない。

　そして、知らなくて良いと思っていた。

　こうした性格だからこそ、フーはラッドと長く付き合って尚なおも生き延びる事ができているのかもしれない。




「で、他にこの街の勢せい力りよく図ずで聞きたい事はあるか？」

「いやあ、大体解わかったさ」

　話題を変えたフーの言葉に振り向いた時には、ラッドはいつもの凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべていた。

「それに、今日きようは俺おれ達たちの雇やとい主ぬしの他は、最低二つ覚えておきゃ充分だからな」

「二つ？」

「マルティージョ・ファミリーと、ルノラータ・ファミリーさ」

　全く規き模ぼの違う二つの組織の名前を挙げ、ラッドは楽しそうに愉たのしそうに口くち元もとを歪ゆがめる。

「できるだけ、派は手でな喧けん嘩かになるといいよなぁ」

「……なんでだよ」

　答えは分かりきっているが、フーは一応尋たずねてみた。

　そして、やはり予想通りの答えが返される。

「騒ぎがでかけりゃでかい程、どさくさに紛まぎれて色んな奴やつをぶち殺せるだろ？」

　ただ、ラッドは最後に、フーにも聞こえぬ小さな声で独ひとり言ごとを付け加えた。




「あとは……不ふ死し者しやだとかいう連れん中ちゆうを、どうやってぶち殺すかだな……」
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　そして、彼らはやって来た。




　ラーズランスの正面入いり口ぐちに堂どう々どうと止められる、複数の高級車しや。

　中から出て来たのは、高級なスーツを身に纏まとった、ルノラータ・ファミリーの男達だ。

　ボスのバルトロ・ルノラータの姿すがたは見えないものの、一人一人が一ひと角かどの貫かん禄ろくを身に纏まとっており、彼らが立ち並ぶだけで見る者に強大な圧あつ迫ぱく感かんを与えている。

「……さて、楽しみましょうか、ギャンブルを」

　そんな事を口にしたのは、ルノラータ・ファミリーの集団の中でも一ひと際きわ若い男、メルヴィ・ドルメンテルだ。

　メインディーラーである彼を先せん頭とうにして、組織力りよくの塊かたまりがホテルに足を踏み入れる。




　ロビーに居た別の組織のマフィア達は、ルノラータ・ファミリーが入って来た瞬しゆん間かん、示し合わせていたかのように静しずまり返った。

　小さな組織の者達は怯おびえるように道を空あけ、ルノラータに匹ひつ敵てきする強大な組織の者達は、猛もう禽きん類るいのような目で彼らを観察する。

　彼らが『獲え物もの』か『敵』かを、慎しん重ちように見み定さだめているかのように。

　だが、そんなマフィア達の中で、異い質しつな存在があった。

　この場にいるどの組織よりも小さな勢せい力りよくでありながら、ルノラータ・ファミリーの前に立ち塞ふさがる形で動かない──ガンドール・ファミリーの面めん々めんである。

　人じん員いんの大たい半はんは地下の準備に取り掛かっている為ため、ロビーにいるのはボスである三兄弟とマリア、そしてチックの五人だけだ。

　しかし、その誰だれもが数十人からなるルノラータ・ファミリーの集団に気け圧おされている様よう子すはない。

「……おや、これはこれは。先日はお世せ話わになりました」

「こちらこそ、ろくなお構いもできませんで」

　慇いん懃ぎんな調子で挨あい拶さつしてくるメルヴィに、ラックが無む表情のまま言葉を返した。

　すると、メルヴィの後ろにいた赤あか毛げの男が、暢のん気きな調子で手を振ってくる。

「よう、三人とも気合い入ってんな」

「ああッ！　『葡萄ヴイー……』もごがももも」

　伝説的な殺し屋の名前を叫びかけたマリアの口が、チックの両手で塞がれた。

　ジタバタしているマリアを無む視しし、ラックは淡たん々たんと言葉を返す。

「気合いも入るというものです。ギャンブルの結果次し第だいでは、いくつかの組織は消えてなくなる事になるでしょうからね」

　すると、メルヴィが目を細めながら言った。

「安心して下さいよ。今回の獲物は、貴方あなた達たちではありません」

　先日ラックを右手で『喰おう』とした事を棚たなにあげ、メルヴィは紳しん士し的な態度を崩くずさない。

「獲物、ですか。どこの組織を狙ねらっているのか知りませんが、一方的な狩かりになるとは考えない方が宜よろしいかと思いますよ」

「いえいえ、マフィアってものは、常にお互いを獲物として喰い合う存在でしょう？」

　皮ひ肉にくげに言うメルヴィを見て、ラックは確かく信しんした。

　やはりこの男は、ルノラータ・ファミリーという『マフィア』の一員ではないと。

　もしも彼もファミリーの一員であれば、今のような、マフィア全てを見み下くだした目はしないからだ。

　自じ嘲ちようではない。

　明らかに、自分とは違う存在を嘲あざ笑わらう感情の色がメルヴィの瞳ひとみには籠こめられていた。

「貴方あなた達たちもマルティージョと同じですよ。せいぜい、自分達が餌えさになる順番が後あと回まわしになる事を祈る事ですね」

「なんだと、てめえコラ……」

　ベルガが青あお筋すじを立てながらメルヴィに歩み寄る。

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　ロビーにいた全てのマフィア達は、殺し合い──あるいはルノラータによる一方的なガンドールへの虐ぎやく殺さつが始まると予よ見けんし、『ラーズランス』内の空気が一いつ瞬しゆんで張り詰める。

　だが──

　ルノラータの集団の後こう方ほうから響ひびいた声が、そんな緊きん張ちようの糸を更さらに複雑に搦からませた。

「やめとけよ、ベルガ。殴なぐる価か値ちも無い奴やつだ」

「おぉ？」

　聞き慣れた声に、ベルガが動きを止め、マフィア達の視線が一いつ斉せいに声の方へと向けられる。

　するとそこには、ルノラータの後から入って来たと思おぼしき集団が居た。

　人数は十数名。纏まとまって動くにはやや多い数字だが、それでもルノラータ・ファミリーと比べれば少しよう人にん数ずうだと言っていい。

　そんな男達の先せん頭とうに立っていた若い男が、帽ぼう子しの鍔つばをクイ、と上げながら声を上げた。

「色々と言いたい事はあるが、一つだけ訂てい正せいしておくぜ」

　メルヴィに向けられた顔には、不ふ敵てきな笑えみが貼はり付いていた。

「俺おれ達たちはマフィアじゃない……カモッラだ」

「これはこれは……歓かん迎げいしますよ、フィーロ・プロシェンツォさん」

　フィーロ・プロシェンツォを先頭とした、マルティージョ・ファミリーの面めん々めん。

　ガンドールと同じぐらい小しよう規き模ぼな組織であるが故ゆえに、周囲のマフィア達も『あれは一体どこの組織だ？』と混乱している。

　何の情報を持たなくとも、少なくとも、一つだけ確実な情報があった。

　ガンドール・ファミリーも、最後にビルに入って来た『カモッラ』を名な乗のる集団も、ルノラータ・ファミリーを前にして欠片かけらも気け圧おされていないという事である。

「随ずい分ぶんと、余よ裕ゆうですね」

「余裕が無きゃ、ギャンブルなんてやるもんじゃないだろう？」

　肩を竦すくめるフィーロの声には、エニスが攫さらわれた時に見せたような激げき情じようは見られない。




　──妙みように落ち着いているな。

　メルヴィは、余よ裕ゆうのあるフィーロの態度が気に入らなかった。

　──まさか、エニスは諦あきらめたのか？

　最初にそう推すい測そくしたのは、『自分がフィーロの立場ならば、エニスは早々に諦めるだろう』という思いがあったからである。

　しかし、フィーロは力強い笑えみを浮かべたまま、言った。

「楽しみにしてるぜ。お前とのギャンブルをな」

「……これはこれは。まさか、勝てるおつもりで？」

「勝ちの目があるから、ギャンブルってのは成立するんだろ？」

「愚ぐ者しやが決して勝てないのも、ギャンブルですよ」

　メルヴィとフィーロを中心として、緊きん張ちようの糸が張り詰めていく。

　事情を全く知らない者達も、二人の様よう子すを見てすぐに理解した。

　彼らのうちどちらかは、近いうちに全てを失う運うん命めいなのだろうと。

　場が再び硬こう直ちよくし、ガンドールも含めた三つの組織での睨にらみ合いが暫しばらく続くと思われた。




　ところが、そんな空気が一いつ瞬しゆんで打ち破られる。

「やあ、フィーロさん！　ようこそいらっしゃいました！」

　無む邪じや気きだが、理り知ち的てきな子供の声がロビーに響ひびき渉わたった。

　赤あか絨じゆう毯たんの敷き詰められた階段から降りてきたのは、バルトロ・ルノラータの孫まごであるカルツェリオだ。

「これはこれは、名前を覚えて頂いただき光こう栄えいです」

　恭うやうやしく言うフィーロに、カッツェは目を輝かせながら言う。

「会場をご案内しますので、どうぞこちらへ！」

　カッツェの言葉に、周囲に静かなざわめきが起きた。




　　　　──（おい、あれはＭｒ．バルトロの孫だよな）

　　──（直接案あん内ないする程ほどの連れん中ちゆうって事か？）

　　　　　　　　　　──（カモッラと言っていたが……）

　　　　──（知ってるぞ。マルティージョ・ファミリーだ）

　　　　　　　　──（あの、ガンドールと同どう規き模ぼの小さい所か？）

　　──（何がどうなってるんだ？）

　　　　　──（マルティージョの幹かん部ぶのロニーというのは、恐ろしい男らしい）




　疑ぎ念ねんの声から噂うわさ話ばなしまで、様さま々ざまな声が入り乱れる中、フィーロ達は移動を開始した。

　フィーロの後ろには、ランディやペッチョ、マイザーも連なっているが、この場は全てフィーロに任せているのだろう。誰だれも余よ計けいな口を開く事はなく、静かに歩を進め始める。

　マイザーですら、メルヴィの顔をチラリと見ただけで──弟と同じ顔をしているメルヴィに対し、話しかける事すらしなかった。

　──……面白い、私し情じようは消した、という事か？

　相手の組織の覚かく悟ごをそれなりに感じ取ったメルヴィは、すれ違い様ざま、フィーロに対して小声で告げた。

「……３日目だ。そこでケリをつける」

「そうか、そりゃ楽しみだ」

「……せいぜい、仲間達たちと最後の２日間を満まん喫きつするんだな」

　相手を挑ちよう発はつする言葉を吐き出し、フィーロを煽あおるメルヴィだったが──

　フィーロから返ってきたのは、なんの感情も感じられない、それこそナイフの刃はそのもののような声だった。




　　　　　　　　　　「お前は、少しやり過ぎた」




　ただ、それだけの言葉。

　具体的な制せい裁さい内容も、殺すとも言っていない。

　だが、その声だけで──

　周囲に聞こえない程ほどの小さな声で紡つむがれたその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、メルヴィは、右手をバネ仕掛けのように動かした。

　身体からだの奥底から突然湧わき上がった『恐きよう怖ふ』が、メルヴィの身体を反射的に動かしたのである。

　殺される。

　殺す前に殺せ。

　本ほん能のうは、メルヴィをシンプルな行動に走らせる。

　不ふ死し者しやの右手が、異常なスピードでフィーロの頭へ伸びようとした。

　しかし、その寸すん前ぜん。

　同じように異常な速度で伸ばされたフィーロの右手が、メルヴィの右手に絡みついた。

「……ッ！」

　握あく手しゆの形となった状態で、フィーロは軽くその手を上下に振る。




「よろしくな」




　実じつ質しつ上じよう、周囲の者からはただの握手としか見えず、マフィア達は緊きん張ちようの糸をほぐしていく。

　だが──フィーロ達が去った後も、メルヴィは、暫しばらくそこを動く事ができなかった。

　ガンドール三兄弟もその様よう子すに気付いたようで、薄く笑いながら地下へと向かう。

「……」

　メルヴィはそんなガンドールには目もくれず、自分の手ての平ひらに視線を落とした。

　悪あく夢むを見て飛び起きた直後のように、嫌いやな汗あせが滲にじんでいる。

「随ずい分ぶん、あいつを怒らせたらしいな」

　背後から声をかけてきたのは、護ご衛えいであるフェリックスだ。

「……」

　表情を消したメルヴィに対し、フェリックスはニヤニヤと笑いながら語り続ける。

「どんな勝負だろうと……あいつが本ほん気きを出したら、強いぞ」

　半分他ひ人と事ごとのように、彼はメルヴィに対して、自分の友人に対する最さい大だん限げんの賞しよう賛さんの言葉を吐き出した。




「俺おれでも、かなり手こずる程ほどにな」
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　そんな、街そのものを燃やし尽くすような火ひ花ばなが散っているとも知らぬまま──

　更さらに多くの人々が、『ラーズランス』へとやって来る。

　ルノラータに招しよう待たいされた資し産さん家か達たち。

　あるいは、マフィア関係者の身み内うちの人間。

　中には、鼻はな薬ぐすりを嗅かがせた政府側がわの人間も含まれている。

　海うみ千せん山やま千せんの強つわ者もの達たちが集まるこのカジノパーティーに、更さらに足を踏み入れる者達が。

「おおー！　すげえなミリア！　本当に槍やりみたいだ！」

「グングニルだね！　ゲイボルグだね！　アメノヌボコだね！」

　高いビルを見上げて無む邪じや気きな声を上げるのは、燕えん尾び服ふくとドレスを身に纏まとったアイザックとミリアだ。

「うう……とうとう、着いちゃったよ……。永遠に到とう着ちやくしなければ良かったのに……」

　後ろには重い足あし取どりのジャグジーが続き、更に後ろには、仲間である大おお勢ぜいの不ふ良りよう少年達がいつもの調子で騒いでいる。

「おお、ここが俺の城か！」

「突然どうしたんだ。ついにおかしくなったか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、俺は今日きよう、ここでギャンブルを極めて天てん下か取るんだよ」

「私の予想だと、３４２３秒後ごには身ぐるみ剝はがされて泣いてますねー」

「おいやめろメロディ」

「それで、６９８３秒後には、全身の皮も剝はがされて死んでますねー」

「何が起こるの俺おれ!?」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはー」

「うが、俺達たち、全員入れるのか？」

「一応は、マルティージョさんが招待した客きやく人じん、って形になってますから」

「一度入はいっちまえば問題無ないだろ、バラバラに分かれて、せいぜい周りから客を引っ張ってこようぜ」

「くれぐれも言っておきますけど、スリやイカサマは厳げん禁きんですからね。特にメロディさんは気を付けて下さいよ」

「８３９２００秒前まえに足あし洗あらいましたよー」

「……それ、割と最近じゃありませんか？」

「冗じよう談だんなんですよ？　怒らないで下さいねー、ニースさんー」

「ヒャッハァ」「ひゃっはぁ！」

「あれ、そういやレイルは？」

「目立つから、自分は別べつ行動するってさ」

「ドニーやジャグジーほどじゃねえだろ」

「顔の傷、やっぱり気にしてるのかな……」




「うーん、この子達の会話、自然なんだか不ふ自然なんだか解わからなくて、ちょっとトランス状態に入りそうだよ。リカルドはどう？」

「別に……」

「君も試しにヒャッハーとか叫んでみなよ。人じん生せい観かんが変わるかもよ？」

「変わるっていうより、終わりそう」

　そんな会話をリカルドと続けながら、不ふ良りよう集団の最さい後こう尾びにいたクリストファーは頭ず上じようを見上げた。

「なるほどね！　これは自然の敵って感じだね！　空っていう最大の自然を粉こな々ごなに撃うち砕くだこうとしてるようにも見えるよ。でも、雷かみなりが落ちるのを待ってるようにも見えるねぇ」

『ラーズランス』に対して独どく特とくな感想を述べながら、クリストファーは凶きよう悪あくな笑えみを浮かべて独ひとりごちる。

「なんだったら、僕が雷になるのも面白そうだ」

　物ぶつ騒そうな呟つぶやきを耳にしながらも、リカルドは何も言葉を返さなかった。

　リカルドの中にある『シャム』の知ち識しきが教えている。

　このビルは、一歩入れば地じ獄ごくも同どう然ぜんだ。

　いや、既すでにこの周辺地ち域いきの全てが同じ状態だと言ってもいい。

　まるで、竜たつ巻まきの渦うずのように様さま々ざまな組織の思おも惑わくが入り乱れている。




　現げん場ばにいる。

　ただそれだけで、彼らも、フィーロ達も、メルヴィ達も、全て同どう列れつであると言えた。

　自分達たちはここで、運うん命めいをベットする事になるだろう。

　リカルドはそう思いながら、せめてその賭かけが人生に有ゆう意い義ぎなものである事を祈りつつ──自らの意い志しで、ジャグジー達と共に『ラーズランス』へと一歩足あしを踏み入れた。
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　そして、運命の渦は荒れ狂う。

　一人一人の渦が複雑に絡み合い、誰だれにも流れが読めぬまま──

　この『ラーズランス』というビルそのものを押し流さんとする勢いで。




　ただし──

　今回の事件を取り巻く最大級きゆうの流れの一つ。

　その流れを生み出している筈はずである男、ヒューイ・ラフォレット。

　彼は、この場に姿を現さなかった。




　不ふ死し者しやを巡る一つの事件。

　その全ぜん貌ぼうを形かたち作づくる、大きなピースを欠いたまま──

　鉄てつ火か場ばと化した街に、運命の賽さいは容よう赦しやなく投げられた。













二十二章　あるのかもしれない







　結けつ論ろんから言ってしまえば、カジノパーティーの『一日目』は、実に平へい穏おんな終わりを迎えた。




『ラーズランス』支配人にんのスピーチから始まったそのパーティー。

　その時点で、このビルが丸ごとルノラータの支配下かにあるという事が証しよう明めいされたのだが──元もと々もと無む関係だと思っている者など殆ほとんどいなかった為ため、これといってその事実に表情を変える者はいなかった。

　３日間開ひらかれるというカジノパーティー。

　その初日は、殆どの者が『様よう子す見み』に徹てつしていた。

　ギャンブルの流れを見るというだけではない。

　ルノラータ・ファミリーが何を企たくらんでいるのか、あるいは警察は本当にこのパーティーにノータッチのまま終わるのか。

　あるいは──何かもっと大きな策さく謀ぼうが動いているのではないだろうか？

　様さま々ざまな疑ぎ念ねんを抱きながらも、彼らは次し第だいにチップを掛け始める。

　──この小さな賭かけに勝てれば、きっと何も起こらない。

　そんな、神かみ頼だのみ的な希望で安心を得ようとしている者も、少なからず存在しており──ディーラー達は、そんなささやかな願いを餌えさとして、新たな流れを生み始める。

　すなわち、より多くの欲望が動く、『金の流れ』というものを。




　ルノラータ・ファミリーとマルティージョ・ファミリーも、初日から順じゆん調ちように『金の流れ』を生み出していた。

　マルティージョに与えられた部屋は、お世せ辞じにも好こう条件な場所とは言えない。

　地下区く画かくの隅すみに当たるところではあるものの、そうした『追いやられた場所』に客を呼ぶ術すべは心こころ得えている。

　何しろフィーロの経営している賭と場ばも、小さい縄なわ張ばりの中で周りから追いやられた、現状と似たような場所に存在していたのだから。




　初日の『興こう業ぎよう』はどこの組のカジノもそこそこの成功を収め、裏うら事情を知らない者達の一部はこう考え始める。

　──もしかして、本当にこれはルノラータ・ファミリーのサービスなのではないか？

　と、自らにとって確実に毒どくとなる考えを。

　一方、ルノラータを強く警けい戒かいしている者達は、２日目からが本当の勝負だと考えていた。

　初日が様よう子す見みなのは誰だれしも解わかっている事だ。

　重要な人物も、それ程ほど多くの金もラーズランス内には入れていない。

　明日あしたの夜からが、本当の勝負の始まりだ。

　誰もがそう考えていて、確かに、『一日目』は平へい穏おんな終わりを告げる事となったのである。







　しかしながら──

　この日、確かに大きく運うん命めいが動き始めた。

　舞台となるのはギャンブルの場ではない。

　寧むしろ、それを狙ねらって『３日間』という複ふく数すう日び開かい催さいにしたのではないかと疑う程ほどに、様さま々ざまな運命がこの日の深夜に蠢うごめき始めたのである。




　その中で、最も大きく運命が動く事となったのは──

　皮ひ肉にくな事に、誰よりも強く運命の奔ほん流りゆうから逃げだそうとしていた男。

　つまりは、ネイダー・シャズクールに他ならなかった。





⇔






　ネイダーはその日、『見ケン』に徹てつしていた。

　自分から大きく賭かける事はせず、部屋ごとの金の流れそのものに目を向けていたのだ。

　彼の見た所、カジノの金の流れ事じ態たいに波乱はない。

　勝つ者が勝ち、負ける者が負け、胴どう元もとがそこそこの利り益えきを上げる。

　通つう常じようの流れが起こっているだけだ。

　詐さ欺ぎ師しとして長なが年ねんこうした場に潜もぐり込んでいたネイダーにとって、この光こう景けいは華はなやかなチップが飛び交う社しや交こう場ばではなく、色がつく前の単たん調ちようなラフスケッチのような物だったのである。

　写真で見せられた『ダラス』という男も、イブと手て分わけして探しているが、今の所は見つからない。変へん装そうでもしているのか、あるいは３日間のうち、今日きようは参加していなというだけかもしれない。

　ヒューイの組織の影も今の所は存在せず、このまま、一日目は何も起こらない景け色しきを見るだけかと思われた。




　しかし、彼は気が付いた。

　金の流れに、いくつかの『特とく異い点てん』が生まれつつあるという事に。

　妙みようにテンションの高いカップルが、流れを無む視しして大きく勝ち負けを繰り返しているのもそうだったが──ネイダーが一番気きになったのは、ひっそりと息を潜ひそめ、自分と同じように『見ケン』に徹しながらも勝ち続けている女がいたという事だ。

　──とっかかりに、なるかもな。

　ネイダーはニヤリと笑うと、その女の観察を始める。

　決して観察している事がバレぬように、自分も少しよう額がくのギャンブルを続けながら場の空気へと溶け込んでいった。

　単調な背景に溶け込み、波は乱らんを起こさない『その他大おお勢ぜい』の一人へと溶け込みながら、ネイダーはその女が纏まとう『違い和わ感かん』の正しよう体たいを静かに探る。

『ラーズランス』に足を踏み入れてから、ネイダーは、少しずつ過去の自分を取り戻しつつあった。

　まるで、ギャンブル場に満ちた魔ま力りよくの成せる業わざだとでもいうように。

　そして、彼が辿たどり着いた結けつ論ろんは、あまりにも単純なものだった。




　──間違いない。

　──あの女は、イカサマをしている。







深夜　港こう湾わん部ぶ




「やあ、ちょっといいかな、お嬢じようさん」

　ネイダーが声をかけると、その女はゆっくりと振り返った。

「……何？」

　その視線には、疑ぎ念ねんと警けい戒かいの色が強く籠こめられている。

　一日目の『パーティー』が終わった後、ネイダーはイブと別れた後に、一人の女の後を尾び行こうした。

　すると、人ひと気けの無い通りと人通りの多い場所を交こう互ごに移動しているような形で、まるで、自分に尾行がついているかどうか確かく認にんしているかのようだった。

　ネイダーはそれに気付き、バレないうちに先さき回まわりをし──

　人ひと通どおりの無い通りに来た所で、ネイダーから声をかけたのである。

「最初に言っておこう。俺おれは別に、マフィアの手先とか警察とかじゃない。参加してる金持ちに雇やとわれた賭かけごと担当の人間だ」

「……そのギャンブラーさんが、私になんの用？」

「俺と組まないか？」

「……は？」

　眉まゆを顰ひそめる女に、ネイダーは続けた。

「いい腕だ。俺以い外がいは気付かなかっただろうな」

「……！」

　その言葉で、相手の女が意い図とを察したらしく、瞳ひとみから疑ぎ念ねんの色を消す代わりに警戒の色を一いち段だん階かい引き上げる。

「マフィアだらけのあの会合でやらかすとは、肝きもが据すわってるんだな。手て際ぎわも見事だ。怪あやしまれるギリギリまで勝って、後は別の部屋に移動する。複ふく数すうのマフィアが合同で開かい催さいしてるからこそできる裏うら技わざだな」

「……なんの話だか、解わからないわね」

「ああ、惚とぼけるなら、惚けたままでいい」

　余よ裕ゆうのある笑えみを浮かべるネイダーだが、その笑みは作り物だった。

　内ない心しんでは、一つ間違えれば全てが終わるかもしれないという不安を抱き、手と背には薄く汗あせが滲にじんでいる。

　そうした感情を欠片かけらも顔に出さないあたり、確かにネイダーは過去の詐さ欺ぎ師しとしての顔を取り戻しつつあったのかもしれない。

「ナンパみたいなもんだと思ってくれればいい。強ゆ請すりタカリってわけじゃない。俺おれも、それなりにあんたに協力できると思うけどな」

「じゃあ、貴方あなたが気付いたっていう事については惚とぼけさせてもらうとして……貴方は、何が目的なの？　単に、金を稼かせぎたいだけ？」

「……まあ、それに近いが、それだけじゃない」

「？」

　首を傾かしげる女に、ネイダーは言った。

「目的は、あんたじゃない。あんたのバックにいる、あんたみたいな凄すご腕うでに招待状じようを渡したような連れん中ちゆうさ」

「……！」

「どんな組織かは知らないが、俺はただ、金持ちに雇やとわれてるだけでね。どこの組織にいるってわけでもない。その金持ちとも、３日間のパーティーが終わったらそれっきりの関係だ。だが、あんたみたいな魅み力りよく的な女を雇う目利き連中なら、俺の事も少しは買ってくれるんじゃないかと思ってな」

　ルノラータを初めとした、場を立てる各かく組織からの招待状が無ければ、基本的には地下カジノに入れない。

　地下で見かけた、服に着られているという感じだった集団も、どこかの組織が安やす値ねで雇った賑にぎやかしだろう。顔面に刺青いれずみを入れる男が泣きそうになっているなど、少々奇き異いに感じる事もあったが──基本的に、警けい戒かいには値あたいしないと判はん断だんした。

　だが、目の前にいる女は違う。

　明らかに、カジノ荒らしに特とつ化かした人間だ。

　彼女のような存在が入り込めるという事は、自分のようなお人ひと好よしの金持ちに雇われたか、なんらかの目的を持った大きなバックがいるに違いない。

　前者のような例が自分以い外がいにいるとは思えないので、ネイダーは後者だと判断した。

　それがマフィアであれ、野や心しん的な事業家であれ、自分がそこに食い込めるなら構わない。

　昔と同じ事をするだけだ。

　食い込んで、内部で力をつけてのし上がり──ヒューイ・ラフォレットの組織に対たい抗こうする地ち位いを手に入れなければならない。

　もはや、それしか自分に助かる道はないのだから。

　その覚かく悟ごを改めて確かく認にんし、大きく息を吸った後、ネイダーは女に名な乗のりを上げる。

「俺の名前はネイダー・シャズクールだ。よろしくな」

　敢あえて、彼は本ほん名みようを告げた。

　一つだけ、二人きりであるこの場で確認しておかなければならない事があったからだ。

　そして──

「ネイダー……シャズクール？」

　こちらの名前を聞き、息を吞のむ女。

「！」

　明らかにその名を知っているという反応を見せた女に、ネイダーは顔を引きつらせた。

　──糞くそ！　念ねんの為ため、本ほん名みよう言って良かったぜ！

　──大おお外はずれを引いたか！

　自分の名前を知っているという事は、恐らくヒューイの仲間なのだろう。

　顔を見ても何も言わなかったという事は『ヒルトン』の一いち味みではなさそうだが、関係者である可能性は大きい。

「……俺と会ったことは忘れろ、いいな」

「えっ!?　ちょっと待ってよ！」

　混乱する女が声を上げるが、ネイダーはそのまま踵きびすを返す。

　計画はここで終わりだ。

　既すでにネイダーがＮＹにいる事を知られている以上、女の口を封じて騒さわぎを大きくするわけにもいかない。

　──あのイブって嬢じようちゃんには悪いが、こうなったら引くしかねえ。

　左手に持つ鞄かばんの中には、フィーロのカジノで手にした私し財ざいが入っている。

　今日きようのギャンブルでは殆ほとんど消しよう費ひしていない為ため、逃とう走そう資し金きんには充分だろう。

　自分は声をかける相手を間違えた。

　ギャンブルに負けたのだ。

　潔いさぎよく身を引くべきだろう。

　深く嵌はまれば負け続けるだけだ。

　そんな言い訳わけがいくつも思い浮かび、逃げるための算さん段だんを頭の中で纏まとめていく。




　だが、そこでネイダー・シャズクールの運うん命めいは最大の流る転てんを迎える事となった。

　彼は、次の瞬しゆん間かんに知る事になる。

　大外れでも大おお当あたりでもない。

　そんな範はん疇ちゆうを超えた大きな何かを摑つかんでしまい──危険なルーレット台にそれを乗せてしまったのだという事に。

　ネイダーの鼓こ膜まくを震わせたのは、止めようとする女の声だった。

「貴方あなた、もしかして……」

「……」

　駆かけ出すネイダーの背に、その言葉が届く。




「ソーニャの、幼馴染みの!?」




「……」

　──……なんだ？

「……？」

　──今、この女、なんて……。

　足を止めた理由は、混乱だった。

　──ソーニャ……。

　──ソーニャ……？

「……ッ!?」

　やや遅れて、衝しよう撃げきが脳のうを駆かけ巡り──バネ仕じ掛かけのように背後を振り向かせる。

「あんた……今、なんて言った？」

「……やっぱり。聞いた名前の筈はずよね」

「おい、あんた……ソーニャって……」

　逃げる為ための言い訳わけが、一いつ瞬しゆんで全て吹き飛んだ。

　ネイダーはそのまま女の方に近づき、どういう事か問い詰つめようとしたのだが──

　それは、背後から響ひびいた別の声によって遮さえぎられた。




「……見つけたわよ、裏うら切ぎり者さん」




「!?」

　慌あわてて振り返るが、そこに人ひと影かげは見当たらない。

　女の声がしたのは確かだが、ただ、人ひと気けの無い路ろ地じが存在しているだけだった。

　カジノ荒らしの女にも声は聞こえていたようで、キョロキョロと周囲を見回している。

「なんだ……誰だれだ!?」

　裏切り者。

　声は確かにそう言った。

　──まさか。

　胸の奥から湧わき起こる不安が、詐さ欺ぎ師しの頰ほおに冷ひや汗あせを伝わせる。

「ヒルトン……なのか？」

　息を嚙かみ潰つぶすかのような声で呟つぶやいた一ひと言ことに、『声』は愉たのしげに答えを返した。

　ネイダーにとって、絶ぜつ望ぼう的な答えを。

「あら、よく解わかったわね。今は『リーザ』よ。宜よろしく」

「……」

　全身を小こ刻きざみに震わせながら、ネイダーは周囲をぐるり、ぐるりと見回し続ける。

　しかし、やはり声の主ぬしと思おぼしき人ひと影かげを見つける事はできなかった。

　だが──

　カジノ荒らしの女が全く別の異常に気付き、目を見開きながら口を開く。

「なに……これ……」

「……？」

　ネイダーは、彼女の視線が上に向けられている事に気付き、釣つられるように自らも首を上に持ち上げた。

　すると、そこには──無む数すうの『鳥』が存在していた。

　外がい灯とうの薄うす明あかりに照らされるように、ビルの屋おく上じように、電線の上に、あるいは空を飛び続ける形で、数十羽ぱの鳥達が、揃そろってネイダーを睨にらみ付けていたのである。

「ひッ……」

　暗がりなので最初はよく解わからなかったが、気付いた瞬しゆん間かん、ネイダーはあまりにも不ぶ気き味みな光こう景けいに悲ひ鳴めいを漏らしかける。

　鷹たかや鳶とびの仲間だろうか、少なくとも、この辺りにはあまり生せい息そくしていない種しゆに思えた。

　しかし、ネイダーはその鳥にハッキリと見み覚おぼえがある。

　夕方、イブと共にいた喫きつ茶さ店てんの窓から、自分の事を見つめていたあの鳥だ。

「こりゃ……一体……」

　口をパクつかせるネイダーに、リーザの声がどこからともなく響ひびく。

「でもね、貴方あなたを殺すのは私じゃないの」

「な……に……？」

「貴方を殺す事が使し命めいだって、熱く熱く燃えてる人がいるの」

　耳みみ元もとに響く、艶つやめかしく貼はり付く声。

　だが、その言葉の内容は、とても色いろ気けを感じさせる物ではなかった。

　すると、次の瞬しゆん間かん──




　ギュリ、と、金属と石が擦こすれるような音が路ろ地じの奥から響き渡る。




　ネイダーとカジノ荒らしの女は、同時に路地の奥に目を向けた。

　すると、暗がりの中に、何かが立っているのが見える。

　恐らくは人間なのだが、距離が遠いという事と、どうやら黒い衣い服ふくを纏まとっているらしく、夜の闇やみに紛まぎれてハッキリとは解らない。

　だが、次の瞬間──その影が、こちらに向かって身を低くしながら駆かけ出した。

「！」

　カジノ荒らしの女が、迫る影のスピードに息を吞のむ。

　黒い獣けものというよりも、巨きよ大だいな砲ほう弾だんを思わせる勢いだ。

　カジノ荒らしの女を避ける形で斜めに路ろ地じを走り、そのまま壁を蹴ける形で跳ちよう弾だんのようにネイダーへと迫る黒こく衣いの女。

　そして、ネイダーは気が付いた。

　気が付いてしまった。

　暗がりの中だろうと、その人間離ばなれした、殺人機き械かいとでもいえる動きには見み覚おぼえがあったのである。

「しゃッ……」

　ヒューイ・ラフォレットの為ために、人間らしさを捨て去った女の動きを。

「シャーネ……」

　叫びを上げる事すらできず、ただ、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく事しかできなかった。

　そんな彼の首くび筋すじに、迷い無い刃やいばの輝きが迫る。




　──死ぬ？　　　　　　──俺おれがここで？

　　　　　　　──なんでシャーネが。　　　──違う。

　　──どこでこうなった？　　　　──ヤバイヤバイヤバイ。


──ソーニャ。　　　






　様さま々ざまな恐きよう怖ふと疑問が心の中で渦うず巻まく中、最後にネイダーは、先せん刻こく聞いたばかりの幼おさな馴な染じみの名前を思い出し──

　そこでようやく、身体からだが動いた。

　逃げる事も躱かわす事も叶かなわず、ただ、手でナイフを振り払おうとするだけの動き。

　黒いドレスの女、シャーネはそんな動きなど意にも介かいさず、相手の手ごと斬きり払おうとした。

　しかし、ネイダーの手とナイフが接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、鋭い金属音おんが響ひびき渡る。
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　ネイダーの金属製せいの義ぎ手しゆに、ナイフが阻はばまれたのだ。

「……」

　しかし、シャーネは焦あせらなかった。

　義手は無む理りに切る必要はない。

　その根ね元もとから断ち切るか、あるいは、単純に右手を避けて首を搔かき切れば良いだけの話であり、シャーネの技術の前に、義手はさして障しよう害がいとはならなかった。

「ひ、ひいッ！」

　慌あわてて逃げようとするネイダーに、シャーネは何の感情も見せぬまま、ただ淡たん々たんと距離を詰つめる。

　速度の差は歴れき然ぜんであり、一ひと呼吸の間にネイダーの背へと追いつきかけたシャーネ。




　だが、その動きが一いつ瞬しゆん鈍にぶる。




　路ろ地じの奥から、何か妙みような物が飛んでくるのが見えたからだ。

　それは、卵たまご状じようの物体であり、小さな時計が付けられている。

「離れて！　姉ねえさん！」

　シャーネの耳みみ元もとにそんな声が響ひびき、周囲を取り囲んでいた鳥のうち一羽わが急きゆう降こう下かしてきた。

「……!?」

　無む言ごんのまま大きく飛び退すさるシャーネの前で、鳥は、その卵状の物体を空中で摑つかんで舞い上がった。

　数秒後ご──




　卵状の物体は鳥を巻き込む形で爆ばく発はつし、閃せん光こうと爆ばく音おんが夜の街に響ひびき渡る。

「……！」

「なんだ!?　おいなんだよ今のぁよぉ!?」

　シャーネは息を吞のみ、ネイダーも何事か解わからず、轟ごう音おんによって劈つんざかれた耳を押さえながら悲ひ鳴めいをあげた。

　更さらに言うなら、カジノ荒らしの女は既すでに現げん場ばから逃とう走そうしている。

　状況を把は握あくする間も無く、路ろ地じに二つ、三つと卵たまご状じようの物体が投げ込まれた。

　しかし、それは爆ばく弾だんではなく、破は裂れつと同時に物もの凄すごい量の煙を路地の中にまき散らす。

「煙えん幕まく弾だん……間違いないわ……」

　リーザの怨えん嗟さに満ちた声が、路地裏うらに木魂こだました。

「どういうつもりよ！　レイル！」

　しかし、その叫びに答える者はなく、代わりに、更に連続して破裂した煙幕弾が、夜の街を広こう範はん囲いに渡って包み隠かくしてしまった。

　そして路地裏には、怒りに震える無む数すうの鳥と、無む表情のまま煙の中で警けい戒かいし続けるシャーネだけが残される。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　お姉ねえちゃん」

　素すの口く調ちように戻ったリーザが、艶つやめかしい声のまま問いかけた。

　しかし、シャーネは何も答えない。

「……」

　シャーネからは獲え物ものを取り逃がした悔くやしさや動どう揺ようなど微み塵じんも感じられず、それが逆に恐ろしさを感じさせ、リーザ『達』は、一いつ斉せいにそれぞれの身体からだを震わせた。





⇔






　──なんだ？

　──俺おれは、誰だれに手を引かれてる？

　ネイダーは、煙の中を走り続けた。

　自分の義ぎ手しゆを握っているのは、何者だろうか。

　そんなに強い力は感じられない。

　本当に、妖よう精せいにでも手を引かれて煙による白い闇やみの中を彷徨さまよっているような感覚だった。

　ようやく聴ちよう力りよくが回復してきた所で、ネイダーの耳に、小さな子供の声が響ひびく。

「お兄にいさん、そろそろ僕の声、聞こえてるぅ？」

　ネイダーが目を凝こらすと、煙の中に、子供の姿すがたが見える。

　すると、少し離れた所から、別の子供の声が聞こえてきた。

「無む茶ちやな真ま似ねを！」

　声は子供なのに、喋しやべってる雰ふん囲い気きは大人おとなそのものという、不ふ思し議ぎな声。

「あははッ、そう怒らないでよチェス。リーザの正しよう体たいが鳥だったなんて、傑けつ作さくでしょうがない」

　そして、露ろ出しゆつした腕や首くび筋すじに派は手でな縫ほら合ごう痕あとが覗のぞく子供は、別の方向に向かって声をかけた。

「……ねえ、本当に、なんでそんな事こと知ってたの？　えーと……シャフトさん？」

　すると、少し先から、今度は青年の声が聞こえてくる。

「まあ、色々とあってねえ」

　青年の声とシャフトという名前には、聞き覚えがあった。

「!?　おい、あんた……ラッドの舎しや弟ていの……」

「まあ、どっちかっていうとグラハムさんの舎弟なんですけどね」

　溜ため息いき交じりで言った後、煙の奥の声は申もうし訳わけなさそうに続ける。

「すいませんね、なんか、二に重じゆう三さん重じゆうに迷めい惑わくかける形になっちゃって」

「!?　!?　!?」

　自分の手を引く子供達たちや、シャフトの正しよう体たいも解わからぬまま──

　ネイダーは、出しゆつ所しよしてから何度も思った疑問を、再び心の中で叫ぶ事となった。




　──俺おれは一体……何に巻き込まれてるんだ!?
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「……」

　窓の外に見える景け色しき。

　外がい灯とうなどの明かりの周りに、濛もう々もうと煙が立ちこめていく街の様よう子すを眺ながめながら、『ラーズランス』のホテルの一室にいたメルヴィは、ほんの僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。

「今日きようは、そこまで派は手でな抗こう争そうになる程ほどの動きはなかった筈はずだがな……」

　彼は、まだ知らない。

　自分が描いた筈の壮そう大だいな企たくらみもまた、この瞬しゆん間かんから始まった壮大な馬ば鹿か騒さわぎの前では、ほんの一部に過ぎないという事を。





⇔






十数分後ご




「こりゃまた、酷ひどい事故だな、おい」

「運転手は気き絶ぜつしてましたけど、特に大きな怪け我がはないみたいです」

「ったく、こんな夜よ中なかに何を運んでたんだ？」

　最初に爆ばく発はつが起こった路ろ地じの側で、警けい官かん達たちが、溜ため息いきを吐きながら交通事じ故この現げん場ば検けん証しようをしていた。

　突然湧わき上がった煙えん幕まくに驚いたトラックが、慌あわててハンドルを切って横おう転てんしたらしい。

「まったく、なんなんだ、この煙はよ……」

　まだうっすらと残っている煙を手で払いながら、警けい官かんはトラックの荷に台だいの方に目を向けた。

　そして、グチャグチャに引き裂さかれた幌ほろ付つきの荷台を見て、眉まゆを顰ひそめる。

「……？　事故で拉ひしやげたんじゃないよな、これ？」

「……なんか、ブワってなんかが飛び出した感じですけど」

　同時に、警官達たちは気付く。

　煙の臭においにまじって、獣けものじみた臭いが周囲に満ちているという事に。

　薄く冷や汗あせを垂たらしながら、警官の一人が呟つぶやいた。

「本当に……何を運んでたんだ？」







　夜の闇やみをのしのしと歩きながら、『彼』は静かに顔を上げた。

　突然の衝しよう撃げきに驚いて、思わずトラックを飛び出した『彼』は、ゆっくりと自分の友人達の姿すがたを探し続ける。

　横おう転てん事故の直後にもかかわらず、『彼』の姿が殆ほとんど目もく撃げきされなかったのは、夜の闇と煙えん幕まくに上う手まく紛まぎれたせいだろう。

　それが『彼』と『街』にとって吉きちと出るか凶きようと出るか。

　先の事を推すい測そくする事すらせず、『彼』はただ、友人達を想おもって一声鳴ないた。




　クレアに『クッキー』と呼ばれ、カッツェに『チャーリー』と呼ばれる彼らの友人。

　体長３メートルを軽く超す巨大なグリズリーは、寂しげな遠とお吠ぼえを街の中に響ひびかせた。




　ラーズランスを中心とする、街まち全体を舞台とした運命の賭と場ば。

　壮そう大だいな賭かけの参加受うけ付つけを締め切る、派は手でな合あい図ずであるかのように──

　巨きよ獣じゆうの遠吠えは、深く、広く、夜の闇の中へと染しみこんでいった。













接続章　黒くろ幕まくは修しゆ羅ら場ばに現れない







　夜の闇やみの中、ヒューイ・ラフォレットはビルの屋おく上じように立っていた。

　かなり高いビルだが、視線の遥か先にある先せん鋭えい的てきなビル──『ラーズランス』程ほどではない。

　マンハッタンの某ぼう所しよに建っているビルの屋上から夜や景けいを眺ながめ、男は静かに笑う。

　思い通りに事が進んでいるからなのか、それとも予想外がいの事が起こった事が嬉うれしいからなのか、彼の微笑ほほえみの意味は、誰だれにも解わからない。

　ヒューイ・ラフォレットは暫しばし夜景を眺めた後、背後に建つ白はく髪はつ混まじりの男、サロメ・カーペンターに声をかける。

「準備は、どうなっていますか」

「はい、つつがなく進んでおります」

『リズム』のリーダーである男は、恭うやうやしくヒューイに答え、逆に問い返した。

「しかし……宜よろしいのですか？　あのドルメンテル家の男はともかく、御お嬢じよう様さまを二人とも『囮おとり』に回すとは」

「シャーネもリーザも、了りよう承しよう済みですよ」

「なんと、伝えてあるのですか」

「計画の全ぜん貌ぼうは伝えていませんが、『囮おとりになって欲しい』という事は伝えてあります。もちろん、死の危険性がある事も含めて」

　淡たん々たんと答えるヒューイに、サロメは目を輝かせながら言う。

「それで、納なつ得とくしたと？　こう言ってはなんですが、二人揃そろってというのは中々考え辛づらいのですが……。シャーネ御お嬢じよう様さまとリーザ御嬢様は、感情面めんで全く正反対の性質を持っていますから」

「そうでもありませんよ。最近は、それぞれに異い質しつな感情が混ざり合っている感じです。二人が交流を深める事で、何か変化があればいいのですが」

「素晴らしい……！　流石さすがは貴方あなたとルネ・パルメデス・ブランヴィリエの生み出した最高傑けつ作さくです！　人間として育ちながら、まるでホムンクルスのような純じゆん粋すいさを持ち合わせている。そこに加えられる感情がなんであれ、我々『リズム』が生み出すホムンクルスの良いサンプルになりそうです！」

　そこまで一いつ気きにまくし立ててから、ふと、表情を消すサロメ。

「ところで……ルネ様には、『どちら』を差し出すおつもりなので？」

「正直な所、まだ決めていません」

　薄い微笑ほほえみを欠片かけらも崩くずす事なく、ヒューイは答えた。

「今回の事件を経た『混ざり方』次し第だいで、答えを変えようかと思っています。場合によっては二人ともルネさんに預けても構いませんし、どちらも渡さずルネさんとの約束を破る、というのもそれはそれでありかもしれません」

　穏おだやかな表情にはそぐわない、冷たく悪あく辣らつな言葉を吐き出すヒューイ。

「そうですか……」

「まあ、全ては、今回の実験の結果次第ですよ」

　ヒューイはそう言うと、上着のポケットから少し大きめの瓶びんを取り出した。

　中にあるのは、一つの眼がん球きゆう。

『主あるじ』の元に返ろうと蠢うごめく眼球を観察し、ヒューイは言葉を続ける。

「彼女も、この街に来ているようですからね」

　それを聞いたサロメは、恭うやうやしく頭こうべを垂たれた後、言った。

「なるほど……私も偉い大だいなる先せん達だつの前で、恥はずかしい真ま似ねはできませんな。……準備の仕上げに戻ると致します」

「ええ、宜よろしくお願いします。私はもう少し、風に当たってから行きますので」







　サロメが去ってから数分、ヒューイは屋おく上じようを回りながら、街の様よう子すを眺ながめ続ける。

　その様よう子すはただ風に当たるというよりも、まるで、夜の街に散さん在ざいしている明かりを星に見立て、天てん体たい観測をしているかのようだった。

「……」

　ふと、人の気け配はいを感じ取り、ヒューイは背後を振り返る。

　すると、彼の視線の先──屋おく上じようからビル内へと続くドアの前に、一人の男が立っていた。

　一体いつから立っていたのか、その男は、月がもたらす薄うす明あかりに溶け込んでいる。




「やあ、久しぶりだね」




　男はヒューイに対して、長なが年ねんの友人に会った時のような声をかけた。

　一方、ヒューイもそんな男の顔を見て、肩を竦すくめながら挨あい拶さつをする。

「お久しぶりですね。やはり、この街にいらっしゃいましたか」

　しかし、それはヒューイにとっては長年の友人などではなく──

「悪わる巧だくみですか、フェルメート」

　ヒューイが愛した者を苦しめた挙あげ句くに殺した、仇きゆう敵てきとでも呼べる存在だった。




「おや、酷ひどい物もの言いいだね……悪巧みは僕じゃない。君の得とく意い分ぶん野やだろう？」

　ニイ、と嫌いやな笑えみを浮かべ、フェルメートは静かに歩を進める。

　そして、ヒューイとすれ違った後、屋上の柵さくに手をかけ、街の景色けしきを眺ながめ始めた。

　フェルメートは厚い前まえ髪がみを指で弄いじりながら、楽しげに語り続ける。

「僕は悪巧みをしているつもりはないよ。ただ、自分が見たいものの為ために生きてるだけだ。アリの観察をする為に、子供が飴あめ玉だまを土に転がすのを『悪巧み』なんて言うかい？」

「その飴玉に殺さつ虫ちゆう剤ざいを混ぜていれば、立りつ派ぱな悪巧みだと思いますけどね」

　恋人を殺した男がすぐ後ろに立っているというのに、変わらぬ調子で語り続けるヒューイ。

　彼の皮ひ肉にくに肩を竦すくめつつも、反はん論ろんできないのか、フェルメートは話題を変えた。

「で、まさかとは思うが、エルマーの奴やつはこの街に来ていないだろうね？」

「さあ、どうでしょうね。行動の読めない男ですから」

「一度、この街に来る途と中ちゆうの列車で鉢はち合あわせた事があってね……あの時は最さい悪あくだった」

　本当に不ふ機き嫌げんそうに首を振るフェルメートに対し、ヒューイは、ほんの僅わずかに浮かべる笑みの質を改める。

　もっとも、それは本ほん人にんにすら気付かない程てい度どの些さ細さいな変化だったのだが。

「長い人生です。そんな偶ぐう然ぜんに出会う事もありますよ。彼なら、その偶然を祝して笑おうと言い出すでしょうね」

「……」

　とある不ふ死し者しやの顔を思い浮かべながら、軽い舌した打うちをするフェルメート。

「まあいいさ。奴やつがもし来たら、とっととおさらばするだけだ。僕はただの観客だからね」

「観客、ですか？」

「ああ、観客だよ」

　そこでフェルメートは、先せん刻こくまでと同じ嫌いやらしい笑えみを浮かべて口を開いた、

「君が数年がかりで仕込んだ実験の準備、その成果が実るのか、はたまた全てが無む駄だになるのか、そしてその時に君はどんな顔をするのか、巻き込まれた無む垢くな少年少女は何に絶ぜつ望ぼうし、何に希望を抱くのか……楽しみだねぇ！　ああ、楽しみだ！　想そう像ぞうしただけで興こう奮ふんしてきたよ！」

　変へん態たい的てきな事を言うフェルメートに、ヒューイは笑顔のまま首を振る。

「貴方あなたは、変わりませんね」

　相手には背を向けたまま、決して振り返ろうとせず──

　ヒューイは、一つ問いかけた。

「そうやって笑いながら、モニカを刺したんですか」




　静せい寂じやくが訪れ、夜よ風かぜがビルの屋おく上じようを吹き抜ける。

　だが、その静寂は、笑いを嚙かみ殺したフェルメートの言葉によって霧む散さんした。

「それを聞いて、どうしようというんだい？　今さら、恋人の仇かたきを討うちたくなったとか？」

「いいえ、そんな事はありませんよ。ただ、モニカがどんな人生を歩んだのか、少し詳しく知りたくなっただけです」

「残念だけれど、覚えてないな。君はどうなんだい？　今までの『実験』で迷めい惑わくをかけた人達に対して、君はどんな顔を浮かべていた？」

　クツクツと笑いながら、フェルメートは柵さくに背を預ける形で振り返り、ヒューイの背中を見ながら問う。

「そして、これからやる壮大な『実験』の最さい中ちゆう……君は、ＮＹに住む七百万人の市民に対して、どんな顔を浮かべるんだい？」

「……」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、ヒューイは相変わらずの薄うす笑わらいで答えた。

「恐らく、今と変わらないと思いますよ？　私にとっては、作り笑いを浮かべる以上に意味のある事でもありませんから」

「そうかい、そりゃ、七百万人も浮かばれないな」

「まるで、私がこの街に毒どくガスでも撒まくみたいですね」

「違うのかな？」

　更さらに笑いながら、フェルメートが挑ちよう発はつする。

「君がやろうとしている事は、本当に意味があるのかどうかも解わからない実験だ。それでいて、『ただの人間』である健けん全ぜんな市民達たちの人生を終わらせるに等しい行為だ、そうだろう？」

「……」

「まさか、『不死の酒』をＮＹ全域の上水道に混入させるつもりとはね。セラード・クェーツでもそんな事は考えつかないよ。七百万人の『不ふ死し者しや』を生み出すとは、そりゃ確かに世界そのものが変わる実験だ」

　さらりととんでもない事を言い放ったフェルメート。

　彼の顔はどこか楽しげであり、その実験から起こる悲ひ喜き劇げき、更さらには世界の変へん革かくそのものを想そう像ぞうして楽しんでいるかのようだ。

「よく調べていますね」

　ヒューイは目を伏せたまま笑い、続いて、僅わずかに首を振る。

「しかし、惜おしいですね。少し正確ではありません」

「……何だって？」

「上じよう水すい道どうが目的というのは同じですが、『不死の酒』を流すわけではありません。それも案の一つではありましたが……ルネさんが『ミストウォール』で似たような事をしましたのでね」

「じゃあ、君は一体、水道に何をばらまくつもりなのかな？　まさか本当に毒どくを流すわけじゃあないだろう？　それは少し君の理り念ねんとは違う。本当のテロリストのやる事だ」

　言った後、フェルメートは少し考え、続けた。

「まあ、それはそれで僕は構わないがね」

　ニヤリと口くち元もとを歪ゆがませるフェルメートに、ヒューイは言う。

「……シャムとヒルトンの事は、当然御ご存ぞん知じですよね」

「もちろんさ。あの技術には、僕も少し協力してあげ……」

　そこでフェルメートは言葉を止めた。

　彼はようやく気が付いたのだ。ヒューイが、これから何をしようとしているのかを。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを挟んで、フェルメートは堰せきを切ったように笑い出す。

「ハハ……クアハハハハハハ！　ハハハハハ！　そうか！　そうなのか！　君は不死者になっただけでは飽あき足らず、もっと別なものになろうっていうのかい？」

　一ひと頻しきり笑った後、不ふ意いに声の調子を静しずめ、真ま面じ目めな調子で言った。

「神にでもなるつもりか？」

「それが目的ではありませんし、今回の件で、私が人間の上位存そん在ざいになれるとも思えませんが……。実験ですよ。これはただの実験なんです。それは解わかっているでしょう？」

「目的があるから実験しているんだろう？」

「私の目的は、変わっていませんよ」

　ゆっくりとフェルメートを振り返るヒューイ。金きん色いろの瞳ひとみの中には、何の感情の色も窺うかがえない。

「貴方あなたがモニカをこの世から消し去った、あの日からずっとね」

　穏おだやかな声で言い放つヒューイに、フェルメートは再び肩を竦すくめて笑い出した。

「ハッ……執しゆう着ちやく心しんが強い男は嫌きらわれるよ？」

「貴方あなたが言える事ですか？」

「僕は嫌われても構わないからね」

　いけしゃあしゃあと言った後、フェルメートは柵さくから離れ、再びヒューイとすれ違いながら入口へと向かう。

「ＯＫＯＫ、僕が興きよう味みあるのは、君が『囮おとり』として用意したラーズランスの騒そう動どうだけだ。君がその間に何をしようと、僕がちょっかいを出す理由はない」

「だと、助かるんですがね」

「僕だって身体からだは一つなんだ、だったらより興味深い方にいくさ。……あの気持ち悪い笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーが関わってきたら、話は別だけれどね」

　全ての『元げん凶きよう』とでも言うべき男は、まるで他ひ人と事ごとのように言った。

　そして、屋おく上じようのドアノブに手をかける。

　開かれた扉とびらからフェルメートがビルの中へと消えるまで、ヒューイは、終しゆう始し薄うす笑わらいを崩くずさぬままその背中を見送った。

　決して、目を離す事の無いまま。




「いやいや、まさか、あんな事を企たくらんでいたなんてねぇ」

　階段を下りながら、フェルメートは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

　２２４年前と欠片かけらも変わらぬ、下げ卑びた笑えみを浮かべながら。




「……出すに決まってるじゃないか、ちょっかい」





⇔






ＮＹ　大通り




　フェルメートがビルを出て、街の闇やみに姿すがたを消した数分後ご──

　そのビルの周りを、キョロキョロと見回しながら歩く女が一人。

「んー……この辺りの筈はずなんですけどねえ」

　ヒューイの眼がん球きゆうが入った瓶びんを持ちながら、ルネ・パルメデス・ブランヴィリエはマンハッタンの夜を歩み続ける。

　明らかに場ば違ちがいな格かつ好こうをしているのだが、彼女に声をかけるチンピラなどはいなかった。




　確かに、時とき折おり彼女を暗がりに連れ込もうと、ナイフを持った路ろ上じよう強ごう盗とうが背後から近づく事もあったのだが──その度たびに、チンピラは何者かの手で路ろ地じの陰に引きずり込まれ、頭部を強打されて昏こん倒とうする事となる。

　そんな事は知らずに、暢のん気きに夜の街を歩き続けるルネを遠とお目めに見守りながら、影の護ご衛えい者しや──アルカンジェロは、大きな溜ため息いきを吐き出した。




「……本当に、危き機き感かんのない人だ」
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　更さらに、ルネとアルカンジェロが別の通りに移動してから数分後──

「……この、ビル、で、い、いん、だった、な」

　途と切ぎれ途切れの独ひとり言ごとを紡つむぎながら、一人の男がヒューイのいるビルへと登っていく。

　彼の右手には大きなバッグが握られており、中から時々硝子ガラスの擦こすれるような音がする。

　男──ベグ・ガロットは、そんな鞄かばんに一いつ瞬しゆん目を向けたあと、階段の上を見ながら呟いた。

「……ヒューイの、奴やつ、め、本ほん気き、なの、か。こ、んな、もの、を、造ら、せる、とは」

『アドウェナ・アウィス号』のメンバーの中でも、薬やく剤ざいの調ちよう合ごうに関してトップクラスの知ち識しきと技術を持っていたベグ・ガロット。

　どうやらヒューイと何らかの契けい約やくをしたらしく、彼は、自ら調ちよう合ごうしたとある『薬やく品ひん』を鞄かばんに詰め、ヒューイの元へと運んでいた。

　調合に間違いはない。

　だが、『実験』はしていない。

　例えモルモット相手といえども、決して実験できない薬品だからだ。

　それ程ほどまでに、最初の一人が重要な薬品──

　あるいは、『薬』という範はん疇ちゆうを超えた、『不死の酒』と同じ領域の物なのだから。

「すまん、な、マイザー、チェス」

　旧きゆう友ゆうの者達の名前を呟つぶやきながら、ベグは静かに笑った。

「やは、り、俺おれ、は、ろくでも、ない、研究、者、だ」




「俺、の、造った、薬、で、世界が変わる、のか、見てみた、く、なって、しまった、よ」




　この夜を境さかいに──不ふ死し者しや達たちもまた、闇やみの中を蠢うごめき始める。

　人間だらけの世界の中で、イレギュラーな存在同どう士しがその身を寄せ合うかのように。

　もっとも、それが安あん寧ねいのコミュニティになる事など、ありえない事だったのだが。





⇔






　そして、賽さいは投げられ続ける。

『ラーズランス』と『マンハッタン島』。

　二つの隣となり合った場所で起きる運うん命めいの連れん鎖さは、ほぼ同時に流る転てんを始める。

　意い図と的てきに造り上げた巨きよ大だいな渦うずを囮おとりに、ヒューイ・ラフォレットは、更さらに巨大な渦を起こそうとしていた。

　自分の配はい下かや娘むすめ達たち、更にはかつて仲間だった錬れん金きん術じゆつ師し、あるいはルノラータ・ファミリーを初めとする巨大組そ織しきやヴィクター率ひきいる捜そう査さ局きよくに至るまで──

　ヒューイは、その全てを掛け金として運命の台だい上じように投げ打ったのである。

　本ほん人にん達たちの意い思しなど、介かい在ざいする暇ひますら与えずに。




　だが、ヒューイはまだ気付いてはいなかった。

　複雑に重ねられた『ラーズランス』の歯は車ぐるまのいくつかが、『マンハッタン島』の歯車とも嚙かみ合っていたという事に。

　ヒューイすらも与あずかり知らぬ嚙み合わせが、運命を奇き妙みような方向にねじ曲げようとしている事に──この時点では、誰だれも気付く事はできなかった。




　そしてギャンブルは続く。

　賭かけ事の時間は、既すでに始まっている。

　ありとあらゆる手段を用いて、自分達たちが積み上げてきたものを全力で無む駄だにする為ために。

　人生を楽しんでる証しよう拠こを、生きている証拠を摑つかみ取る為に。




　不ふ死し者しや達たちは、無む限げんに時間を賭け続ける。
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成なり田た良りょう悟ご

某スチームパンクのイベントで入手した時計付き眼帯を装着して浮かれ踊る33歳の埼玉県民。催眠術師のような口調で『さあ、私の眼帯の時計を見るがいい……』と言って『……今、何時ですかね？』と聞くようなうっかり紳士になりたい今日この頃です。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「成田良悟先生」係

「エナミカツミ先生」係











本書は書き下ろしです。
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